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１．西洋中世文明とは？ 

 西洋文明は、世界の一体化と近代化によって、地球上のさまざまな諸文明、文化に圧倒

的な影響を及ぼしてきました。他方、その普遍性への主張に対する懐疑もまた、西欧文明

のなかから生まれてきたのです。 

 21世紀の現在、西洋文明は、現在もなおさまざまな領域で世界秩序を基礎付けている近

代文明の母胎として、また多様な諸文化の一つとして、西洋人自身のみならず、世界の多

様な人々によって研究され続けています。特に、中世と呼ばれる時代は、西洋近代文明の

はじまりとみなされ続けた一方で、西洋人自身にとってすら「異文化」と感じられる固有

な性格も有しています。 

 この授業では、現代世界における西洋文明の持つ意味について考えたのち、固有な意味

での西洋文明の形成過程について論じるとともに、異文化としての実像に迫ります。 

 

２．ロマネスクとゴシック 

 西洋中世文明について語る場合、封建制度と領主の世界、急激な経済成長と都市化、他

社認識の舞台としての十字軍や巡礼、特異な高等教育制度である大学の誕生など、とりあ

げるべきテーマは多数ありますが、ここでは、キリスト教の教会堂にその清華が集約され

た、ロマネスクとゴシックという二つの美術様式について紹介します。 

 ロマネスクは、11世紀から12世紀はじめに、最初の西洋文明に固有な美術様式として、

特に農村の修道院を舞台に展開した美術様式です。これに対して、ゴシックは、12世紀中

庸以降、急激に成長した都市の大聖堂（司教座聖堂）の大規模な建て替えの際に採用され

た様式で、その多くが現在に至るまで使用され続けています。 

 この授業では、建築、彫刻、壁画、ステンドグラスなどが一体化した特殊な世界を、そ

の編成原理とともにご紹介します。 

 

３．中世復古と19世紀社会 

 西洋中世文明は、ルネサンスと宗教改革後の近代世界においては、否定されるべき迷信

の世界とみなされましたが、奇妙なことに、19世紀には、ヨーロッパ全体で中世復古の運

動が展開します。その背景には、過ぎ去りしものへロマン主義的な憧憬があったと同時に、

当時形成途上にあった国民国家が、そのアイデンティティの根拠として過去を参照したこ

とも重要です。西洋中世文明は、否定さるべき無知蒙昧の巣窟から、突如として、近代西

洋文明の源流として、再評価されることになったのです。 

 この文脈で興味深いのは、19世紀の西洋には、「文化遺産」という概念がはじめて登場
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したことともに、近代合理主義とロマン主義、ナショナリズム情念の奇妙な結合が見られ

たことです。ここでは、その代表的人物として、フランスの中世教会堂建築の修復に決定

的な役割を演じたヴィオレ＝ル＝デュックを取り上げ、近代における中世という問題を考

え直してみたいと思います。 

 この授業は、西洋人にとっての中世文明を、その表象と実像の両面から考え直します。

今を生きる人間にとっての過去とは何なのかという問題をめぐって、ご一緒に考えたいと

思います。 

 

担当教員プロフィール 

おかざき あつし 

人文科学研究院教授。専門はフランス中世史、とくに宗教史。文書学を中心とする資料学。

アーカイブズ学、現代アーカイブズ理論。 

編著、共著：『契約と紛争の比較史料学』（吉川弘文館、2014年）、『15のテーマで学ぶ

中世ヨーロッパ』（ミネルヴァ書房、2013年）、『テクストの誘惑 フィロロジーの射程』

（九州大学出版会、2012年）、『西洋中世学入門』（東京大学出版会、2005年） 

論文：「西欧中世研究の「文化史的」読解」（『思想』1074、2013年）、「アーカイブズ,

アーカイブズ学とは何か」（『九州大学附属図書館研究開発室年報』、2011年） 

http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/search/details/K000070/ 

 

 

資料 

Notre-Dame de Paris 

licence: By DANIEL Antoine (Own work) [CC BY-SA 3.0 

(http://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0)], via Wikimedia Commons 

link: https://commons.wikimedia.org/wiki/File%3ANotre_dame_de_paris.jpg 

 

Notre-Dame d’Amiens 

licence: By Jean-Pol GRANDMONT (Own work) [GFDL (http://www.gnu.org/copyleft/fdl.html) or 

CC BY 3.0 (http://creativecommons.org/licenses/by/3.0)], via Wikimedia Commons 

link:https://commons.wikimedia.org/wiki/File%3A0_Amiens_-_Cath%C3%A9drale_Notre-Dame_(1)

.JPG 

 

Vezelay 

licence: By Jean-Christophe BENOIST (Own work) [GFDL (http://www.gnu.org/copyleft/fdl.html), 

CC-BY-SA-3.0 (http://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/) or CC BY 2.5 

(http://creativecommons.org/licenses/by/2.5)], via Wikimedia Commons 

link: https://commons.wikimedia.org/wiki/File%3AAbbaye_Vezelay-tympan.jpg 

 

Viollet-le-Duc, M., Dictionnaire raisonnée de l’Architecture françaiase du XIe au XVIe 

siècle, t. I, Paris, 1854. 
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15531104 （日）文学・言語学入門

（英）Introduction to Literature and Linguistics
KED-HSS1141J

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
文系ディシプリン科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required /
 Elective)

2015 前期 月2 未設定

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended
 School)

2.0 髙木 信宏
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught Campus) 教室 (Classroom) 使用言語 (Taught

 Language)
学部1年 伊都地区  1403 日

授業概要 (Course Overview)
 この「 文学・言語学入門」では、古今東西さまざまな時代と地域に根ざした文学および言語現象の研究について、九
州大学が誇る学界第一線の教員がそれぞれの専門領域に基づいて講義をすすめてゆく。それは単なる趣味的な段階の文
学・言語学への関心を、本格的な研究として開花させてゆくためのレクチャーと言える。履修する学部1年の皆さんに
は、時にはなかなかに咀嚼できないような難解な資料を目にする機会となるであろうが、私たちにとって文学とは何
か、そしてコトバとは何であるのかを、その根源に立って考えることは、文系・理系の専攻を超えて、人間そのものを
考え続けてゆく最も有効な経験となるであろう。 
 本年度、「文学・言語学入門」の授業は下記の担当教員によって開講される。講義題目と授業内容（アプローチ の方
法）は 各担当教員の専門分野に沿ってそれぞれ異なっている。どの担当教員の授業を履修するかは、１年生全員に配布
されている『文系ディシプリン科目履修案内』（p38～57）を参考にして、個々によく考えて選択しなさい。 
 辛島正雄先生（前期・月１）；高木信宏（前期・月２）；静永健先生（前期・火１）；上山あゆみ先生（前期・水
１）；武田利勝先生（前期・木２）；西野常夫先生（前期・金１）；波潟剛先生（後期・月２）；西岡宣明先生（後
期・水１）；松本常彦先生（後期・水２）；李暁燕先生（後期・金２） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 本講義で取り上げるのは、19世紀フランスの作家スタンダールが書いた長編小説『赤と黒』である。フランス本国の
みならず世界的にも古典として位置づけられている作品であり、各国語に翻訳され、読み継がれている。日本でも岩波
文庫、新潮文庫、光文社古典新訳文庫から邦訳が刊行されていて、すでに数多くの読者をもつ。 
 授業では、歴史と近代小説の関係、作者のパーソナリティと創作行為との関係、本作品に特有の執筆方法、さらにはテ
クストの諸テーマがもつ意味や構成上の役割について考察していきながら、作品を味読したい。

キーワード (Keywords)
フランス文学 近代小説 スタンダール

履修条件等 (Pre-requisites)
テクストにはフランス語原典ではなく邦訳を使用するが、それでも上・下巻を合わせるとかなり頁数となる。これを読
破する意欲が履修の条件となる。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
異文化に対する知的好奇心。他の国の歴史・社会・文化に対する理解力。文学作品に対する関心。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)
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文学史的な理解力 作品のもつ文学史的な意義や独創性を文学史的に位置づけられること。

考察力 作品中の挿話や登場人物の心理・行動がもつ意味を、フランスの歴史・社会状況に照らして解
釈できること。テーマや構成、技法について掘り下げて考察できること。

表現力 授業で学んだ文学史的な知識等に基づいて、自らの考察を明快に論述できること。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 初回オリエンテーション（授業内容の説明と作家の紹介） ○

2 作品の歴史的な背景 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

授業中に言及する他の作家の作品についても積極的に翻訳を読み、仏文学に関する知見を深めて欲しい。

テキスト(Textbooks)
テキストには『赤と黒』の邦訳を使用する。九大生協の書籍部等で光文社古典新訳文庫の『赤と黒』（上下２巻）を入
手しておくこと。

参考書 (Reference Books)
参考文献については授業中に指示する。

授業資料(Course Handouts)
PDFないしはプリントを配布する。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point) 列
 (column)：成績評
価方法 (Evaluation

 Method)

文学史的な理解力 考察力 表現力

備考( 欠格条件、割合等
 ) (Grading

 Percentage,
 Disqualification etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

○ ○ ○ 40

小テスト (Class
 tests)

 -  -  -

レポート (Report) ○ ○ ○ 30
発表（プレゼン、ス

ピーチ等）
 (Presentation)

 -  -  -

授業への貢献度 (In-
class

 contribution)

 -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

○ ○  - 30

　  -  -  -
成績評価基準に関わ

る補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation

毎回出席調査を行い、欠席4回以上は受講資格を失う。15分以上の遅刻は欠席とする。早退は認
めない。

入門-4



 Method)
ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
授業後に対応。

その他 (Others)

最終更新日時
2015-04-07 11:23:00
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講義科目名 文学・言語学入門 

科目ナンバリングコード  KED-HSS1141J 

講義題目 西洋文学入門 メールヒェン研究 

授業科目区分 文系ディシプリン科目 Subjects in Humanities and Social Science 

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 木曜日 ２時限

必修選択   

単位数  2.0 

担当教員 小黒 康正

学部カテゴリ 基幹教育科目 

対象学部等   

対象学年   

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室  2305 

その他
（自由記述欄）

授業概要

１. メールヒェンとは何か
「メールヒェン」の原語であるドイツ語 Märchenは、昔話、童話、おとぎ話と訳されることが多く、メルヘンと表記され
ることも少なくありません。フランス語ではコント・ドゥ・フェ（contes de fée）、英語ではフェアリーテール（fairy tale）と
称され、妖精物語として理解されています。しかし、帯に短したすきに長しでしょうか、いずれの訳語も適切ではあり
ません。たしかに「メールヒェン」は昔話のように「むかし、むかし」という決まり文句で始まることも、童話のように子
供向けに作られた物語であることも、おとぎ話のように本来は大人に聞かせる話であることも、さらに敢えて言え
ば、メルヘンのようにメルヘンチックな雰囲気をかもし出していることもあります。しかし、いずれの訳語も原語の多
様なあり方の一部を強調しているだけで、核心をついてはいません。17世紀フランスにおける妖精物語の流行
が18世紀ドイツにおけるメールヒェンの成立に大きな役割を果たしたことを考えますと、フランス語や英語の訳語は
それなりに妥当かもしれません。ただし、すべてのメールヒェンが妖精物語であるとは言い切れないので、どうして
もずれが気になります。

２. ヤヌスの相貌
それでは、いかなる訳語が原語の核心をつくのでしょうか。空想的な物語は世界各地の神話にも多数あります。し
かし、メールヒェンという言葉そのものが成立したのは、決して「むかし」ではありません。ドイツ語には、物語を意味
するメール（Mär）という言葉がありました。15世紀頃までに遡ることができるこの古語に縮小形語尾であるヒェン（-
chen）が付けられて、メールヒェン（Märchen）という言葉ができたのです。「小さな物語」は、フランス啓蒙主義期の
妖精物語がドイツに流れ込むと、『グリム兄弟によって集められた子供と家庭のためのメールヒェン集』（初
版1812年）を範に、不特定多数の無名の民衆によって伝承される民衆メールヒェンとして新たに解されつつありまし
た。
しかしながら、ことはそう単純ではありません。ヴィーラントの『王子ビリビンカー物語』（1764年）から、ゲーテの
『メールヒェン』（1795年）を経て、ロマン派のメールヒェンが次々に成立し、その過程で民衆メールヒェンとは異質な
メールヒェンが確立しつつあったからです。「民衆メールヒェン」Volksmärchenに対して、創作された空想的な物語は
「創作メールヒェン」Kunstmärchenと称されます。中でも19世紀中旬に書かれたアンデルセンのメールヒェン集はそ
の代表でしょう。創作メールヒェンには、民間伝承にかなり依拠するものから作者の完全な創作によるものまで多々
ありますが、不特定多数の無名の民衆による伝承ではなく、特定の個人による創作であることに力点が置かれま
す。民衆メールヒェンを成立時期が特定し難い比較的古い民間伝承とみなすならば、創作メールヒェンは成立時期
が総じて特定できるどちらかと言えば新しい文学作品です。民衆メールヒェンはたとえ収集されて本の形になっても

シラバス参照
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本来は「聞く」ものであり、創作メールヒェンはたとえ読み聞かせに向いていても本来は「読む」ものと言えましょう。
つまり、メールヒェンは「耳」と「目」をもつヤヌスなのです。

３. いやしの物語
本講義では、世界で最初の創作メールヒェンであるヴィーラントの『王子ビリビンカー物語』を考察の中心に据えな
がら、「近代ドイツにおける創作メールヒェンの成立と展開」を考察します。他に、ゲーテ、ノヴァーリス、フケー、ハイ
ネ、アンデルセン（デンマーク）の作品も扱う予定です。もちろん、バジーレ（イタリア）、ペロー（フランス）、グリム兄
弟（ドイツ）における民衆メールヒェンも忘れていません。従って、本講義はいわば「西洋文学入門」でもあります。た
だし、講義と言っても、決して「一方通行」の授業ではありません。私は皆さんに問いかけます、メールヒェンとは何
か、メールヒェンは私たちの現実といかなる関わりをもつのか、そしてそもそも文学とは何か、と。メールヒェンは個
人の悩みや不安、そして戦争や難民の問題と深く関わります。私にとって「小さな物語」はとても大きな「いやしの物
語」ですが、皆さんはどう思いますか。本授業を通じて、新たなメールヒェン観、新たな文学論を一緒に模索しましょ
う。 

 Diese Vorlesung möchte sich mit der Entstehung des Kunstmärchens in der europäischen Literaturgeschichte
 beschäftigen. 

キーワード メールヒェン（メールヘン、童話）、西洋文学、ドイツ文学、ヴィーラント『王子ビリビンカー物語』、グリム、ペロー 

履修条件等

履修に必要な
知識・能力

到達目標

 No 観点 詳細

 1.  A：知識・理解 西洋文学に対する理解を深める。 

 2.  B：専門的技能 文学研究の基礎を学ぶ。 

 3.  C：汎用的技能 自らの思索を自らの言葉で論述する技能を学ぶ。 

 4.  D：態度・志向性 人文学全般に対する視座を学ぶ。 

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講義 演習・その他 授業時間外学習

 1. （１）（２）導入 ◯     

 2. （３）ホメロス『オデュッセイア』 ◯     

 3. （４）ストラパローラ『滑稽なる夜』とバジーレ『ペンタメローネ』 ◯     

 4. （５）（６）（７）ヴィーラント『王子ビリビンカー物語』 ◯     

 5. （８）ゲーテ ◯     

 6. （９）ノヴァーリス ◯     

 7. （１０）ドイツ・ロマン派 ◯     

 8. （１１）グリム兄弟 ◯     

 9. （１２）フケー ◯     

 10. （１３）アンデルセン ◯     

 11. （１４）（１５）総論 ◯     

授業以外での
学習にあたって

テキスト ヴィーラント『王子ビリビンカー物語』（小黒康正訳、同学社、2016年）を事前に購入して授業に臨んでください。 

参考書 小黒康正『水の女 トポスへの船路』、（九州大学出版会、2012年） 

授業資料 コピーで配布します。 

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠
格条
件・
割
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成績評価

合）

                    

  ◯ ◯               

  ◯ ◎               

                    

                    

                    

                    

その他
（自由
記述
１） 

                  

その他
（自由
記述
２） 

                  

その他
（自由
記述
３） 

                  

成績評価基準
に関わる補足
事項

ルーブリック

学習相談 本授業の終了後、ならびに小黒研究室（箱崎）におけるオフィスアワー（火曜３限）にて相談に応じる。 

添付ファイル

その他 この科目は「EU研究ディプロマプログラム（EU-DPs）開講科目」です。同プログラムについて、
詳しくは以下のサイトをご参照ください。http://www.euij-kyushu.com/jp/home/index.html 

更新日付  2016-03-28 11:55:34.842
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
14532502 （日）文学・言語学入門

（英）Introduction to Literature and Linguistics
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

文系ﾃﾞｨｼﾌﾟﾘﾝ科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required /
 Elective)

2014 後期 火1

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended
 School)

2.0 鵜飼 信光
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught Campus) 教室 (Classroom) 使用言語 (Taught

 Language)
学部1年 伊都地区  2304 日

授業概要 (Course Overview)
 この授業ではLewis Carroll（1832-1898）の二つのアリス物語、すなわちAlice's Adventures in
 Wonderland(1865)とThrough the Looking-Glass（1871）の両方を取り扱う。二作とも、言葉遊びなどが多
く、2回目以降の授業では作品の最初から順に、毎回16ページ前後、言葉遊びなど解説の必要な事項の説明と、作品を
解釈する上で問題になり得る箇所についての考察とを行っていく。 
 毎回、16ページほど、英語の作品を読んでこないと全くおもしろくない授業なので、履修登録では、くれぐれも注意
のこと。逆に、10月から1月にかけて、実質230ページほどの英語の作品を原文で読み通してみようという意欲のある
人にとっては、よい機会になることと思う。児童文学なので、英語は比較的平易だが、一人で読んでいては何がおもし
ろいのか分からない部分も多い。 
 教科書はPenguin Classicsのペーパーバックを生協で30冊ほど取り寄せてもらっている。注釈が簡潔な割に充実して
いるのでお勧めである。受講者が多くて生協で売り切れた場合は、天神か博多の洋書売り場のある書店、またはイン
ターネットですぐ購入して欲しい。やむを得ない場合は電子書籍を利用してもよいが、書き込みができないし、ページ
や注釈がPenguin Classicsと違うなどの不便さがある。 
 初回は、作者についての簡単な説明と、英詩の形式の解説を行う。その上で、｢マザー・グースの唄｣と呼ばれ
るnursery rhymeを幾つか読みながら、アリス物語に至るナンセンス文学の伝統を垣間見る。Web上で次回の予習の際
のポイントを示す文書を毎週掲示する予定。授業中も持参した機器でそれを見て参考にしてもよい。 
 評価は学期末の筆記試験（50点）と約2000字の小論文（50点）の両方で行う。筆記試験は英文和訳と、若干の論述問
題を出題する（辞書や教科書の持ち込みは不可）。小論文は作品全体について自由に問題を設定して論ずるもの。小論
文の一般的な書き方、心得については、初回の授業の最後に、簡単に説明を行う（下の方にある「成績評価基準に関わ
る補足事項」も参照のこと）。

キーワード (Keywords)
Lewis Carroll

履修条件等 (Pre-requisites)
なし

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
英語を読むのが得意であること。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

英文解釈力と作品を論
じる力

授業で扱う作品の英語を和訳できる力、作品の全体について問題を自分で設定し、それに沿っ
て論文を作成する力を身につける。
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授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 初回はいろいろな説明。2回目以降は、作品の最初か
ら16ページ前後、語句などの解説と、作品解釈上での問題点
の考察を行う。

○

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )
2回目以降、毎週、16ページ前後、教科書を予習してくること。

テキスト(Textbooks)
Lewis Carroll, Alice's Adventures in Wonderland and Through the Looking-Glass, Penguin Classics,
 ISBN:9780141439761

参考書 (Reference Books)
平野敬一著『マザー・グースの唄――イギリスの伝承童謡』（中公新書、1972年） 
高橋康成著『ノンセンス大全』（晶文社、1977年） 
Martin Gardner, The Annotated Alice: The Definitive Edition, Norton, 2000.

授業資料(Course Handouts)
授業で指示。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand
 Point) 列

 (column)：成績
評価方法

 (Evaluation
 Method)

英文解釈力と作品を論じる力
備考( 欠格条件、割合等 ) (Grading Percentage,

 Disqualification etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

○ 50

小テスト (Class
 tests)

 -

レポート
 (Report)

○ 50

発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 -

その他（自由記
述） （Others）

成績評価基準に関
わる補足事項

 学期末の筆記試験は、英文和訳と論述問題を出題する。毎回予習をし、授業に出ていれば十分に回
答できる問題を出題するが、授業を休んだり、予習をサボったりしていると、試験前の勉強がハード
になる。 
 学期末の小論文は、導入の段落を設け、｢～について考察する｣というだけでなく、どういう解釈を
主張しようとするのか、その具体的内容を提示するのが望ましい。本論は、その主張のための論述と
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 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

して構成するよう心がける。結論の段落も設け、本論の論述を踏まえ、主張しようとした解釈をもう
一度まとめ直す（それ以外の書き方もあるが、一般的な書き方はこう）。書き始める前に、どういう
解釈を主張するのかよく考える、または、最後までの論の概略を書いて見る。感想文ではなく考察な
ので、個人的な感想はあまり書かない。参考文献を援用した時は、注で出典を明示する。論の全体を
反映した題を付ける。作品からの引用は原文でする。小論文の評価は、全体の構成（各部分の考察が
全体の主張にうまく関連しているかどうかなど）、考察の独創性と説得力、文章の表現力を総合して
行う。

ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
授業後に適宜行う。

その他 (Others)

最終更新日時
2014-10-06 23:02:06
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授業情報表示

講義コード (Course Code) 授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード
 (Numbering Code)

15534501 （日）芸術学入門
（英）Introduction to Art Studies

KED-HSS1151J

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
文系ディシプリン科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required /
 Elective)

2015 後期 木1

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended
 School)

2.0 青野 純子

対象学年 (Intended Year) 開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught
 Language)

学部1年 伊都地区  1403 日

授業概要 (Course Overview)
「芸術学入門」は、古今東西さまざまな時代と地域に生まれ、育まれた芸術を対象に、九州大学に所属する教員がそれ
ぞれの専門領域に基づいてその研究成果を示しつつ、その鑑賞と理解、学問の対象としての意義について講義する。芸
術というとどこか趣味的な世界を連想しがちであるが、人類文化の豊かな果実としての芸術の世界を、人がどのように
生み出し、また享受してきたのかについて、深いところで考察していく。芸術は人間の営みにとって不可欠のものであ
り、優れた芸術に心を動かし、その意味を深く考えていくことは、さまざまな時代と地域の価値観を理解し、多様な学
問世界へと関心を広げていくための基礎を提供することになる。 
* * * * * 
「初期近代北方ヨーロッパ絵画を中心とした芸術学入門」 
絵画をどのように見て、いかに理解するのか。美術史研究の基礎である絵画の見方を「授業計画」であげたテーマに
沿って学んでいく。授業中に取り上げる対象は初期近代（17世紀まで）のオランダ、ベルギー地方のヨーロッパ絵画を
中心とする。年代ごとに作家・作品を扱うのではなく、絵画作品を目の前にしたときに立ち上がってくる諸々の問題を
どうとらえ、分析・議論していくのか、そうした絵画との対話を出発点に考察を深めていく。 

キーワード (Keywords)
西洋美術史、絵画史、美術史方法論、オランダ絵画

履修条件等 (Pre-requisites)
特になし。ただ、趣味としての美術鑑賞ではなく、学問としての美術史を学ぶことを目的とするので、作品を批判的・
総合的に理解し、自分なりの絵画の見方を積極的に模索したいという意欲のある学生を求める（下記「成績評価基準に
関する補足事項」も必ず参照のこと）。ただし、受講希望者が教員が決める定員をこえる際には、その都度検討した上
で、受講制限をすることになるので要注意。また、必ずパソコンを持参のこと。 

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
美術史に関する知識は問わないが、芸術に関心があり、絵画を見るのが好きだという態度が必須。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

知識 講義やテスト・予習・復習等での課題への取り組みを通して新たな知識を得る。

批判的考察 議論の対象について、既存の観念にとらわれず、何が本質的に重要であるかを批判的に考察す
る。

主体的学修 議論の対象について自らの見方、考え方とは何かを積極的に模索し、示す。

幅広い視座 与えられた課題をより広い社会的・文化的文脈で捉え思考する。
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授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 初回：オリエンテーション 
以下の①〜⑤のテーマをおよそ各２-３回の講義で扱う。順
番、テーマごとの授業回数には変更もあり。 

○

2 ①絵画の様式とは何か（作品記述、様式分析、構図分析、遠
近法）

○ 小テストあり

3 ②絵画の意味解釈とは何か（イコノロジーとその限界） ○ 小テストあり

4 ③絵画が本物であること（authenticity）とは何か（１）：
複製、真贋、鑑識眼（connoisseurship）の問題

○ 小テストあり

5 ④絵画が本物であること（authenticity）とは何か（２）：
「物」としての絵画ー絵画の素材に関する科学的調査ー

○ 小テストあり

6 ⑤絵画を考察する方法論の可能性と限界 ○ 小テストあり

7 ●美術館・展覧会見学 
絵画分析を実際に自ら学ぶために、授業１回分をあてる形
で、指定した美術館・展覧会を各自見学、報告レポートの提
出を求める。時期・詳細に関しては授業中に指示する。

- 美術館訪問 各自で美術館見
学、後日レポー
トを提出

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )
次の授業の準備として課題を出すこともあるので、その場合には予習してから授業にのぞむこと。 
中間テストは事前にテスト範囲を提示するので当日までに準備をし、また、美術館レポート、期末レポートでは、課題
にそった内容を各自準備し、期限までに提出のこと。提出期限をすぎたものは受領いたしません。

テキスト(Textbooks)
授業中に適宜指示・配布する。（下記の「参考書」も参照のこと）

参考書 (Reference Books)
授業中に適宜指示する。e-portfolio system上に参考文献表をアップロードしてありますので、各自参照のこと。

授業資料(Course Handouts)
適宜配布するが、基本的には授業中に各自ノートを取ること。パソコンを必ず持ってくること。授業内で用いた画像、
資料などはコピーライトの関係で授業時間外には閲覧できないため、注意すること。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand
 Point) 列

 (column)：成
績評価方法

 (Evaluation
 Method)

知識 批判的考察 主体的学修 幅広い視座

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験
 (Final Exam)

 -  -  -  -

小テスト (Class
 tests)

◎ ◎ ◎ ○ 30

レポート
 (Report)

◎ ◎ ◎ ◎ 50

発表（プレゼン、  -  -  -  -
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スピーチ等）
 (Presentation)
授業への貢献度

 (In-class
 contribution)

 -  -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 - ○ ○ ○ 10

　  -  -  -  - 10

成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

芸術学入門は「絵を見てなんとなく感想を言う」ような授業ではなく、積極的に学問としての美術史
とその方法論を学ぶことを求めます。成績評価はその主体的学修と批判的考察を重視いたします。授
業内小テスト、中間テスト、美術館レポート、期末レポートを課します。 
注意１：）中間テストおよび美術館レポートを課しますが、それを提出した学生にのみ、期末レポー
トの提出資格を与えます。 
注意２：）「不正行為（カンニング、出欠に関する不正、レポートにおける典拠の不明確な「切り貼
り」行為と剽窃、等）」は一度であっても単位習得を妨げる行為です。

ルーブリック
 (Rubric)

ファイル名 (File name) 備考 (Remarks) 公開日時 (Release date)
芸術学入門Aono27ルーブリッ
ク.pdf

2015-09-29 02:35:25

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
事前に予約のうえ随時行う。連絡先は授業中に指示。

その他 (Others)
＊本科目は、EU研究ディプロマ・プログラム（EU-DPs）の入門科目です。同プログラムについて、詳しくはEUIJ-九
州のWebページ（http://www.euij-kyushu.com/jp/home/index.html）内の「教育プログラム」を参照ください。

最終更新日時
2015-10-01 00:49:58
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講義科目名 芸術学入門 

科目ナンバリングコード  KED-HSS1151J 

講義題目

授業科目区分 文系ディシプリン科目 Subjects in Humanities and Social Science 

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 金曜日 １時限

必修選択   

単位数  2.0 

担当教員 米村 典子

学部カテゴリ   

対象学部等   

対象学年   

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室  2406 

その他
（自由記述欄）

この科目はEU研究ディプロマプログラム（EU-DPs）開講科目です．同プログラムについて，
詳しくは以下のサイトを参照してください．
http://www.euij-kyushu.com/jp/home/index.html」 

授業概要

「芸術学入門」は，古今東西さまざまな時代と地域に生まれ，育まれた芸術を対象に，九州大学に所属する教員が
それぞれの専門領域に基づいてその研究成果を示しつつ，その鑑賞と理解，学問の対象としての意義について講
義する．芸術というとどこか趣味的な世界を連想しがちであるが，人類文化の豊かな果実としての芸術の世界を，
人がどのように生み出し，また享受してきたのかについて，深いところで考察していく．芸術は人間の営みにとって
不可欠のものであり，優れた芸術に心を動かし，その意味を深く考えていくことは，さまざまな時代と地域の価値観
を理解し，多様な学問世界へと関心を広げていくための基礎を提供することになる．

* * * * * 

この授業では，西洋の芸術作品を主たる対象として講義を進めるが，特定の時代や芸術家や作品について論じる
のではない．教室では，世界各地に散らばった様々の時代の芸術作品が次々とほぼ同じ大きさで映写される．ま
た，本や雑誌などでは印刷された画像が，コンピュータ上ではデジタルな画像が，作品として示される．そのため
に，われわれは絵画や彫刻が「モノ」であることを忘れがちである．「誰が描いたのか」，「何が描かれているのか」
ではなく，「絵画とは何か」，「彫刻とは何か」を物質的な成り立ちや作品を取り巻く環境などから考察していくこと
で，芸術に関する理解を深めることを目指す． 

キーワード 絵画，彫刻，写真，美術館 

履修条件等 特別な条件はないが，できるだけ多くの視覚芸術作品に接するよう心がけること． 

シラバス参照

PAGE TOP
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履修に必要な
知識・能力

西洋美術についての知識は特に必要とはしない．しかし，視覚芸術に関心があることは必須条件である．この授業
はEU研究ディプロマプログラムの科目でもあり，西洋とくにEUに関心がある人に適している． 

到達目標

 No 観点 詳細

 1. 知識 講義やテスト・予習・復習等での課題への取り組みを通して新たな知識を得る． 

 2. 批判的考
察 

議論の対象について、既存の観念にとらわれず、何が本質的に重要であるかを批判的に考察
する． 

 3. 主体的学
修 

議論の対象について自らの見方、考え方とは何かを積極的に模索し、示す． 

 4. 幅広い視
座 

与えられた課題をより広い社会的・文化的文脈で捉え思考する． 

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講
義

演習・そ
の他

授業時間
外学習

 1. オリエンテーション 授業計画の詳細を説明する
＊以下の授業計画は変更の可能性がある． 

◯     

 2. モノとしての絵画（１）：支持体，絵の具，顔料，メディウム ◯     

 3. モノとしての絵画（２）：タブロー，テクノロジーの発展と芸術 ◯     

 4. モノとしての彫刻：塑像，鋳造，ロダン，ブランクーシ ◯     

 5. オリジナルと複製：銅版画，石版画，シルクスクリーン ◯     

 6. 美術館見学（１）：見学とレポート提出にむけて，展覧会・美術館についての解説
とレポートの書き方を講義する． 

◯     

 7. 美術館見学（２）：授業で指定した展覧会・美術館を各自で見学する．見学に基
づくレポート提出を求める． 

      

 8. カメラと写真：カメラ・オブスクーラ，写真の発明，ダゲレオタイプ，タルボット ◯     

 9. 写真と絵画：ドガ，マイブリッジ，ピクトリアリズム，ストレートフォト ◯     

 10. 「開いた窓」としての絵画：フレーム，遠近法 ◯     

 11. フレームと絵画：額縁，印象派 ◯     

 12. モノとなる彫刻：台座をおりる彫刻，ピカソ，ウォーホル
＊小テスト課題と実施要領を発表する． 

◯     

 13. モノとなる絵画：外れる額縁，キュビスム，コラージュ，抽象絵画 ◯     

 14. 小テスト：12回目の授業で発表した課題について，小テストを実施する． ◯     

 15. 授業のまとめ，小テストの解説・コメントなど ◯     

授業以外での
学習にあたって

テキスト なし． 

参考書 授業中に配布するプリントで紹介する． 

授業資料 毎回プリントを配布する． 

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠格
条件・
割合）

                    

  ◎ ◎ ◎ ◎          40％ 

  ◎ ◎ ◎ ◎          30％ 
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成績評価

                    

                    

                    

  ◎ ◎ ◎ ◎          20％ 

                   10％ 

成績評価基準
に関わる補足
事項

ルーブリック 芸術学入門のルーブリック.pdf

学習相談 適宜応じる．（要予約） 

添付ファイル

その他 教室の収容人数を超えた場合，受講制限を行う可能性がある． 

更新日付  2016-03-14 16:05:37.045
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講義科目名 哲学・思想入門 

科目ナンバリングコード  KED-HSS1111J 

講義題目 知識の理論 

授業科目区分 文系ディシプリン科目 Subjects in Humanities and Social Science 

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 水曜日 ２時限

必修選択   

単位数  2.0 

担当教員 新島 龍美

学部カテゴリ 基幹教育科目 

対象学部等   

対象学年   

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室  1305 

その他
（自由記述欄）

授業概要

（共通部分）この授業は、世界各地域・時代の哲学・思想について、九州大学の教員がそれぞれの西洋哲学・倫理
学・インド哲学史・中国哲学史・宗教学等の専門を踏まえて行なう講義である。哲学・思想研究は、世界や人生の原
理を探求し、世界にありとあらゆる物事(モノ・コト)をその原理から体系的に理解しようとする学問である。一見難解
でとっつきにくいが、第一線の研究者である担当教員が高度な内容を平易に講義する。この授業を通して、世界や
人生についてより深く思索するヒントを数多く得られるであろう。 

（本授業の進め方）「知る」とは何か。この問いをめぐって、出来るだけ基礎的な考察を試みる。
取り扱われる可能性のある主題は、懐疑主義、信念、真理、正当化、合理性、ゲティア問題、条件説、基礎づけ主
義、斉合説、内在主義と外在主義、知識の諸形態（知覚、記憶、帰納）など。 

 This lecture considers the basic question of 'What is knowledge?'. Possible topics may include scepticism, belief,
 truth, justification, Gettier-problem, foundationalism, etc. 

キーワード 知識、知る・知っている、プラトン、ゲティア 

履修条件等

 1. 履修者は、上記の主題について、自分で思考する積極的な姿勢が求められる。
2.（公用掲示板の掲示にもあるように）この授業シラバスをプリント・アウトしたものを、第一回目の授業に出席の
際、必ず持参すること（履修の必須条件。印刷については、下記「その他」の項目を参照）。
3. 「九州大学e-ラーニングシステム Moodle」 へログインし、当該科目へ「自己登録」すること。詳細は、下記「その
他」の項目を参照。
4. 授業中にインターネットを利用することがあるので、各自持参したパソコンが教室内から無線ＬＡＮを通じてイン
ターネットに接続できる設定になっていることを確認しておくこと。
5. 遅刻・早退・私語は認めない。 

シラバス参照

PAGE TOP
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履修に必要な
知識・能力

配布資料に基づき、講義形式で進める。重要事項や注意事項等は、受講者が自らの判断で積極的に書き留めるこ
と。
第一回目にレポートを作成してもらうので、受講希望者は必ず出席のこと。  

到達目標

 No 観点 詳細

 1. 思考力 日常生活の中で当然のこと、当たり前のこととして前提されている事柄を、改めてその「何である
か」を問う知的活動である「哲学」的思考に触れる。 

 2. 表現力 自分の考えを出来るだけ明瞭に表現し、他人に正確に伝える力を身につける。 

 3.  C：汎用
的技能 

  

 4.  D：態度・
志向性 

  

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講
義

演習・その他 授業時間
外学習

 1.

ガイダンスとレポート作成；
＜レポート作成＞以下の五つの問いに答えなさい（実際に第一
回目の授業中に書くことになるので、予め考えておくこと）。
Ｑ１：あなたは何かを知っていますか。あなたが知っているもの・
ことを１０個挙げなさい（(1)～(10)の番号を振ること）。その際、出
来るだけ多くの種類のものを挙げると共に、出来るだけ正確な表
現を用いるよう心掛けなさい。
Ｑ２：あなた自身は知らない・知っていないが、あなた以外の人が
知っているもの・ことを１０個挙げなさい（(11)～(20)の番号を振る
こと）。（その際の注意事項は、Ｑ１と同様。）
Ｑ３：Ｑ１とＱ２で挙げられた事例を眺めて、それぞれについて、
それを貴方（もしくは貴方以外の人）が知っていると言える「理
由・根拠」を考えなさい。Ｑ１の事例から５つ、Ｑ２の事例から５つ
を選びなさい（上記(1)～(20)の番号を付記すること）。
Ｑ４：「これこれを知っている」ということを、その内実を変えること
なく、「知る・知っている」や「知識」という言葉を用いないで、表現
してみなさい。
Ｑ５：アリストテレス曰く、「全ての人間は、生まれながらにして、
知ることを欲する。」このアリストテレスの主張は正しいと思いま
すか。誤っていると思いますか。あなたの考えを、そう考える根
拠と併せて書きなさい。  

  レポート作成 

レポート
の課題に
ついて予
め考えて
おくこと。 

 2. 知識論への導入（１）；作成レポートの分析（１）  ◯ 

第二週以降の予定は、
あくまでも予定であり、履
修者数や進捗状況に
よって適宜変更されるこ
とがある。 

  

 3. 知識論への導入（２）；作成レポートの分析（２） ◯     

 4. 知識論の源流（１）；プラトン『メノン』篇 ◯     

 5. 知識論の源流（２）；プラトン『テアイテトス』篇（１） ◯     

 6. 知識論の源流（３）；プラトン『テアイテトス』篇（２） ◯     

 7. ゲティア問題の展開と再検討（１） ◯     

 8. ゲティア問題の展開と再検討（２） ◯     

 9. ゲティア問題の展開と再検討（３） ◯     

授業以外での
学習にあたって

テキスト 教科書は使用せず、随時資料を配付する。配付資料は毎回忘れずに持参すること。（配付資料は再配布しない。）
  

参考書

講義の中でも適宜指示するが、先ずは、次のものを挙げておく（いずれも図書館で見ることが出来る）。
戸田山 和久『知識の理論』、産業図書、2002年
黒田 亘『経験と言語』、東京大学出版会、1975年
黒田 亘『知識と行為』、東京大学出版会、1983年
R. M. チザム『知識の理論』、上枝美典訳、世界思想社、 2003年

配布資料等に記載の参考資料の殆どは、図書館で読むことが出来る。受講者は図書館を大いに利用して、自ら積
極的に学習を進めることが期待される。  

授業資料
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成績評価

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠
格条
件・
割
合）

  ◎ ◎              55 

                    

  ◎ ◎              30 

                    

                    

                    

                   15 

成績評価基準
に関わる補足
事項

 1. 成績評価は、出席点、第一回目の授業中に作成するレポート、及び、授業時間中に数回行われる論述試験に
よって行われる。
2. 論述試験では、講義中に提示された内容に関する基本的な理解と、それに基づいた応用的思考力を評価の対
象とする。
3. 病欠（要略式診断書）そのほか正当な理由のない場合、上記の方法以外の追試験（eg. レポート提出）等は行わ
ない。 

ルーブリック

学習相談 講義内容に関する質問は、講義時間中もしくは講義時間終了後に対応する。  

添付ファイル

その他

このシラバスの印刷を伊都キャンパス内で行いたい場合は、シラバスをWordファイルの形にしたものをUSB等に保
存した上で、そのファイルを学内設置のプリンタ付きパソコンまで持参して印刷することになります。プリンタ付きパ
ソコンの配置場所は、センター１号館１階東側のSALC（旧情報学習室）、センター２号館４階の嚶鳴天空広場(Q-
Commons)、伊都図書館２階などです（有料）。（これらのプリンタでは、ネットワーク等からインターネット上の画面を
直接印刷は出来ません。シラバスをWordファイルの形にしたものをUSB等に保存した上で、プリンタまで持参して下
さい。）

＜自己登録方法＞九州大学のHPから 「九州大学e-ラーニングシステム Moodle」にログインします。1. 「コースを検
索する」からコースを見つけ、クリックします。2. 登録オプションが表示されるので、授業名を確認し、「私を受講登
録する」をクリックします。

本科目は、EU研究ディプロマ・プログラム（EU-DPs）の入門科目です。本科目では、 歴史・思想・文化など、ＥＵに
関連する内容の講義を行います。同プログラムについて、詳しくはEUIJ-KyushuのWebページ（http://www.euij-
kyushu.com/jp/home/index.html）内の「教育プログラム」をご参照ください。 

なお、この「哲学・思想入門」は、本年度はこの授業を含め、複数の担当教員によって開講されます。講義題目と授
業内容（アプローチの方法）は各担当教員の専門分野に沿ってそれぞれ異なっています。どの担当教員の授業を
履修するかは、個々によく考えて選択してください。 

更新日付  2016-03-24 11:33:36.162
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講義科目名 哲学・思想入門 

科目ナンバリングコード  KED-HSS1111J 

講義題目 知識の理論 

授業科目区分 文系ディシプリン科目 Subjects in Humanities and Social Science 

開講年度  2016 

開講学期 後期 

曜日時限 後期 水曜日 １時限

必修選択   

単位数  2.0 

担当教員 新島 龍美

学部カテゴリ 基幹教育科目 

対象学部等   

対象学年   

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室  1303 

その他
（自由記述欄）

授業概要

（共通部分）この授業は、世界各地域・時代の哲学・思想について、九州大学の教員がそれぞれの西洋哲学・倫理
学・インド哲学史・中国哲学史・宗教学等の専門を踏まえて行なう講義である。哲学・思想研究は、世界や人生の原
理を探求し、世界にありとあらゆる物事(モノ・コト)をその原理から体系的に理解しようとする学問である。一見難解
でとっつきにくいが、第一線の研究者である担当教員が高度な内容を平易に講義する。この授業を通して、世界や
人生についてより深く思索するヒントを数多く得られるであろう。 

（本授業の進め方）「知る」とは何か。この問いをめぐって、出来るだけ基礎的な考察を試みる。
取り扱われる可能性のある主題は、懐疑主義、信念、真理、正当化、合理性、ゲティア問題、条件説、基礎づけ主
義、斉合説、内在主義と外在主義、知識の諸形態（知覚、記憶、帰納）など。 

 This lecture considers the basic question of 'What is knowledge?'. Possible topics may include scepticism, belief,
 truth, justification, Gettier-problem, foundationalism, etc. 

キーワード 知識、知る・知っている、プラトン、ゲティア 

履修条件等

 1. 履修者は、上記の主題について、自分で思考する積極的な姿勢が求められる。
2.（公用掲示板の掲示にもあるように）この授業シラバスをプリント・アウトしたものを、第一回目の授業に出席の
際、必ず持参すること（履修の必須条件。印刷については、下記「その他」の項目を参照）。
3. 「九州大学e-ラーニングシステム Moodle」 へログインし、当該科目へ「自己登録」すること。詳細は、下記「その
他」の項目を参照。
4. 授業中にインターネットを利用することがあるので、各自持参したパソコンが教室内から無線ＬＡＮを通じてイン
ターネットに接続できる設定になっていることを確認しておくこと。
5. 遅刻・早退・私語は認めない。 

シラバス参照
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履修に必要な
知識・能力

配布資料に基づき、講義形式で進める。重要事項や注意事項等は、受講者が自らの判断で積極的に書き留めるこ
と。
第一回目にレポートを作成してもらうので、受講希望者は必ず出席のこと。  

到達目標

 No 観点 詳細

 1. 思考力 日常生活の中で当然のこと、当たり前のこととして前提されている事柄を、改めてその「何である
か」を問う知的活動である「哲学」的思考に触れる。 

 2. 表現力 自分の考えを出来るだけ明瞭に表現し、他人に正確に伝える力を身につける。 

 3.  C：汎用
的技能 

  

 4.  D：態度・
志向性 

  

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講
義

演習・その他 授業時間
外学習

 1.

ガイダンスとレポート作成；
＜レポート作成＞以下の五つの問いに答えなさい（実際に第一
回目の授業中に書くことになるので、予め考えておくこと）。
Ｑ１：あなたは何かを知っていますか。あなたが知っているもの・
ことを１０個挙げなさい（(1)～(10)の番号を振ること）。その際、出
来るだけ多くの種類のものを挙げると共に、出来るだけ正確な表
現を用いるよう心掛けなさい。
Ｑ２：あなた自身は知らない・知っていないが、あなた以外の人が
知っているもの・ことを１０個挙げなさい（(11)～(20)の番号を振る
こと）。（その際の注意事項は、Ｑ１と同様。）
Ｑ３：Ｑ１とＱ２で挙げられた事例を眺めて、それぞれについて、
それを貴方（もしくは貴方以外の人）が知っていると言える「理
由・根拠」を考えなさい。Ｑ１の事例から５つ、Ｑ２の事例から５つ
を選びなさい（上記(1)～(20)の番号を付記すること）。
Ｑ４：「これこれを知っている」ということを、その内実を変えること
なく、「知る・知っている」や「知識」という言葉を用いないで、表現
してみなさい。
Ｑ５：アリストテレス曰く、「全ての人間は、生まれながらにして、
知ることを欲する。」このアリストテレスの主張は正しいと思いま
すか。誤っていると思いますか。あなたの考えを、そう考える根
拠と併せて書きなさい。  

  レポート作成 

レポート
の課題に
ついて予
め考えて
おくこと。 

 2. 知識論への導入（１）；作成レポートの分析（１）  ◯ 

第二週以降の予定は、
あくまでも予定であり、履
修者数や進捗状況に
よって適宜変更されるこ
とがある。 

  

 3. 知識論への導入（２）；作成レポートの分析（２） ◯     

 4. 知識論の源流（１）；プラトン『メノン』篇 ◯     

 5. 知識論の源流（２）；プラトン『テアイテトス』篇（１） ◯     

 6. 知識論の源流（３）；プラトン『テアイテトス』篇（２） ◯     

 7. ゲティア問題の展開と再検討（１） ◯     

 8. ゲティア問題の展開と再検討（２） ◯     

 9. ゲティア問題の展開と再検討（３） ◯     

授業以外での
学習にあたって

テキスト 教科書は使用せず、随時資料を配付する。配付資料は毎回忘れずに持参すること。（配付資料は再配布しない。）
  

参考書

講義の中でも適宜指示するが、先ずは、次のものを挙げておく（いずれも図書館で見ることが出来る）。
戸田山 和久『知識の理論』、産業図書、2002年
黒田 亘『経験と言語』、東京大学出版会、1975年
黒田 亘『知識と行為』、東京大学出版会、1983年
R. M. チザム『知識の理論』、上枝美典訳、世界思想社、 2003年

配布資料等に記載の参考資料の殆どは、図書館で読むことが出来る。受講者は図書館を大いに利用して、自ら積
極的に学習を進めることが期待される。  

授業資料
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成績評価

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠
格条
件・
割
合）

  ◎ ◎              55 

                    

  ◎ ◎              30 

                    

                    

                    

                   15 

成績評価基準
に関わる補足
事項

 1. 成績評価は、出席点、第一回目の授業中に作成するレポート、及び、授業時間中に数回行われる論述試験に
よって行われる。
2. 論述試験では、講義中に提示された内容に関する基本的な理解と、それに基づいた応用的思考力を評価の対
象とする。
3. 病欠（要略式診断書）そのほか正当な理由のない場合、上記の方法以外の追試験（eg. レポート提出）等は行わ
ない。 

ルーブリック

学習相談 講義内容に関する質問は、講義時間中もしくは講義時間終了後に対応する。  

添付ファイル

その他

このシラバスの印刷を伊都キャンパス内で行いたい場合は、シラバスをWordファイルの形にしたものをUSB等に保
存した上で、そのファイルを学内設置のプリンタ付きパソコンまで持参して印刷することになります。プリンタ付きパ
ソコンの配置場所は、センター１号館１階東側のSALC（旧情報学習室）、センター２号館４階の嚶鳴天空広場(Q-
Commons)、伊都図書館２階などです（有料）。（これらのプリンタでは、ネットワーク等からインターネット上の画面を
直接印刷は出来ません。シラバスをWordファイルの形にしたものをUSB等に保存した上で、プリンタまで持参して下
さい。）

＜自己登録方法＞九州大学のHPから 「九州大学e-ラーニングシステム Moodle」にログインします。1. 「コースを検
索する」からコースを見つけ、クリックします。2. 登録オプションが表示されるので、授業名を確認し、「私を受講登
録する」をクリックします。

本科目は、EU研究ディプロマ・プログラム（EU-DPs）の入門科目です。本科目では、 歴史・思想・文化など、ＥＵに
関連する内容の講義を行います。同プログラムについて、詳しくはEUIJ-KyushuのWebページ（http://www.euij-
kyushu.com/jp/home/index.html）内の「教育プログラム」をご参照ください。 

なお、この「哲学・思想入門」は、本年度はこの授業を含め、複数の担当教員によって開講されます。講義題目と授
業内容（アプローチの方法）は各担当教員の専門分野に沿ってそれぞれ異なっています。どの担当教員の授業を
履修するかは、個々によく考えて選択してください。 

更新日付  2016-03-24 13:04:20.717
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講義科目名 哲学・思想入門 

科目ナンバリングコード  KED-HSS1111J 

講義題目 人間・自然・神―デカルトとカントをめぐって 

授業科目区分 文系ディシプリン科目 Subjects in Humanities and Social Science 

開講年度  2016 

開講学期 後期 

曜日時限 後期 水曜日 ２時限

必修選択   

単位数  2.0 

担当教員 円谷 裕二

学部カテゴリ 基幹教育科目 

対象学部等   

対象学年   

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室  2403 

その他
（自由記述欄）

授業概要

西洋哲学の基本概念である人間・自然・神について、近代哲学及び現代哲学の視点から考察する。 

 I will give a lecture on the relation among three fundamental concepts of western philosophy,namely,human
 being,nature and God from the point of view of modern philosophy. 

キーワード 人間、自然、神、デカルト、カント、真理、善、美、芸術 

履修条件等 特になし 

履修に必要な
知識・能力 哲学的諸問題への関心 

到達目標

 No 観点 詳細

 1.  A：知識・理
解 

人間とは何か、知識とは何か、人間と自然との関係とは何か等々について先哲を参考にしな
がら理解すること。 

 2.  B：専門的技
能 

特になし。日常的な事柄への関心から哲学的問題へ進む必要性。 

シラバス参照

PAGE TOP
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 3.  C：汎用的技
能 

人間や社会や歴史や未来への関心。 

 4.  D：態度・志
向性 

哲学的関心を持つこと。 

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講義 演習・その他 授業時間外学習

 1. ガイダンス ◯     

 2. 近代哲学の基本的特質 ◯     

 3. 経験論と合理論 ◯     

 4. 哲学と方法 ◯     

 5. デカルトの懐疑的方法 ◯     

 6. 自我(コギト)の発見 ◯     

 7. 自我にまつわる諸問題 ◯     

 8. カントの理論哲学(1) ◯     

 9. カントの理論哲学(2) ◯     

 10. カントの理論哲学(3) ◯     

 11. 倫理学(1) ◯     

 12. 倫理学(2) ◯     

 13. 倫理学(3) ◯     

 14. カントの美学 ◯     

 15. カントの芸術論 ◯     

授業以外での
学習にあたって

世界や自己について哲学的に根本的に考えることと、専門分化した諸学問や諸科学の観点から世界や自己につ
いて考察することとの違いについて考えてみること。 

テキスト 円谷裕二著『デカルトとカント―人間・自然・神をめぐる争い』(北樹出版、2015年) 

参考書 円谷裕二著『知覚・言語・存在―メルロ=ポンティ哲学との対話』(九州大学出版会、2014)
円谷裕二著『経験と存在―カントの超越論的哲学の帰趨』(東京大学出版会、2002) 

授業資料 授業の時に指示する。 

成績評価

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠格
条件・
割合）

                    

                    

                   50％ 

                    

                    

                    

                   50％ 

成績評価基準
に関わる補足
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事項

ルーブリック

学習相談 毎回の授業の後で行う。 

添付ファイル

その他

更新日付  2016-03-15 16:09:02.259
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講義科目名 経済史入門 

科目ナンバリングコード  KED-HSS1521J 

講義題目

授業科目区分 文系ディシプリン科目 Subjects in Humanities and Social Science 

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 水曜日 ２時限

必修選択   

単位数  2.0 

担当教員 藤井 美男

学部カテゴリ 基幹教育科目 

対象学部等   

対象学年   

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室  2407 

その他
（自由記述欄）

授業概要

 21世紀となった現在の世界は、20世紀後半に見られた東西対立といった問題から、それを完全には解決しないま
ま、南北問題という新たな課題に直面するようになった。豊かな国や地域がある一方で、貧しいまま発展から取り
残されたような国や地域がある。しかもその「南北格差」は、今や一つの先進国の中にも持ち込まれるようになって
きている。そのことも無視することはできない。なぜこのようなことが起こったのだろうか。実は答えは簡単ではな
い。
経済史入門というこの授業では、西洋経済史を中心とした講義と、日本経済史を中心とした講義とを通じて、我々
が現在抱える様々な問題を、経済の歴史的歩みを辿ることによって考察する。経済学部の専攻科目【経済史】を担
当する各教員が、九州大学に入学してきた一年生諸君に、様々な個別経済現象との「歴史的対話」を通じて、我々
が今どのような人類史の地平に立っているのか、考える契機を提供することがこの授業の主目的である。 

キーワード 西洋経済史、世界経済史、グローバル・ヒストリー 

履修条件等 特になし。 

履修に必要な
知識・能力

高等学校までの「世界史」に関する基礎知識があると理解が容易となる講義である。また、社会・経済的事象の原
因と結果に関する関係を読みほどく能力や、自ら考えたことを、正確な文章にする能力が求められる。 

 No 観点 詳細

 1.  A：知識・理解 経済史の史実を理解し、歴史的現象の相互関連を必要な用語を用いて説明できる。 

シラバス参照
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到達目標
 2.  B：専門的技

能 
  

 3.  C：汎用的技
能 

人間の経済的歴史を史実に基づいて的確に説明でき、自己の見解を明瞭に述べることが
できる。 

 4.  D：態度・志向
性 

経済の史的現象を深く洞察することによって、現代的問題関心を深めることができる。 

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講義 演習・その他 授業時間外学習

 1.

導入部（第１回）
＊オリエンテーション
授業の進め方、資料入手の方法などの説明

＊キックオフレクチャー
「経済史」とは何か、の説明 

◯     

 2.
第Ⅰ部（第２回～第３回）
古代の世界経済
～経済的営みと成長の開始～ 

◯     

 3.
第Ⅰ部（第２回～第３回）
古代の世界経済
～経済的営みと成長の開始～ 

◯     

 4.
第Ⅱ部（第４回～第７回）
中世の世界経済
～ヨーロッパ最初の統一国家と経済成長～ 

◯     

 5.
第Ⅱ部（第４回～第７回）
中世の世界経済
～ヨーロッパ最初の統一国家と経済成長～ 

◯     

 6.
第Ⅱ部（第４回～第７回）
中世の世界経済
～ヨーロッパ最初の統一国家と経済成長～ 

◯     

 7.
第Ⅱ部（第４回～第７回）
中世の世界経済
～ヨーロッパ最初の統一国家と経済成長～ 

◯     

 8. 第８回 中間小テスト ◯     

 9. 第Ⅲ部（第９回～第１２回）
近世の世界経済～近代化の進展～ 

◯     

 10. 第Ⅲ部（第９回～第１２回）
近世の世界経済～近代化の進展～ 

◯     

 11. 第Ⅲ部（第９回～第１２回）
近世の世界経済～近代化の進展～ 

◯     

 12. 第Ⅲ部（第９回～第１２回）
近世の世界経済～近代化の進展～ 

◯     

 13. 第Ⅳ部（第１３回～第１５回）
近代の世界経済～グローバル化の開始～ 

◯     

 14. 第Ⅳ部（第１３回～第１５回）
近代の世界経済～グローバル化の開始～ 

◯     

 15. 第Ⅳ部（第１３回～第１５回）
近代の世界経済～グローバル化の開始～ 

◯     

授業以外での
学習にあたって 事前にパワーポイントによるスライド資料を配信するので、予習と復習を十分にすることができる。 

テキスト 特に定めない。パワーポイントを中心とした講義とする。 

参考書
（１）明石和康『ヨーロッパがわかる－起源から統合への道のり－』（岩波ジュニア新書）・・・平易な入門書。（２）奥
西孝至・鴋澤歩（他）『西洋経済史』（有斐閣アルマ）・・・西洋経済史の基礎的テキスト。（３）金井雄一・中西聡（他）
『世界経済の歴史－グローバル経済史入門－』（名古屋大学出版会）・・・上級向けテキスト 

授業資料
パワーポイント資料を事前に配信。下記のURLから各自ダウンロードすること。ただし、詳細は初回授業中に説明
する。特に初回はPCを持参すること。
http://www.econ.kyushu-u.ac.jp/~fujii/Office_F(main).htm 
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成績評価

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠
格条
件・
割
合）

  ◎   ◎ ◎           

  ◯   ◯ ◯           

成績評価基準
に関わる補足
事項

最終回を教場試験とする可能性があるので、留意しておくこと。詳細は７月半ば頃授業中に説明をする。 

ルーブリック 2016(H28)年度経済史入門ルーブリック（アップ済）.pdf

学習相談 随時受付。事前にメールで予約のこと。fujii@econ.kyushu-u.ac.jp 

添付ファイル

その他

授業中は事前の配信資料以外にノート筆記を義務付けるので、受講に当たってはノート筆記の準備を常にしておく
こと。なお、本講義は経済学部生にとっての「推奨科目」のため、受講希望者が教室の収容数を超える場合、他学
部生に対して受講制限を設ける場合がある。この科目は『学部EU研究ディプロマプログラム（学部EU－DPs）』科目
としても開講するものである。 

更新日付  2016-03-18 17:10:53.549
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講義科目名 ＥＵ論基礎―制度と経済― 

科目ナンバリングコード  KED-ASC2231J 

講義題目

授業科目区分 高年次基幹教育科目 KIKAN education subjects for students in the second year and
 above 

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 火曜日 １時限

必修選択   

単位数  2.0 

担当教員 岩田 健治

学部カテゴリ 基幹教育科目 

対象学部等   

対象学年   

開講地区 箱崎地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室 大講義室 

その他
（自由記述欄）

本講義は、経済学部の岩田健治と法学部の上田純子の2名が担当する学際的講義です
が、上記２学部以外の全ての学部生の受講を歓迎します。 

授業概要

 EU(欧州連合)は、1951年のECSC設立条約調印以降60余年の歴史の中で、域内市場や単一通貨を実現し、構成
国数も当初の6カ国から28カ国になるなど、いまや世界の中で際立った存在となっています。この講義では、EUの
基本的なことがらについて、経済学・法律学の視点から総合的に学びます。経済編では、EU経済統合の展開
やEU経済の現状などを、また、法制度編では、EU進展の歴史、組織と制度の概要、立法手続き、EU法の諸原則、
裁判所の役割と代表的な判例などを、それぞれ学びます。講義を通じて受講生は、EUに関する基礎的な知識を幅
広く習得することができるでしょう。 

 Since the establishment of the ECSC in 1951, the European Union (EU) has performed both a ‘deepening’ by
 establishing the Internal Market and the Single Currency and a “widening” by increasing Member States from the
 original 6 to 28. In doing so, it has been able to establish its influence in the world. This course covers basic
 topics of the EU from the viewpoint of economics, as well as law. The economic part of the course deals with
 theories and the history of the EU economic integration and the current situations of the EU economy etc. The
 legal part deals with the background and development of the EU, an outline of EU institutions, the EU's legislative
 procedures, general principles of EU law, the role of the Court of Justice, including a look at selected cases etc.
 Students are expected to receive a thorough exposure to a wide range of current EU-related topics at an
 introductory level. 

キーワード  EU(欧州連合)、ヨーロッパ、経済統合、単一市場法 

履修条件等 特にありません。 

シラバス参照
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履修に必要な
知識・能力

経済学・法律学の基礎知識があると理解が容易となりますが、なくてもヨーロッパや地域的統合に何らかの関心が
あれば十分に履修可能です。 

到達目標

 No 観点 詳細

 1.  EUに関する経済学的
知識 

ヨーロッパ経済統合の歴史やEU経済の現状など、EUに関する基礎的な知識を幅広
く修得します。 

 2.  EUに関する法律学的
知識 

 EUの制度の仕組みや一般法原則など、EUに関する基礎的な知識を幅広く習得しま
す。 

 3.  C：汎用的技能   

 4.  D：態度・志向性   

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講義 演習・その他 授業時間外学習

 1. 第1講 (岩田) ガイダンス-EUについて学ぶことの意義について ◯     

 2. 第2講 (上田) EUのしくみ-法制度を学ぶにあたって ◯     

 3. 第3講 (岩田) 経済統合とは何か？ ◯     

 4. 第4講 (岩田) 関税同盟 ◯     

 5. 第5講(岩田) 単一市場の形成 ◯     

 6. 第6講 (岩田) 通貨協力から通貨統合へ ◯     

 7. 第7講(岩田) 経済･通貨同盟(EMU)とユーロ ◯     

 8. 第8講 (岩田) ユーロ危機とEUの将来 ◯     

 9. 第9講 (上田) ヨーロッパ統合の史的展開 ◯     

 10. 第10講 (上田) EUにおける組織と制度の概要（１） ◯     

 11. 第11講 (上田) EUにおける組織と制度の概要（２） ◯     

 12. 第12講 (上田) EUにおける立法手続き ◯     

 13. 第13講(上田) EU法の一般原則 ◯     

 14. 第14講 (上田) EU裁判所の役割と代表的判例 ◯     

 15. 第15講 (岩田･上田) 教場試験       

授業以外での
学習にあたって  EUやヨーロッパに関するニュースや新聞記事を積極的に活用して下さい。 

テキスト 特定のテキストは利用しません。 

参考書

全体を通した参考図書：
庄司克宏『はじめてのEU法』有斐閣, 2015年。
羽場久美子編『EU（欧州連合）を知るための６３章』明石書店, 2013年。
森井裕一編著『ヨーロッパの政治経済･入門』 有斐閣, 2012年。
Herman Lelieveldt, Sebastiaan Princen, The Politics of The European Union, Cambridge University Press, 2011.
この他の参考図書については、講義の進行に沿って提示します。 

授業資料

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠格
条件・
割合）

  ◎ ◎              80％ 

  ◯                20％ 
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成績評価

                    

                    

                    

                    

その他
（自由
記述
１） 

                  

その他
（自由
記述
２） 

                  

その他
（自由
記述
３） 

                  

成績評価基準
に関わる補足
事項

ルーブリック ☆EU論基礎.pdf

学習相談
授業内容その他に関してわからないことなどがあれば、遠慮なく担当教員にコンタクトをとって質問して下さい。
経済分野：岩田 健治 iwata@econ.kyushu-u.ac.jp
政治分野：上田 純子 uejun@law.kyushu-u.ac.jp 

添付ファイル

その他
この科目はEU研究ディプロマプログラム（EU-DPs）開講科目です。
http://www.euij-kyushu.com/jp/home/index.html
EU-DPs科目の中でもEUそのものを扱う入門科目ですので同プログラム登録者は是非受講して下さい。 

更新日付  2016-03-31 16:00:12.269

入門-35

mailto:iwata@econ.kyushu-u.ac.jp
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授業情報表示

講義コード (Course Code) 授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード
 (Numbering Code)

外国書講読①②③④⑤（独語経済）
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

選択必修科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required /
 Elective)

2015 後期 火3

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended
 School)

2.0 山本 健兒 経済学部

対象学年 (Intended Year) 開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught
 Language)

学部2年 学部3年 学部4年  303

授業概要 (Course Overview)
 経済のグローバリゼーションに関するドイツ語テキスト（大学生ないしこれ以上の学力をも持つ一般の人レベルの専門
書）を丁寧に読む。音読能力が不足している場合には、その能力を鍛えることも含む。テキストは次の文献の中から、
適宜、章を選んでコピーして配布する。Hahn, B. (2009) Welthandel. Geschichte - Konzepte - Perspektiven.
 Heidelberg: Spektrum Akademischer Verlag. 

キーワード (Keywords)
Welt, Europa, Handel, Wirtschaft, Geographie

履修条件等 (Pre-requisites)
大学1年生で学ぶドイツ語を優れた成績で履修した実績があること。仮にこれを下回る成績だった場合には、挽回する
強い意欲と毎日少なくとも1時間自主的にドイツ語を学ぶ意欲を持ち、実践すること。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
辞書を用いてもよいので、比較的長文のドイツ語を読む基礎力を持っていること。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

知識・理解 独和辞典に頼らずに長文のドイツ語文章を読む力を身につけること。

専門的技能 世界やヨーロッパを、経済と貿易の観点から理解する力を身につけること。

汎用的技能 ドイツ語を読んで、その内容を日本語で表現する力を身につけること。

態度・志向性 ドイツ語を喜んで音読する態度をもち、実践すること。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 学生のドイツ語能力に応じて進度は変わりうるが、1回の授
業でA4版2段組のテキストを4ページ程度まで読み進めるこ
とを目標とする。また、音読も行う。

- 演習形式で行
う。

予習は少しずつ
でもよいので毎
日ドイツ語テキ
ストを読み、自
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分なりに内容を
理解しようと努
力すること。理
解できない亜場
合には、どこが
理解できないか
をはっきりさせ
ておくこと。

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )
毎日少なくとも1時間は、ドイツ語テキストの読解のために時間を割くこと。

テキスト(Textbooks)
Hahn, B. (2009) Welthandel. Geschichte - Konzepte - Perspektiven. Heidelberg: Spektrum Akademischer
 Verlag.

参考書 (Reference Books)
特にないが、独和辞典は必携である。

授業資料(Course Handouts)
テキストは、教員が随時プリントして配布する。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point)
 列 (column)：成

績評価方法
 (Evaluation

 Method)

知識・理解 専門的技能 汎用的技能 態度・志向性

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎ ◎  - ◎

小テスト (Class
 tests)

 -  -  -  -

レポート (Report) ◎ ◎  - ◎
発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

◎ ◎ ○ ◎

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

◎ ◎ ○ ◎

授業態度（出席）
 (Attendance)

◎ ◎  - ◎

　  -  -  -  -
成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

上の5つの観点を総合して最終的な評価を行う。

ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )

その他 (Others)
M1-2



最終更新日時
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講義科目名 外国書講読（仏語経済）① 

科目ナンバリングコード   

講義題目 フランスのマネジメント・コントロールと管理会計を学ぶ 

授業科目区分   

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 金曜日 ２時限

必修選択   

単位数  2 

担当教員 大下 丈平

学部カテゴリ 経済学部 

対象学部等   

対象学年  2,3,4 

開講地区 箱崎地区

使用言語   

使用言語
（自由記述欄） 日本語 

教室   

その他
（自由記述欄） 学習意欲のある学生の参加を期待しています。 

授業概要

フランスのモケ教授の研究を通して、最新のフランスのマネジメント・コントロール論と管理会計論を学びます。受講
生は、本書の講読によって、フランスのマネジメント・コントロール論のみならず、ビジネス・フランス語の基礎を学ぶ
ことができるでしょう。また、受講生のレベルに応じて適切な文法書を購入してもらい、それを解説しながら、併せて
講義を進めることも考えられます。 

 In this class, we will learn the theory of management control and management accounting through current works
 of Professor A.C. Moquet. Students, in reading of the book, will be able to learn the basics of French business
 language, as well as that of French control theory. In addition to that, we can purchase the proper grammar book
 depending on the level of the students, and in explaining it, we can continue our class. 

キーワード マネジメント・コントロール、管理会計、フランス、社会責任戦略コントロール、ダノン 

履修条件等 基礎的な初級フランス語文法を習得していることが望ましい 

履修に必要な
知識・能力 語学力、経済・経営・会計の入門的な知識、言語習得に対する忍耐力 

 No 観点 詳細

シラバス参照

PAGE TOP
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到達目標

 1.  A：知識・理解 基本的なフランス語文法 

 2.  B：専門的技能 最低限、経営・会計の基礎が必要 

 3.  C：汎用的技能   

 4.  D：態度・志向性 ともかく出席すること、そして徹底した予習をおこなうこと 

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講
義

演習・その
他

授業時間外学
習

 1. オリエンテーション       

 2. 以下、指定したテキストを、指定された担当者が報告する形で、輪読して
いきます。 

      

 3. 同上       

 4. 同上       

 5. 同上       

 6. 同上       

 7. 同上       

 8. 同上       

 9. 同上       

 10. 同上       

 11. 同上       

 12. 同上       

 13. 同上       

 14. 同上       

 15. まとめ 総復習       

授業以外での
学習にあたって 担当部分の徹底した予習が求められます。 

テキスト

以下のテキストの関連個所のコピーを事前に配布しますので、受講を希望する人は大下の研究室まで取りに来て
ください。研究室は、経済の建物の５階にあります。部屋番号は５１１号です。よろしくお願いいたします。

Anne-Chatherine Moquet, Le Control societal, Vivert, 2010. 

参考書

参考図書については、担当者が関わっている以下のものを掲げておきます。
①大下丈平著『フランス管理会計論―工業会計・分析会計・管理会計―』同文舘，1996年。
②アンリ・ブッカン著『ブッカン フランス管理会計』（大下丈平・丸田起大訳）同文舘，2000年。
③大下丈平著『現代フランス管理会計：会計、コントロール、ガバナンス』中央経済社、２００９年など。 

授業資料 講読に必要な補助的な資料は、随時コピーして配布します。 

成績評価

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠
格条
件・
割
合）

                    

                    

  ◎ ◎ ◯ ◎           
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  ◎ ◎ ◎ ◎           

                    

        ◎           

成績評価基準
に関わる補足
事項

成績評価にあたって、出席を重視します。 

ルーブリック

学習相談 随時、行います。事前にメールでアポイントを取ってください。 

添付ファイル

その他

更新日付  2016-03-28 11:49:16.982
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授業情報表示

講義コード (Course Code) 授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード
 (Numbering Code)

外国書講読①②③④⑤（仏語経済）
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

フランス語で読む近代経済史 選択必修科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required /
 Elective)

2015 後期 月3 未設定

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended
 School)

2.0 藤井 美男 経済学部

対象学年 (Intended Year) 開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught
 Language)

学部2年 学部3年 学部4年 未設定 経済棟研究室619号室 未設定

授業概要 (Course Overview)
Le Grand Coomerce maritime au XVIIIe siecle 中の 論文を講読することを通じて、大航海時代の東インド貿易につ
いて知識を深めていく

キーワード (Keywords)
フランス語・西洋経済史・商業革命・大航海時代・近代世界システム

履修条件等 (Pre-requisites)
フランス語読解の基礎力があること。受講に積極的な姿勢を持つこと。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
フランス語の基本的文法を理解し、社会科学的な思考力によってフランス語の文章を解釈することができること

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

知識・理解 以下の諸点について、ヨーロッパの大航海時代を史実と共に説明できる。・大西洋システム・
商業革命・東インド貿易

専門的技能 ヨーロッパ近世史に関する基本的知識や用語を、フランス語で理解することができる。

態度・志向性 ヨーロッパ近世の経済あるいは貿易について、深い洞察を行い、現代的問題関心を深めること
ができる。また、授業への積極的な関与によって、フランス語での理解や表現を練磨すること
が可能となる。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 第１回 授業とテキストに関する説明。 
第２回 受講生による輪読開始。以降同様。 
途中小テストを行うことがある。 

- 予習が不可欠で
ある

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )
少人数での授業のため受講生は毎回輪読担当となる。フランス語での輪読に備え、予習ならびに復習を欠かすことはで
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きない。

テキスト(Textbooks)
Philippe Haudrere, Le Grand Coomerce maritime au XVIIIe siecle.

参考書 (Reference Books)
適宜授業中に示す。

授業資料(Course Handouts)

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point) 列
 (column)：成績評価
方法 (Evaluation

 Method)

知識・理解 専門的技能 態度・志向性

備考( 欠格条件、割合等
 ) (Grading

 Percentage,
 Disqualification etc.

 )
学期末試験 (Final

 Exam)
◎ ◎ ◎

小テスト (Class
 tests)

○ ○ ○

レポート (Report)  -  -  -
発表（プレゼン、ス

ピーチ等）
 (Presentation)

○ ○ ○

授業への貢献度 (In-
class contribution)

○ ○ ○

授業態度（出席）
 (Attendance)

◎ ◎ ◎

　  -  -  -
成績評価基準に関わる
補足事項 (Additional

 Information
 regarding

 Evaluation Method)
ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
オフィスアワー・学習相談は随時。メールにて予約をすること。fujii@econ.kyushu-u.ac.jp

その他 (Others)
本講義は『学部EU研究ディプロマプログラム（学部EU－DPs）』科目（経済モジュール）としても開講する。

最終更新日時
2015-03-07 16:21:46
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トップ > 在学⽣ > 教務 > 時間割・シラバス

時間割・シラバス

 

授業科⽬名 経済・経営学基本演習

講義題⽬ ヨーロッパから学ぶ経済統合

授業科⽬区分 選択必修科⽬ (経済・経営学科)

授業⽅法及び

開講学期等

通常講義・後

期
担当教員名 岩⽥健治

授業対象学⽣

及び学年等
2年

単位数 2単位

履修条件 経済統合もしくはヨーロッパに興味があること。

キーワード 地域的経済統合、ヨーロッパ経済、世界⾦融危機、ユーロ危機

全体の教育⽬

標
経済統合の現実と理論の把握、現代ヨーロッパ経済の理解

個別の学習⽬

標

関税同盟、単⼀市場、通貨協⼒・通貨統合、国際通貨、世界⾦融経済危機、ユーロ危

機などの諸概念の理解

授業の概要

 かつては夢物語と考えられていた通貨統合を実現したもののユーロ危機に直⾯し苦

悩を続けるEU経済を素材にしながら、経済統合と現代経済について考える。ヨーロッ

パはなぜ通貨統合という⾼度な統合を実現できたのか？ユーロ危機はなぜ⽣じたの

か？ヨーロッパの経験はアジアにどの程度適⽤できるのか？…こうした諸課題につい

て、テキストを読み進めるなかで、ともに考えていきたい。

 この基本演習を通じて参加者は、地域的経済統合とは何かについて具体的に理解で

きるようになろう。また先進諸国最⼤の経済規模を誇るＥＵ経済を素材としつつ現代

経済の現状と問題点について、具体的で広範な知識を得ることができるだろう。同時

に、ゼミでのプレゼンテーションや議論の⽅法などについても学ぶことができる。

授業計画

第1回 ガイダンス-世界の地域的経済統合

第2回 EU統合の独⾃性

第3回 関税同盟と単⼀市場

第4回 EUの共通政策と財政

第5回 通貨協⼒からユーロへ

第6回 危機の中のユーロとEU経済

第7回 EU経済と産業

第8回 ユーロ危機とEU⾦融システムの変貌

第9回 EU経済と構造的不均衡

第10回 フランスとEU経済

第11回 ドイツとEU経済

第12回 イギリスとEU経済

第13回 EUの対外通商関係

第14回 ユーロと国際通貨レジーム

第15回 全体のまとめ

授業の進め⽅
各章ごとに報告者、司会者、質問者を決め、報告者はレポートを作成のうえ報告す

る。その上で、質問者を中⼼に皆で議論する。

教科書及び参 ⽥中素⾹･⻑部重康･久保広正･岩⽥健治著(2014)『現代ヨーロッパ経済 第4版』有斐閣
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 外国法律書講読（ラテン語）
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  外国法律書講読（ラテン語）  標準年次  3・4

 講義題目  ラテン語文献講読 開講学期  前 期

 担当教員 直江 眞一  単位数  2単位

 教 室 ３研  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2921M

 Course Title  Legal Latin

 Course Overview  Reading and Interpreting "Ad Regem Cypri de Regimine Principum" by
 Thomas Aquinas

 履修条件  ラテン語文法の基礎を修得していることを条件とする。
授業と並行して文法を自習するのでもよい。

 授業の目的 A.知識・理解
中世最大の哲学者といわれるトマス・アクィナスの書いた『君主鏡』
である『君侯の統治についてキプロス王に宛てた論考』（Ad Regem
 Cypri de Regimine Principum）を精読し、その内容を理解する。本書は
相当程度アリストテレスの『政治学』に依拠しており、１２３６年頃
トマスによって最初の部分が書かれた後、ルッカのプトレマエウス
（１２６７－１３２６年）によって書き継がれたことが明らかにされ
ている。

B.専門的技能
ラテン語の読解力を高め、トマスの国制論の特質を理解する。

C.汎用的技能 
平易なラテン語で書かれた文献を独力で読むことのできる程度のラテ
ン語読解力を身に着ける。

D.態度・志向性
予習・復習に十分な時間をかけ、授業の場においては、自分の理解・
解釈について積極的に発言する。

 授業の概要・計画  テキストには、A・P・ダントレーヴ編のオクスフォード版（１９４８
年）を用いる。本年度は第１巻第８章以下を読む。
テキストは配布する。

 授業の進め方  あらかじめ各回の担当者を決めておき、その報告に基づいて質疑応答
をおこない、そのことを通して理解を深める。必要に応じて、担当教
員が文法の解説をおこなう。
参加者全員が予習の上授業に臨んでいることを前提に授業を進めるこ
とは言うまでもない。

教科書・参考書等  ラテン語原文および英訳は配布する。邦訳としては、柴田平三郎訳
『君主の統治について：謹んでキプロス王に捧げる』（慶大出版会お
よび岩波文庫版）があるので、必要と思われる者は各自入手された
い。『羅和辞典』（研究社）およびラテン語文法書（『詳解ラテン文
法』等）は必携。

成績評価の方法・基準 「授業の目的」の観点A～Dについて、平素の成績により判断する。試
験・レポート提出はおこなわない。

その他（質問・相談方法等）  あらかじめメールでアポイントメントを得た上で、質問・相談に応じ
る。なお、この授業は大学院の「基礎法学外国書講読第一」と同時開
講である。
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 外国法律書講読（ラテン語）
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  外国法律書講読（ラテン語）  標準年次  2・3・4

 講義題目  ラテン語文献講読 開講学期  後 期

 担当教員 直江 眞一  単位数  2単位

 教 室 ３研  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2921M

 Course Title  Legal Latin

 Course Overview  Reading and Interpreting "Ad Regem Cypri de Regimine Principum" by
 Thomas Aquinas

 履修条件  ラテン語文法の基礎を修得していることを条件とする。
授業と並行して文法を自習するのでもよい。

 授業の目的 A.知識・理解：中世最大の哲学者といわれるトマス・アクィナスの書
いた『君主鏡』である『君侯の統治についてキプロス王に宛てた論
考』（Ad Regem Cypri de Regimine Principum）を精読し、その内容を理
解する。本書は相当程度アリストテレスの『政治学』に依拠してお
り、１２３６年頃トマスによって最初の部分が書かれた後、ルッカの
プトレマエウス（１２６７－１３２６年）によって書き継がれたこと
が明らかにされている。
B.専門的技能：ラテン語の読解力を高め、トマスの国制論の特質を理解
する。
C.汎用的技能：平易なラテン語で書かれた文献を独力で読むことのでき
る程度のラテン語読解力を身に着ける。
D.態度・志向性：予習・復習に十分な時間をかけ、授業の場において
は、自分の理解・解釈について積極的に発言する。

 授業の概要・計画  テキストには、A・P・ダントレーヴ編のオクスフォード版（１９４８
年）を用いる。本年度は第１巻第８章以下を読む。
テキストは配布する。

 授業の進め方  あらかじめ各回の担当者を決めておき、その報告に基づいて質疑応答
をおこない、そのことを通して理解を深める。必要に応じて、担当教
員が文法の解説をおこなう。
参加者全員が予習の上授業に臨んでいることを前提に授業を進めるこ
とは言うまでもない。

教科書・参考書等  ラテン語原文および英訳は配布する。邦訳としては、柴田平三郎訳
『君主の統治について：謹んでキプロス王に捧げる』（慶大出版会お
よび岩波文庫版）があるので、必要と思われる者は各自入手された
い。『羅和辞典』（研究社）およびラテン語文法書（『詳解ラテン文
法』等）は必携。

成績評価の方法・基準 「授業の目的」の観点A～Dについて、平素の成績により判断する。試
験・レポート提出はおこなわない。

その他（質問・相談方法等）  あらかじめメールでアポイントメントを得た上で、質問・相談に応じ
る。なお、この授業は大学院の「基礎法学外国書講読第一」と同時開
講である。

過去の授業評価アンケート
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 外国法律書講読（英語）
最終更新日：2016年3月27日

 授業科目名  外国法律書講読（英語）  標準年次  2・3・4

 講義題目  文化政策関連英語文献講読 開講学期  後 期

 担当教員 小島 立  単位数  2単位

 教 室 204  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2921M

 Course Title  English Reading Seminar on Cultural Policy

 Course Overview  In this class, we will read English articles on cultural policy.

 履修条件  特になし。「ものづくり」、「まちづくり」、文化芸術、クリエイ
ティブ産業などに関心がある学生諸君の参加を歓迎する。なお、本授
業は、大学院法学府修士課程の「国際関係法学外国書講読第二」との
共同開講である。

 授業の目的 本授業では、文化政策に関係する英語文献を講読する。本授業の到達
目標は、文化政策に対する理解を深めるとともに、社会科学分野の英
語文献を精確に読み解くことができる英語能力を涵養することであ
る。

 授業の概要・計画 「文化政策」とは、文化や芸術に関する政策のあり方を論じる学問領
域である。文化政策には、法学、政治学、経済学、社会学、歴史学、
考古学、文化人類学、美学芸術学、建築学、デザインなどの様々な領
域が関係しており、学際的かつ複合的な色彩を強く帯びている。

論じられるテーマも多様であり、一例としては、「クリエイティブ産
業」、「創造都市」、公立文化施設における指定管理者制度、文化芸
術施設や文化芸術関係者への補助金のあり方、アートNPO、企業メセ
ナ、著作権政策などが挙げられる。文化政策は、理論的にはいまだ発
展途上の段階にあるといえるものの、逆にその事実は、この領域が理
論面と実践面の双方において大変に興味深い「宝の山」であることを
示している。

近時、いわゆる「地方創生」に関係する諸問題の中で、農山漁村の活
性化について議論される機会が増えている。この問題について文化政
策の観点からアプローチするためには、農業を取り巻く基本構造につ
いて、より深くかつ正確に知ることが不可欠である。

そこで、今年度の本授業では、農業分野に関する英語文献を取り上げ
ることとした。現段階で講読を予定しているのは、国際連合食糧農業
機関（FAO）から公表された下記のレポートである。

The State of Agricultural Commodity Markets 2015-16 (SOCO): Trade and
 food security: achieving a better balance between national priorities and the
 collective good (2015)

本授業の開始前に、農業に関連する問題について書かれた、より適切
と思われる英語文献が見つかった場合には、講読する対象をそちらに
差し替えることもありうる。

 授業の進め方  授業で講読を行うに当たっては、特に担当者を決めることはしない。
また、文章の全訳を求めることはないものの、文章のまとまり（意味
の固まり）を自分で把握し、その要約を行なってほしい。前述したと
おり、講読文献について、毎回10ページ前後を読み進める予定であ
る。授業には、英和辞書（電子辞書も可）を必ず携帯されたい。

予習を行う際には、何が文章の主題として取り上げられているのか、
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何と何が対比（比較）して書かれているのか、従前の問題状況はどう
いった内容で、筆者はそれに対してどのような分析を加え、従来の考
え方とどのように違った意見を持っているのか、といった点につい
て、意識的に注意を払っていただきたい。

担当教員のこれまでの教育経験に照らすと、学生諸君は、個々の単語
および熟語の意味を辞書で調べることに意を用いすぎ、一定の長さの
文章が固まりとして何を言っているのか、ということを把握するのが
苦手であるように見受けられる。そのような「木を見て森を見ない」
状況に陥らないように気をつけながら、予習を行なってほしい。

また、重要な法的概念や社会科学上の概念について、担当教員が受講
者に質問を行なうこともある。法的概念や社会科学上の概念の中に
は、日本が「近代化」した後に、西洋から「翻訳」の形で取り入れら
れたものも少なくない。翻訳という営みについて意識的かつ自覚的に
考えることは、私たちが外国の社会や文化をいかに把握するのかとい
う試みを行う際の感覚を鋭敏にしてくれるだろうし、私たちに日本社
会や日本文化を相対化する契機を与えてくれるだろう。さらには、私
たちが外国語を学ぶ際の「心構え」にも大きな示唆を与えてくれるは
ずである。

教科書・参考書等 本授業で取り上げる文献については、ウェブサイトから検索および出
力した上で授業に持参すること。授業には、英和辞書（電子辞書も
可）を必ず携帯されたい。

文化政策についての基本的知識を得たい場合には、後藤和子編『文化
政策学――法・経済・マネジメント』（有斐閣、2001年）、小林真理
＝片山泰輔監修『アーツ・マネジメント概論〔3訂版〕』（水曜
社、2009年）、池上惇＝植木浩＝福原義春編『文化経済学』（有斐
閣、1998年）などを参照されたい。

日本の農業の現状について知るには、正源寺眞一『日本農業の真実』
（ちくま新書、2011年）、同『農業がわかると、社会のしくみが見え
てくる――高校生からの食と農の経済学入門』（家の光協
会、2010年）などが参考になる。

また、現在の日本の「農村」やそれに深く関わる「地域創生」などの
諸問題については、小田切徳美『農山村再生――「限界集落」問題を
超えて』（岩波ブックレット、2009年）、山下祐介『限界集落の真
実――過疎の村は消えるか？』（ちくま新書、2012年）、佐々木雅幸
＝川井田祥子＝萩原雅也編著『創造農村――過疎をクリエイティブに
生きる戦略』（学芸出版社、2014年）などを参照。

農業と社会の関わり方について深めるにあたっては、藤原辰史『ナチ
ス・ドイツの有機農業―「自然との共生」が生んだ「民族の絶滅」
〔新装版〕』（柏書房、2012年）、同『稲の大東亜共栄圏――帝国日
本の「緑の革命」』（吉川弘文館、2012年）なども興味深い。

担当教員の文化政策についての考え方の一端を示したものとしては、
小島立「現代アートと法――知的財産法及び文化政策の観点から」知
的財産法政策学研究36号（2011年）1頁がある（この論文については、
インターネット上で検索すれば見つけることができる）。

翻訳の意義については、柳父章『翻訳語成立事情』（岩波新書
（黄189）、1982年）、丸山眞男＝加藤周一『翻訳と日本の近代』（岩
波新書（赤580）、1998年）などを参照のこと。私たちが外国語を学ぶ
際の「心構え」については、斎藤兆史『英語達人列伝――あっぱれ、
日本人の英語』（中公新書、2000年）、斎藤兆史『英語達人塾――極
めるための独習法指南』（中公新書、2003年）などを参照されたい。

成績評価の方法・基準 授業への出席、および、平素の態度により評価を行う。受講者から自
発的な発言がない場合には、こちらから適宜指名し、発言を求める
（その際に、発言者の氏名を尋ねる）。

授業中の発言回数や発言内容などが成績評価に反映されることになる
ため、授業中に積極的な発言がない受講者には、自ずと低い成績評価
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しか与えられない。
その他（質問・相談方法等） 質問や相談等がある場合には、担当教員にメールで連絡を取り、面談

の日時を予約されたい（担当教員のメールアドレスは、kojima［アット
マーク］law.kyushu-u.ac.jp）。授業終了後にも質問や相談等を受け付け
る。本授業について不明な点があれば、担当教員まで尋ねられたい。

過去の授業評価アンケート
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 外国法律書講読（フランス語）
最終更新日：2016年3月18日

 授業科目名  外国法律書講読（フランス語）  標準年次  3・4

 講義題目  フランス法律書辞典講読 開講学期  前 期

 担当教員 南野 森  単位数  2単位

 教 室 ２研  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2921M

 Course Title  Introduction to Legal French

 Course Overview

 履修条件  フランス語文法の基礎を学習済みである者。

 授業の目的  辞書を使いながら、フランス語で書かれた専門的な法学論文を読める
ようになるための方法論を身に付けること。

 授業の概要・計画  毎回参加者が文献を逐語訳する。それに対し、担当教員が適宜文法的
解説を加える。

 授業の進め方  アトランダムに参加者を指名し、１～２文ずつ逐語訳してもらう。

教科書・参考書等  参加者から特に強い希望がなければ、

O. CAYLA et J.-L. HALPERIN (sous la dir. de), Dictionnaire des grandes
 oeuvres juridiques, Paris, 2008 

のなかから、一人の法学者・思想家を選択する予定。同書の詳細な目
次は、
http://spminamino.web.fc2.com/JP/dicogoj.htm
を参照。講読部分はコピーを配付する。

なお、2015年度前期にモーリス・オーリウ、後期にカレ・ド・マル
ベールを読み終えているので、今年度はそれ以外から選択する。

成績評価の方法・基準  予習の成果、および毎回の授業態度を総合的に評価する。

その他（質問・相談方法等）  曜日・時限についても、受講者の希望があれば変更する可能性があ
る。
参加を希望する者は、早めに南野および井上までメールで連絡をして
ほしい（初回の文件等の準備のため）。
 minamino【アットマーク】law.kyushu-u.ac.jp

過去の授業評価アンケート
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 外国政治書講読（英語）
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  外国政治書講読（英語）  標準年次  3・4

 講義題目  政治理論・政治哲学の原典を読む 開講学期  前 期

 担当教員 関口 正司  単位数  2単位

 教 室 104  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2931M

 Course Title  Reading English Classics of Political Theory

 Course Overview  Reading English Classics of Political Theory (John Stuart Mill, Considerations
 on Representative Government) and working out its implications for the
 political philosophy of our time.

 履修条件  授業目的を達成するためには、やむを得ない場合を除き、毎回の予習
と出席が必須です。精読型の授業ですので、多読・速読の訓練を希望
する人は、別の授業を選んで下さい。

★２年生でも、各自の時間割上の都合さえよければ、基盤科目として
受講・単位取得ができます。大学受験からしばらくたった今の時点で
英語から縁遠くなってしま うと、社会に出てから、英語を情報源・コ
ミュニケーションツールとして実用的に使えないままになりがちで
す。この機会をぜひ活用して下さい。

 授業の目的 【知識・技能】
・英語で書かれた哲学や思想の文章について、精密な読解ができるよ
うになる。（重要な付随効果として、日本語の読解力も向上する。）
・政治理論・政治哲学の古典を英語で読むことにより、英語における
政治学の基礎的な語彙や表現が習得される。
【態度】
・重要な情報源の一つとして、英語文献に抵抗なく取り組めるように
なる
【達成水準】
・大学院修士課程の入試問題レベルに対応できる力の獲得。

 授業の概要・計画 授業の目的や内容の特性のため、授業内容の段階的な展開はありませ
ん。単語、フレーズ、パラグラフ、節・章の構成に配慮しながら、古
典テクストをひたすら読み続けます。ただし、原文になれてくるにつ
れて読みが深まるよう指導のレベルを徐々に上げていきます。

 授業の進め方  ●授業の目的をふまえ、速読ではなく、熟読で進めます。構文は複雑に
見えますが、文法の知識を駆使しつつ、政治学的な内容の論理的つな
がりを把握できれ ば、必ず読み解けます。この点の強化が、本授業の
実際上のメリットです。また、政治学の基本的語彙の英語版が頻出し
ますので、必要に応じて徹底解説しま す。他の政治学関係の英文（お
よび和文）を読む基礎ともなります。
●順番に訳出を割りあえてる他に、予習の徹底を図るため、受講者全員
が、毎回、予習範囲の内容要約と、分からなかった単語のリスト（合
わせてＡ４で１枚）提出を★必須★としています。

教科書・参考書等 Ｊ・Ｓ・ミル『代議政治論』（John Stuart Mill, Considerations On
 Representative Government）を読み進めます。公刊から150年余りを経
たこの書物は、現代デモクラシーのあり方を考える上で、依然として
非常に価値のある古典 です。テクストは、ウェブ上に公開されている
ＰＤＦファイルを利用します。授業開始時にＵＲＬを案内します。

成績評価の方法・基準 学期末の試験で、テクストの一部を邦訳してもらい、その完成度を手
掛かりに、英語面での読解力、政治学の概念や語彙の理解など、授業
目的とした知識・理解の面を評価します。
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通常時の予習状況も評価に加味します。

試験はとくに難問を出していませんが、ふだんの予習は必須です。ま
た、過去の経験から言えば、欠席が４回程度を超えると単位取得が難
しくなるようです。

その他（質問・相談方法等） 授業内容に関する質問は、原則として授業内にお願いします。その他
の質問・相談は、授業終了時およびそれ以外随時受け付けます。した
がって、オフィスアワーは設定しません。

過去の授業評価アンケート
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 外国政治書講読（英語）
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  外国政治書講読（英語）  標準年次  2・3・4

 講義題目  政治理論・政治哲学の原典を読む 開講学期  後 期

 担当教員 関口 正司  単位数  2単位

 教 室 104  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2931M

 Course Title  Reading English Classics of Political Theory

 Course Overview  Reading English Classics of Political Theory (John Stuart Mill, Considerations
 on Representative Government) and working out its implications for the
 political philosophy of our time.

 履修条件  授業目的を達成するためには、やむを得ない場合を除き、毎回の予習
と出席が必須です。精読型の授業ですので、多読・速読の訓練を希望
する人は、別の授業を選んで下さい。

★大学受験からしばらくたった今の時点で英語から縁遠くなってしま
 うと、社会に出てから、英語を情報源・コミュニケーションツールと
して実用的に使えないままになりがちです。この機会をぜひ活用して
下さい。

 授業の目的 【知識・技能】
・英語で書かれた哲学や思想の文章について、精密な読解ができるよ
うになる。（重要な付随効果として、日本語の読解力も向上する。）
・政治理論・政治哲学の古典を英語で読むことにより、英語における
政治学の基礎的な語彙や表現が習得される。
【態度】
・重要な情報源の一つとして、英語文献に抵抗なく取り組めるように
なる
【達成水準】
・大学院修士課程の入試問題レベルに対応できる力の獲得。

 授業の概要・計画 授業の目的や内容の特性のため、授業内容の段階的な展開はありませ
ん。単語、フレーズ、パラグラフ、節・章の構成に配慮しながら、古
典テクストをひたすら読み続けます。ただし、原文になれてくるにつ
れて読みが深まるよう指導のレベルを徐々に上げていきます。

 授業の進め方  ●授業の目的をふまえ、速読ではなく、熟読で進めます。構文は複雑に
見えますが、文法の知識を駆使しつつ、政治学的な内容の論理的つな
がりを把握できれ ば、必ず読み解けます。この点の強化が、本授業の
実際上のメリットです。また、政治学の基本的語彙の英語版が頻出し
ますので、必要に応じて徹底解説しま す。他の政治学関係の英文（お
よび和文）を読む基礎ともなります。
●順番に訳出を割りあえてる他に、予習の徹底を図るため、受講者全員
が、毎回、予習範囲の内容要約と、分からなかった単語のリスト（合
わせてＡ４で１枚）提出を★必須★としています。

教科書・参考書等 Ｊ・ Ｓ・ミル『代議政治論』（John Stuart Mill, Considerations On
 Representative Government）を読み進めます。公刊から150年余りを経
たこの書物は、現代デモクラシーのあり方を考える上で、依然として
非常に価値のある古典 です。テクストは、ウェブ上に公開されている
ＰＤＦファイルを利用します。授業開始時にＵＲＬを案内します。

成績評価の方法・基準 学期末の試験で、テクストの一部を邦訳してもらい、その完成度を手
掛かりに、英語面での読解力、政治学の概念や語彙の理解など、授業
目的とした知識・理解の面を評価します。

通常時の予習状況も評価に加味します。
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試験はとくに難問を出していませんが、ふだんの予習は必須です。ま
た、過去の経験から言えば、欠席が４回程度を超えると単位取得が難
しくなるようです。

その他（質問・相談方法等） 授業内容に関する質問は、原則として授業内にお願いします。その他
の質問・相談は、授業終了時およびそれ以外随時受け付けます。した
がって、オフィスアワーは設定しません。

過去の授業評価アンケート
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 外国政治書購読（英語）
最終更新日：2016年3月17日

 授業科目名  外国政治書購読（英語）  標準年次  3・4

 講義題目  21世紀の東アジアと中国 開講学期  後 期

 担当教員 李 弘杓  単位数  2単位

 教 室 105  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード

 Course Title  China and East Asian International Relations in the 21st Century

 Course Overview  参加する学生に21世紀に国際政治と経済の中心国家に成る可能性が多
き中国の対外関係と安全保障政策を集中的に検討する機会を与えて、
東アジア地域の国際政治についての基本的な理解を広げることを目的
にする

 履修条件  別になし。

 授業の目的 参加する学生に21世紀に国際政治と経済の中心国家に成る可能性が多
き中国の対外関係と安全保障政策を集中的に検討する機会を与えて、
東アジア地域の国際政治についての基本的な理解を広げることを目的
にする

 授業の概要・計画 1. イントロダクション
2. 講義：21世紀における中国と東アジア
3. 脱冷戦期中国の外交政策：概観
4. 脱冷戦期中国の安全保障政策：概観
5. 脱冷戦期中国の朝鮮半島政策：趨勢と展望
6. 中国と北朝鮮の核開発問題
7. 脱冷戦期中国の統一政策：概観
8. 21世紀中国と台湾関係：趨勢と展望
9. 中国の浮上と東アジアの安全保障
10. 21世紀中国と日本関係：趨勢と展望
11. 21世紀中国と米国関係：趨勢と展望
12. 21世紀中国の国家大戦略
13．まとめる

 授業の進め方  本科目は参加者の発表を中心に進行することを原則とする。事前に報
告者を決めておき、報告者は該当資料を熟読し、演習進行のために問
題点と重要な懸案を整理しておくことにする。

教科書・参考書等 Wang Gungwu and Zheng Yongnian,(eds.) China and the New International
 Order(London and New York: Routledge, 2010)

Mel Gurtov, Will This Be China’s Century?: A Skeptics View (Boulder and
 London: Lynne Rienner, 2013)

成績評価の方法・基準 出席と授業参加 25％、発表 25％
レポート 50％（具体的な内容は、のちほど発表する予定

その他（質問・相談方法等）

過去の授業評価アンケート
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 外国政治書講読（ドイツ語）
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  外国政治書講読（ドイツ語）  標準年次  3・4

 講義題目  ヴァイマル体制崩壊史 開講学期  前 期

 担当教員 熊野 直樹  単位数  2単位

 教 室 研  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2931M

 Course Title  Weimar: Why did German Democracy fail?

 Course Overview  Through an in-depth study of a selected topic in German history, students will
 acquire and develop the practical specialist knowledge and skill needed for
 research in German studies.

 履修条件  ドイツ語履修者。

 授業の目的  本授業の目的は、「知識・理解」と「専門的能力」の観点から見る
と、以下のようになります。
１．ドイツ語の政治書テキストを正確に理解するようになる。
２．ドイツ語の政治書テキストの読解を通じて、ドイツ政治史の知識
を習得する。
３．ドイツ語の政治書テキストの読解を通じて、政治用語や歴史用語
を始めとした専門的な分析概念を身につける。
以上です。

 授業の概要・計画  ヴァイマル共和国史に関する基本書であるＨ・Ａ・ヴィンクラーの著
書を精読していきます。受講者には実力に応じて、１回あたりに読む
分量を決める予定です。平均的に１回の授業では、１～２頁を予定し
ています。

 授業の進め方  毎回参加者全員に音読の上、日本語に訳出してもらいます。その後、
必要に応じて文法的な説明及びヴァイマル共和国史や当時の政治状況
並びに研究動向についての解説を行います。

教科書・参考書等  Heinrich August Winkler: Weimar 1918-1933. Die Geschichte der ersten
 Deutschen Demokratie, Muenchen 1993.

成績評価の方法・基準  平素。
但し、授業の目的の達成度に従って評価します。すなわち、「知識・
理解」及び「専門的能力」の観点から評価します。具体的には、１．
テキストを正確に読めるようになったか、２．テキストの読解を通じ
て、ドイツ政治史の知識を正確に修得できたか、３．政治用語や歴史
用語を始めとした専門的な分析概念をどの程度身につけたか、であ
る。
なお、無断欠席、遅刻は一切厳禁です。４回以上の欠席の場合は、除
籍となります。また、遅刻の場合は、平常点から５点を差引きます。

その他（質問・相談方法等）  大学院並びに文学部との共同授業となります。
テキストは初回に配布します。

過去の授業評価アンケート
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 外国政治書講読（ドイツ語）
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  外国政治書講読（ドイツ語）  標準年次  2・3・4

 講義題目  ヴァイマル体制崩壊史 開講学期  後 期

 担当教員 熊野 直樹  単位数  2単位

 教 室 研  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2931M

 Course Title  Weimar: Why did German Democracy fail?

 Course Overview  Through an in-depth study of a selected topic in German history, students will
 acquire and develop the practical specialist knowledge and skill needed for
 research in German studies.

 履修条件  ドイツ語履修者。

 授業の目的  本授業の目的は、「知識・理解」と「専門的能力」の観点から見る
と、以下のようになります。
１．ドイツ語の政治書を正確に理解するようになる。
２．ドイツ語の政治書の読解を通じて、ドイツ政治史の知識を習得す
る。
３．ドイツ語の政治書の読解を通じて、政治用語や歴史用語を始めと
した専門的な分析概念を身につける。
以上です。

 授業の概要・計画  ヴァイマル共和国史に関する基本書であるＨ・Ａ・ヴィンクラーの著
書を精読していきます。受講者には実力に応じて、１回あたり読む分
量を決める予定です。平均的に１回の授業では、１～２頁を予定して
います。

 授業の進め方  毎回、参加者全員に音読の上、日本語に訳出してもらいます。その
後、必要に応じて文法的な説明及びヴァイマル共和国史や当時の政治
状況並びに研究動向についての解説を行います。

教科書・参考書等  Heinrich August Winkler: Weimar 1918-1933. Die Geschichte der ersten
 Deutschen Demokratie, Muenchen 1993.

成績評価の方法・基準  平素。
但し、授業の目的の達成度に従って評価します。すなわち、「知識・
理解」及び「専門的能力」の観点から評価します。具体的には、１．
テキストを正確に読めるようになったか、２．テキストの読解を通じ
て、ドイツ政治史に知識を正確に習得できたか、３．政治用語や歴史
用語を始めとした専門的な分析概念をどの程度身につけたか、です。
なお、無断欠席、遅刻は一切厳禁です。４回以上欠席の場合は、除籍
となります。また、遅刻の場合は、その都度平常点から５点を差し引
きます。

その他（質問・相談方法等）  大学院と文学部との共同授業となります。
テキストは初回に配布します。

過去の授業評価アンケート
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 民事訴訟法
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  民事訴訟法  標準年次  3・4

 講義題目  民事判決手続の基礎 開講学期  前 期

 担当教員 上田（竹 志  単位数  4単位

 教 室 中講  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2721J

 Course Title  civil procedural law

 Course Overview  general civil procedure (from action to judgement)

 履修条件  特になし（民法について、ある程度の基本的なイメージを持っている
ことが望ましい）。

 授業の目的 （知識・理解）
民事判決手続に関する基礎的な知識の理解
（汎用的技能）
民事判決の正確な読解技能、具体的な事例に民事訴訟法を適用して法
的結論を得る技能の習得

 授業の概要・計画 この講義では、民事訴訟法が規律する判決手続のうち、総論、訴訟要
件論、第一審の手続（訴えの提起、訴訟審理、判決）、判決効論まで
を主な対象に講義を行う。

講義はおおむね次の順序で行うが、各項目と授業のコマ数は対応して
いない。

１ 民事訴訟法概観（１）民事紛争処理システム、民事手続法の中の民
事訴訟法
２ 民事訴訟法概観（２）民事訴訟の構造と基本原則
３ 民事訴訟法概観（３）民事訴訟手続の基本構成要素
４ 民事訴訟法概観（４）民事訴訟手続の流れ
５ 民事訴訟法概観（５）判決とその効力
６ 民事訴訟法概観（６）上訴、再審、周辺制度
７ 民事訴訟の目的論、訴訟と非訟
８ 裁判所
９ 当事者
10 訴訟物
11 訴え
12 訴えの提起とその効果
13 口頭弁論、訴訟行為、争点整理
14 処分権主義、弁論主義、釈明権
15 証拠調べ手続
16 証明責任
17 裁判によらない訴訟の終了
18 判決の成立
19 確定判決の効力（既判力、執行力、形成力）

 授業の進め方  主に講義形式による。
各回について、事前に読むべき教科書の該当箇所や、百選判例を指示
する。

教科書・参考書等 以下を講義で適宜参照する。

【教科書】
三木浩一・笠井正俊・垣内秀介・菱田雄郷『民事訴訟法〔第2版〕（有
斐閣LEGAL QUESTシリーズ）』（有斐閣、2015年）
高橋宏志・高田裕成・畑瑞穂編『民事訴訟法判例百選〔第5版〕』（有
斐閣、2015年）
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成績評価の方法・基準 期末試験において、民事判決手続に関する基礎的な知識の理解が達成
できたか、具体的な事例に民事訴訟法を適用して法的結論を得る技能
が習得できたかを試験する。
基礎的な知識の理解については、以下の点を重視する。
・ 判例百選掲載判例程度の判例法理を頭に入れ、理解していること。
・ 教科書記載内容程度が理解できていること（自説とする必要はな
く、その場合は説得力ある反対説が形成されていればよい）。
具体的な事例への当てはめ技能については、事例問題の答案を作成で
きることを重視する。
なお、出席は、期末試験受験資格ではなく、成績にも影響しない。

その他（質問・相談方法等） 随時メールで受け付ける。メールアドレスは法学部ホームページを参
照のこと。

過去の授業評価アンケート
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 民法Ⅱ
最終更新日：2016年3月18日

 授業科目名  民法Ⅱ  標準年次  2

 講義題目  債権各論講義 開講学期  後 期

 担当教員 七戸 克彦  単位数  4単位

 教 室 備考  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2712J

 Course Title

 Course Overview

 履修条件  民法Ⅰ（総則・物権総論）を履修済であることが望ましいです。

 授業の目的  民法典第３編「債権」のうち、第２章「契約」＋第３章「事務管理」
＋第４章「不当利得」＋第５章「不法行為」につき、基礎的な知識
（公務員試験受験レベル）の修得を目的とします。

 授業の概要・計画  01：債権法各論概論
 02：契約総論①契約の成立
 03：契約総論②双務契約（同時履行の抗弁・危険負担）
 04：契約総論③解除
 05：財産権移転型契約①贈与
 06：財産権移転型契約②売買（その１）
 07：財産権移転型契約②売買（その２）
 08：財産権移転型契約②売買（その３）
 09：財産権移転型契約交換
 10：貸借型契約①消費貸借（その１）
 11：貸借型契約①消費貸借（その２）
 12：貸借型契約②使用貸借
 13：貸借型契約③賃貸借（その１）
 14：貸借型契約③賃貸借（その２）
 15：役務提供型契約①雇用
 16：役務提供型契約②請負
 17：役務提供型契約③委任
 18：役務提供型契約④寄託
 19：その他の契約①組合・②終身定期金・③和解
 20：事務管理
 21：不当利得①
 22：不当利得②
 23：不法行為①総論
 24：不法行為②要件論
 25：不法行為③効果論
 26：不法行為④特殊不法行為
 27：不法行為⑤共同不法行為
 28：予備日

 授業の進め方  講義資料に沿って説明します。
講義資料については、毎回当日教室で配布いたします。
なお、「最新の」六法を携行のこと。

教科書・参考書等  とくに教科書指定は行いません。
参考書に関しては、『民法判例百選Ⅱ債権（第７版）』は所持してお
いた方がよいと思います（『Ⅰ総則・物権』『Ⅲ親族・相続』もです
が）。

成績評価の方法・基準  試験の成績で評価します。
評価基準は、１００点満点中、６０点未満を「Ｆ（不可）」とし（絶
対評価）、６０点以上の者に関しては、９１点以上「Ａ（優上）」１
０％、８１点以上「Ｂ（優下）」２０％，７１点以上「Ｃ（良）」４
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０％、６０点以上「Ｄ（可）」３０％の相対評価とします。
その他（質問・相談方法等）  質問・相談については、メールまたは研究室まで。

過去の授業評価アンケート
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 行政学
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  行政学  標準年次  3・4

 講義題目  行政学 開講学期  後 期

 担当教員 嶋田 暁文  単位数  4単位

 教 室 202  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3431J

 Course Title

 Course Overview

 履修条件  現時点での学力等は問いませんが、「できるだけ毎回出席し、真剣に
学ぶ」という真摯な姿勢を持っている方に履修してほしいと思ってい
ます。

 授業の目的  次々と噴出する公共的課題を解決していくためには、情報・財源・権
限・人材・技術といったさまざまな資源を組み合わせながら、社会制
御を行わなければなりません。そうした社会制御のメカニズムを具現
化したものが「行政システム」です。
本講義では、「法と行政」「政治と行政」「管理（組織）と行政」と
いう三つの概念連関を意識しながら、「政治と行政」「国と地方」
「政府と民間」という三つの視角から行政システムを考察していきま
す。
本講義の目的は、①行政システムを体系的に理解する上で不可欠な各
種「基礎概念」を把握すること、②行政システムを深く考察していく
上で必要な「物の見方」を獲得すること、③真摯に勉学に打ち込むと
いう態度を身につけることの三つです。

 授業の概要・計画 ＜授業計画＞
１．講義を始めるに当たって～行政学とはいかなる学問か
２．行政の展開と守備範囲の拡大・見直し
３．官僚制論
４．法治行政の原理とその限界
５．政治と行政の関係
６．議院内閣制と内閣機能の強化
７．中央省庁の組織・定員管理と大部屋主義
８．中央省庁再編
９．公務員制度①～総論＆採用・昇進
10．公務員制度②～退職・再就職
11. 公務員制度③～公務員制度改革総論＆政治任用
12．政策ネットワーク
13. NPO①～NPOとは何か
14．NPO②～NPOと行政の協働
15. 組織デザイン①～組織と分業
16．組織デザイン②～事前的調整と事後的調整
17．行政組織の動態①～形式的意思決定手続きとしての稟議制
18．行政組織の動態②～行政組織と実質的意思決定
19．行政組織の動態③～予算編成の過程と手続き
20．地方自治①～地方自治総論①
21．地方自治②～地方自治総論②
22．地方自治③～地方分権改革①
23．地方自治④～地方分権改革②
24. NPMとガバナンス
25．政策過程と政策作成
26．政策実施とストリートレベルの官僚制
27．政策評価と行政統制・行政責任

 授業の進め方  講義形式です。できるだけ分かりやすく説明するつもりですが、大人
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数を相手にするため、どうしても一方的な授業にならざるを得ませ
ん。ですから、もしよく分からない部分があったら、授業終了後、気
軽に質問しにきてください。

教科書・参考書等 講義内容をすべて網羅したテキストは存在しません。
そのため毎回の授業で、個別に関係文献について提示します。

なお、全般的な参考文献としては、以下のものがお勧めです。
・西尾勝『行政学（新版）』有斐閣、2001年。
・真渕勝『行政学』有斐閣、2009年。
・曽我謙吾『行政学』有斐閣、2013年。

また、拙著『みんなが幸せになるための公務員の働き方』学芸出版
社、2014年には、この授業の中で伝えるさまざまな思考方法やその具
体例が載っていますので、ご一読をお勧めします。

成績評価の方法・基準 「試験」（＝穴埋め問題30点＋記述問題70点）＋「出席」（加点の
み）で、評価を行います。
＊穴埋め問題は、授業中にキーワードとして強調します。
＊記述問題については、出さない部分は明示します。逆に、特にそう
した断りがない場合、出る可能性があるので注意してください。

上記のうち、「試験」は、本講義の目的である①行政システムを体系
的に理解する上で不可欠な各種「基礎概念」を把握すること、②行政
システムを深く考察していく上で必要な「物の見方」を獲得すること
に対応しています。
また、上記のうち、「出席」は、本講義の目的である③真摯に勉学に
打ち込むという態度を身につけることに対応しています。

その他（質問・相談方法等） 試験問題文を直前に言うことはしません。
ですので、単位を確実にとりたい方は、授業にきちんと出席すること
をおすすめします。

過去の授業評価アンケート
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 国際公法
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  国際公法  標準年次  2

 講義題目  現代国際法の諸問題 開講学期  後 期

 担当教員 明石 欽司  単位数  4単位

 教 室 備考  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2511J

 Course Title  Public International Law

 Course Overview  Current Issues on Public International Law

 履修条件  とくにありません。

 授業の目的 国際法が内包する歴史性やイデオロギー性を踏まえつつ、現代国際法
に関する基礎的・体系的な知識の涵養を目的とします。

 授業の概要・計画 以下の順序で講義を行います。１．序論：国際社会と法 ２．国際法の
法源（Ⅰ～Ⅳ） ３．条約法（Ⅰ～Ⅲ） ４．国際法と国内法の関係 ５．
国際法の主体（総論） ６．国際法の主体（各論）（Ⅰ～Ⅵ） ７．外
交・領事関係法（Ⅰ～Ⅱ） ８．領域 ９．海洋法 （Ⅰ～Ⅱ） １０．国
際公域 １１．国家責任（Ⅰ～Ⅱ） １２．国際紛争の平和的処理 １３．
平和と安全の維持 １４．武力紛争法

 授業の進め方  現存する国際法上の諸制度について、各制度の形成過程を踏まえつ
つ、解説します。教科書の該当箇所を授業の前に読み、疑問点を考え
ながら授業に参加してください。

教科書・参考書等 初回授業時に紹介します。

成績評価の方法・基準 最終試験（筆記）によります。現代国際法の基礎的・体系的知識の理
解度を基準とします。

その他（質問・相談方法等） メールを通じての面会予約制とします。メールアドレスは初回授業時
に知らせます。

過去の授業評価アンケート
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 ローマ法I

最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  ローマ法I  標準年次  3・4

 講義題目  ローマ法史・ローマ刑事法・国法 開講学期  前 期

 担当教員 五十君 麻里子  単位数  2単位

 教 室 202  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3251J

 Course Title  Roman Law I

 Course Overview  The course aims to give an overview on the history of Roman law, Roman
 criminal law, and Roman public law. It is suitable for non-law students as
 well.

 履修条件  特になし。

 授業の目的 Ａ．知識・理解：古代ローマから現在に至るまでの法の展開を、ロー
マ法を中心に整理し、理解する。
Ｂ．専門的技能：現代法の背景を知ることにより、現代法の理解を深
める。
Ｃ．汎用的技能：人間社会のあり方や権力のあり方などの普遍性に触
れ、現代社会を洞察する視点・視野を身につける。
Ｄ．態度・志向性：進化論的史観から脱し、歴史の経験を踏まえ、よ
り広い視点で物事を考える態度を志向する。

 授業の概要・計画 1. イントロダクション
2.１２表法（BC450）の成立
3. 共和政
4. 元首政の成立
5. 刑事裁判 
6. 元首政下での法の展開
7. 專主政期～東西分裂後のローマ法
8. ローマ法の継受

 授業の進め方  講義形式。質問を歓迎する。

教科書・参考書等 必要に応じて、教科書を貸与し、コピーを配布する。

成績評価の方法・基準 古代ローマから現在に至るまでの法の展開を理解しており、これを現
代社会と比較する態度を身につけているかを評価する。
評価方法については、授業内で受講者と相談し決定るする。

その他（質問・相談方法等） 講義中、講義後、メールで、など質問は随時受け付ける。

過去の授業評価アンケート

M2-21



 ＥＵ法特殊講義
最終更新日：2015年6月15日

 授業科目名  ＥＵ法特殊講義  標準年次  3・4

 講義題目  EU法 開講学期  前 期

 担当教員 伊藤洋一  単位数  2単位

 教 室 103  科目区分  展開科目

 履修条件  国際公法の講義を聴講しておくことが望ましい．

 授業の目的  下記「３．授業の概要」参照．

 授業の概要・計画  東西冷戦の終結とともに，ヨーロッパ連合は，安全保障をも視野にい
れた広い権限を持つ地域的国際組織として，今や国際経済のみならず
国際政治においても大きな意義を持つ存在となった．
また，ヨーロッパ統合の進展とともに，ヨーロッパ共同体法の重要性
は，近年増加の一途をたどっており，特に，EU法の基礎的知識
は，EU加盟国の国内法理解に際しても今や不可欠となっている．ヨー
ロッパ法が，いかにして国内法においても重要性を獲得するように
なってきたかは，国際レベルにおける法の支配の確立事例としても極
めて興味深い問題である．
他方で，EUに対する政治的反発・批判が，近時のユーロ危機，移民問
題等を巡り噴出しており，「ブリュッセル」が諸悪の根源であるかの
ような主張がしばしばなされ，昨年の欧州議会選挙では極右反ヨー
ロッパ政党の躍進が大々的に報じられた．また，ギリシャのユーロ圏
離脱(Grexit)の懸念，更に2012年からはイギリスのEU脱退(Brexit)が現実
味を帯びてきている．
日本のマスコミ報道でも，近時EUに関する報道は少なくないが，残念
ながら，日本のジャーナリストをも含め，現実のEUにおける制度設
計，法形成がどのようになされ，またどのように運用されているかに
つき，正確な理解を持つ者は多くないのが現状である．
しかし，グローバル化の進行する現在，EU法は，従来の古典的国際法
とどのように異なるのか，加盟国の国内法との間にどのような影響関
係があるのか，古典的な主権国家の枠を超える「民主的」な国際組織
の設計はどのようなものであるべきかといった問題は，学問的にも重
要な理論的意義を持つ．
本講では，上述のような近時の問題状況をも念頭に置きつつ，現行法
たるリスボン条約を中心に講義を行う予定である．EU法の対象分野
は，共同体管轄事項が拡張されてきた結果，今や多岐にわたっている
が，EU組織法の理解は，個別のEU実体法理解のため不可欠の前提とな
る．本講では，EU法の総論部分にあたる組織法，具体的には，EUの機
構，法源，争訟制度等について順次講じる予定である．

 授業の進め方  講義形式．

教科書・参考書等  特定の教科書は使用しない(参考書等は開講時に紹介する)．しか
し、EUの基本条約(英語版)の参照は不可欠であるので，予めEU官
報(Official Journal C 326, 26.10.2012)
<http://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=OJ:C:2012:326:TOC >
からダウンロードし，以下のEU条約/EU運営条約等(いずれもPDF版)を
開講時に随時参照できるように準備しておくこと．
(1) Consolidated versions of the Treaty on European
(2) Consolidated versions of the Treaty on the Functioning of the European
 Union
(3) Protocols
(4) Declarations annexed to the Final Act 

成績評価の方法・基準  筆記試験による．
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その他（質問・相談方法等）  特になし．

過去の授業評価アンケート
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 知的財産法【国際知的財産法】
最終更新日：2015年3月16日

 授業科目名  知的財産法【国際知的財産法】  標準年次  3・4

 講義題目  特許法・著作権法 開講学期  前 期

 担当教員 小島 立  単位数  4単位

 教 室 102  科目区分  展開科目

 履修条件  ２０１２年度から２０１４年度に開講された知的財産法特殊講義Ⅰ、
または、知的財産法特殊講義Ⅱを履修した者には単位を認定しない。

本授業を受講するに当たっては、民法（民法Ⅰ、民法Ⅱおよび民法
Ⅲ）、民事訴訟法、行政法（行政法Ⅰおよび行政法Ⅱ）、国際私法な
どの科目を履修済みか、あるいは、並行して履修することが望まし
い。「ものづくり」、「まちづくり」、文化芸術、クリエイティブ産
業などに関心がある学生諸君の参加を歓迎する。

 授業の目的 知的財産法が社会において果たすべき役割について、受講者が自ら考
えることができる力を養うことを目指す。

 授業の概要・計画 本授業では、知的財産法の中で、「創作物を保護する法」である特許
法と著作権法を中心に検討する。授業の初めに、「創作物を保護する
法」の全体像について概観した後、著作権法、特許法の順に検討を行
う。

具体的な授業計画としては、知的財産法総論（４回）、著作権法（１
０回）、特許法（１１回）、知的財産法の国際的側面（３回）を予定
している（教場試験となる可能性に鑑み、全２８回で予定を立ててい
る。それぞれの法分野を検討する回数については変更もありうる）。

 授業の進め方  担当教員による講義に加えて、受講者と問答を行う形で授業を進め
る。教科書の予習箇所を事前に指定するので、その部分に予め目を通
してから、授業に参加してほしい。授業に出席する際には、少なくと
も、著作権法および特許法が収載されている六法または条文集と、指
定された教科書を携帯されたい。

また、本授業では、いわゆる「判例集」や「判例百選」などに収めら
れている「加工された裁判例」ではなく、「生の裁判例」を適宜取り
上げて分析を行う予定である。授業で扱う裁判例を予め指定するの
で、最高裁判所ウェブサイトの「裁判例情報」から当該裁判例を検索
した上で、事前に読んできてほしい。特許法の裁判例を分析する際に
は、特許庁のウェブサイトから特許公報をダウンロードし、目を通す
ことも必要である。これらの情報へのアクセスの仕方については、授
業の中で説明する。

教科書・参考書等 ●教科書
相澤英孝＝西村あさひ法律事務所編『知的財産法概説〔第５版〕』
（弘文堂、２０１３年）

●参考書（必ずしも購入する必要はない）
中山信弘『マルチメディアと著作権』（岩波新書（赤４２６）、１９
９６年）（この本は残念ながら絶版となっているが、図書館および法
学部学生情報サロンに配置されている）
中山信弘『特許法〔第２版〕』（弘文堂、２０１２年）
中山信弘『著作権法〔第２版〕』（有斐閣、２０１４年）
大渕哲也ほか『知的財産法判例集〔第２版〕』（有斐閣、２０１５
年）
小泉直樹ほか『ケースブック知的財産法〔第３版〕』（弘文堂、２０
１２年）

成績評価の方法・基準 期末試験により成績評価を行う。授業への積極的な参加および授業に
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おける問答の内容については、平常点として、期末試験への加点事由
とする。

その他（質問・相談方法等） 質問や相談等がある場合には、担当教員にメールで連絡を取り、面談
の日時を予約されたい（担当教員のメールアドレスは、kojima［アット
マーク］law.kyushu-u.ac.jp）。授業終了後にも質問や相談等を受け付け
る。本授業について不明な点があれば、担当教員まで尋ねられたい。

【科目コード：LAW-LAW3751J】
過去の授業評価アンケート

M2-25



 政治学原論
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  政治学原論  標準年次  2

 講義題目  現代政治学概説 開講学期  前 期

 担当教員 蓮見 二郎  単位数  2単位

 教 室 大講  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2811J

 Course Title  Introduction to Contemporary Political Studies

 Course Overview  This course provides an general overview of contemporary political studies.
 To do so, every lecture gives you basic concepts and theories in political
 studies and offers oopportunities for you to improve your analytical skills in
 politics.

 履修条件  必須ではないが、「政治学入門」を履修していることが望ましい。教
職科目に指定されているので、他学部からの受講も歓迎する。

 授業の目的 本講義の目的は、現実政治の諸問題を取り扱った「政治学入門」（基
幹教育・文系ディシプリン科目）を受け、政治学の現代における到達
点とその全体像を広く解説することにある。そのために、政治学の基
本的な概念や主要な理論について網羅的な概説を行い、それらを用い
た政治社会分析の手法を磨くことを目指す。 

本講義を通じて受講者に期待されること：
１．現代政治学の基本的な概念や理論について、その多様な論争を踏
まえた説明ができる。【知識・理解】
２．政治学の基本的な概念や理論を用いて、現実の政治を分析するこ
とができる。【専門的技能】
３．望ましい政治社会のあり方について自分の意見を論述することが
できる。【汎用的技能】
４．望ましい政治社会のあり方について主体的に考えることができ
る。【態度・志向性】

 授業の概要・計画 講義予定の主な内容

１．ガイダンス
２．政治とは何か
３．政治体制
４．規範的政治理論
５．民主主義
６．国家とナショナリズム
７．国際関係と地方自治
８．政治経済・政治文化
９．選挙とマスコミュニケーション
１０．政党と利益集団
１１．法と議会
１２．政治的リーダーシップと官僚制
１３．権力と政治過程
１４．政治学の方法と課題
１５．まとめ

 授業の進め方  基本的には昨年度の形式を踏襲して、次のように行う。詳細は初回の
授業時に説明する。
１．予習のための文献を毎週指示し、Web学習システムに掲載する。授
業や試験はこの予習を前提に行うので、授業前に読んでくることを期
待する。
２．授業の後半では、毎回のテーマに合わせた演習を行う。

教科書・参考書等 講義内容については、英国の標準的な政治学入門用教科書である以下
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の構成に準拠する。
Heywood, A. (2013). Politics, 4th ed., Basingstoke: Palgrave Macmillan.

日本語のテキストは、以下を推薦する。
久米郁男ほか『政治学〔増訂版〕』有斐閣・2011年
加茂利男・大西仁・石田徹・伊藤恭彦『現代政治学〔第3版〕』有斐
閣・2007年
堀江湛・岡沢憲芙編『現代政治学〔新版〕』法学書院・1997年

成績評価の方法・基準 定期試験と各回の演習とにより、次の方法で評価することを考えてい
る。
１．【知識・理解】試験における説明問題により評価。 
２．【専門的技能】試験における論述問題により評価。
３．【汎用的技能】試験における論述問題により評価。
４．【態度・志向性】演習を通じて評価。

その他（質問・相談方法等） 授業後のほかにアポイントメントによっても質問・相談を受け付け
る。

過去の授業評価アンケート
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 比較法
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  比較法  標準年次  3・4

 講義題目  比較民法学 開講学期  後 期

 担当教員 遠藤 歩  単位数  4単位

 教 室 104  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3311J

 Course Title  Comparative Law

 Course Overview

 履修条件  特にありません。

 授業の目的  フランス民法およびドイツ民法との三者間比較を通じて、日本民法の
理解を深めることを目的としています。
より具体的には、次の二つです。
第一に、フランス民法およびドイツ民法における基礎的な概念を修得
すること（「知識・理解の観点」）。
第二に、フランスおよびドイツとの比較のなかで、日本民法の特殊性
を認識できるようになること（「専門的技能の観点」）。

 授業の概要・計画  法は文化の一部であり、法典は全体として一つのまとまりを持ったテ
クストですから、外国法典の個々の規定を取り出して日本と比較して
も、何の役にもたちません。日本法の独自性、特色を精確に理解する
ためには、まず、比較の対象たる外国法（本講義では、フランス民法
およびドイツ民法）それ自体を一定の包括性をもって認識し、その後
に、外国法の目で日本法を観察する必要があります。

そこで、この講義では、具体的なテーマごとにフランス民法およびド
イツ民法の内容を解説し、日本法と比較するという手法を採りたいと
思います。

現在のところ、以下のようなテーマを扱う予定です。

１．所有権の移転
２．契約の成立、解釈、効力
３．損害賠償
４．不法行為
５．売主の瑕疵担保責任
６．保証
７．抵当権
８．家族
９．相続

より詳細な講義計画は、授業の進行を通じて適宜示します。
 授業の進め方  レジュメを用いた講義形式で授業を進めてゆきます。

各テーマごとにフランス民法、ドイツ民法、日本民法の順で講義し、
関連条文と翻訳は資料としてレジュメに掲げておきます。

教科書・参考書等  教科書は指定しません。

参考書は初回の講義時に紹介します。また、関連文献はその都度紹介
します。

成績評価の方法・基準  小テスト（２０％）、学期末に行う定期試験（８０％）により成績評
価を行います。
なお、定期試験では、上記「授業の目的」に対応して、まず、フラン
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ス民法、ドイツ民法における基礎的な概念の理解度を試します。ま
た、ある事例が、フランス、ドイツ、日本でそれぞれどのように解決
されるのかを問い、日本法の特色はいかなる点にあるのかを考えても
らいます。

その他（質問・相談方法等）  質問や相談はいつでも受け付けます。

過去の授業評価アンケート
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 憲法Ⅱ【人権論】
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  憲法Ⅱ【人権論】  標準年次  2

 講義題目  人権論 開講学期  後 期

 担当教員 南野 森  単位数  4単位

 教 室 大講  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2412J

 Course Title  Constitutional Law II (Droits fondamentaux)

 Course Overview  Lecture on fundamental rights

 履修条件  とくになし。ただし憲法Ⅰを履修したことを前提として講義を進め
る。

 授業の目的 （１）講学上「人権論」と呼ばれる範囲についての一通りの知識を得
ることが課題であるが、この講義に毎回出席することにより、（２）
９０分延々と続く単調な講義を聴きながらも、何が重要であるかを判
断し、それをノートにとるという、大学時代にぜひとも身につけてお
くべき能力を伸ばすこと、および（３）憲法をめぐる法と政治につい
て、今後各自が考えていくための手がかりと方法とを身につけるこ
と、を目的とする。

 授業の概要・計画  日本国憲法の諸規定のうち、第三章「国民の権利及び義務」に定めら
れているものを中心に講義をする。以下のような章立てを予定してい
るが、変更の可能性もある。細目次は講義が終わるたびに南野のＨＰ
上で公開・更新する予定である。

第一部 人権総論
第一章 「人権」の概念
第二章 権利の類型
第三章 権利の主体
第四章 権利の妥当範囲
第五章 権利の制約
第二部 人権各論
第六章 平等
第七章 精神的自由
第八章 経済的自由
第九章 社会権
第十章 手続的権利・新しい人権

 授業の進め方  講義形式で進める。レジュメは配布しない。
ただし、講義目次、講義で推薦した参考文献・参照した判決等につい
ては南野のＨＰに掲載する予定であるので、復習をする際に役立てて
欲しい。

教科書・参考書等 ■特定の教科書１冊を指定することは敢えてしないが、受講者各自の判
断で、信頼できる教科書を１冊購入し、予習・復習の際に常に熟読・
参照して「完璧なノート」を作成していくことを強く薦める。本講義
に関しては、次の①、②のうちのいずれかを選択することを勧める。

①長谷部恭男『憲法〔第６版〕』（新世社、2014年）
②野中俊彦ほか『憲法Ⅰ〔第５版〕』（有斐閣、2012年）

■判例解説集として、次の③は講義の後半において参照することが多く
なるので常備して欲しい。

③長谷部恭男ほか（編）『憲法判例百選Ⅰ〔第６版〕』（有斐
閣、2013年）
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■憲法学のいくつかの論点についてより深く学ぼうとする意欲的な学生
には、次の④、⑤を薦める。 

④安西文雄ほか『憲法学の現代的論点〔第２版〕』（有斐
閣、2009年）
⑤南野 森（編）『憲法学の世界』（日本評論社、2013年）

成績評価の方法・基準  期末試験による。（１）講義で扱った範囲についての基礎的な知識の
蓄積が問われる短答問題、（２）当該範囲について、平素から教科書
や判例を読むなどして自学を深めたかが問われる論述問題の２種類
で、総合的に評価する。

その他（質問・相談方法等）  講義後等の質問を歓迎する。研究室への直接の来訪も歓迎する。 な
お、受講者のＭＬを作り、急な連絡をしたり、講義に関する情報や学
務に関する情報を流す予定であるので、受講者は登録してほしい。南
野のHP→南野的授業→2016年度→憲法Ⅱのページで登録方法を説明す
る。なお、このメーリスは、2015年度前期法学入門の受講者メーリス
と同一のものである。

過去の授業評価アンケート
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 刑法Ⅱ【刑法各論】
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  刑法Ⅱ【刑法各論】  標準年次  2

 講義題目  刑法各論（各犯罪類型の検討） 開講学期  後 期

 担当教員 野澤 充  単位数  4単位

 教 室 備考  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2612J

 Course Title

 Course Overview

 履修条件  特にないが、刑法総論の知識を前提に授業を進めることがある。

 授業の目的 刑法各論は、刑法典の各則の個別の犯罪類型について、そのそれぞれ
の犯罪の成立およびその限界を検討するものである。その領域の中
で、まず最初に財産犯以外の個人法益に対する罪、次に財産犯、そし
て社会法益に対する罪および国家法益に対する罪について講義する。
到達目標としては、「知識・理解・専門的能力」の観点からは(1)事例
問題に対処する前提としての、刑法の各犯罪類型のそれぞれの概念・
内容・要件を理解すること、および(2)各犯罪類型における問題点につ
いて認識し、理論的な解決の考え方を習得することが、そして「汎用
性能力・態度・志向性」の観点からは、上述の知識や問題点の理解を
踏まえて、事例問題などに対して一定の結論を、法理論的な理由も付
した上で導くことができることが求められるといえる。

 授業の概要・計画 1．序論・刑法各論の体系
2．生命・身体に対する罪
3．自由に対する罪
4．業務・名誉・信用・秘密に対する罪
5．財産に対する罪
6．社会法益に対する罪
7．国家法益に対する罪

 授業の進め方  レジュメを配布しながら進める予定である。必要に応じて、各自で教
科書に立ち返りながら、理解を深めて頂きたい。刑法学における論争
は、当然ながら単純な学説対立そのものが問題なのではなくて、具体
的事案に関する結論の差が存在するからこそ争われているものであ
る。それゆえ、（刑法各論においては特にそうであるが）具体例を想
定しながら、問題点について考えて頂きたい。

教科書・参考書等 松宮孝明『刑法各論講義〔第3版〕』〔成文堂〕（2012年）
ただし、これ以外の教科書を使用して受講しても構わない。詳しくは
最初の授業時に説明する。また六法も必ず持参すること。

成績評価の方法・基準 成績評価は定期試験によって行い、その定期試験の中で、上記到達目
標でも触れた「刑法の各犯罪類型のそれぞれの概念・内容・要件の理
解」、「その問題点についての理論的な解決の考え方の習得」、およ
び「問題に対して一定の結論を法理論的な理由と対応させて導くこ
と」の到達度を見る。講義への出席は考慮しない（詳細は最初の授業
時に説明する）。小テスト等も行わない（中間試験も行わない予定で
ある）。なお、各自で自分自身の到達度を確認するために、「自習問
題」を配布して解いてもらう予定である（成績には加えない）。ま
た、（著しい授業妨害など素行が悪い場合に）平常点を考慮すること
がある。

その他（質問・相談方法等） 質問等を受けつけるが、時間の関係でアポイントをとって後日対応す
ることがある。
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 紛争管理論
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  紛争管理論  標準年次  3・4

 講義題目  紛争管理論 開講学期  後 期

 担当教員 入江 秀晃  単位数  4単位

 教 室 備考  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3161J

 Course Title  Conflict Management

 Course Overview  This lecture will provide the opportunity to understand theory of conflict
 management as well as practical mediation skills.

 履修条件  特に定めません。他学部受講者も歓迎します。

 授業の目的 紛争管理（conflict management）の理論と、調停技法（mediation skills）
を学びます。ロールプレイなどの体験的な学習、グループ報告などの
学生主体の活動を通じて、認知的にとどまらず、「態度を学ぶ」こと
も目的とします。

 授業の概要・計画 ・紛争管理論（Conflict Management）の基礎的な理論
・調停（Mediation）の技法
・現実の紛争解決手続（Dispute Resolution Process）の現状と課題
を、この順で学びます。

 授業の進め方  パワーポイントを用いて説明します。期間中に小テストを実施します
が、解説した内容を正しく理解しているかについての基礎的な内容に
なります。（認知的な学習の確認）

技法に関しては、スキルプレイ、ロールプレイといった参加型の活動
を行っていただきます。（技能及び態度の学習）

現実の紛争解決手続について、課題論文をプレゼンテーションしてい
ただく機会も作ります。（認知的学習、研究手法・報告の体験）

各講義の最後の5分程度を使って、ふりかえりを記入していただきま
す。

教科書・参考書等 調停技法に関するテキストとしては、教員の連載記事「調停技法誌上
講義」（JCAジャーナル）を電子ファイルとして参加者に配付します。
その他の参考文献として、レビン小林久子『解説同席調停』（日本加
除出版）、山田文・山本和彦『ADR仲裁法』（日本評論社）を挙げま
す。
学生報告用の文献についても、電子ファイルとして提供します。

成績評価の方法・基準 小テスト4割、報告3割、授業への参加3割とします。
グループ報告は、学生同士のピア評価を反映します。
概念や理論を正しく理解しているか、実務的に重要となるポイントに
対する知識が身についているかとともに、技能及び態度に関しても評
価対象とします。

その他（質問・相談方法等） オフィスアワーは特に設定しませんので、質問等は、授業時間後を含
め適宜受け付けます。

過去の授業評価アンケート

M2-33



 刑事政策
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  刑事政策  標準年次  3・4

 講義題目  刑事政策 開講学期  前 期

 担当教員 土井 政和  単位数  4単位

 教 室 102  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3641J

 Course Title  criminology and criminal policy

 Course Overview  lectures on the causes of crime and criminal policy, prison and rehabilitation
 systems

 履修条件  刑法、刑事訴訟法、少年法を受講している（する）ことが望ましい。

 授業の目的 １．犯罪や非行の発生原因について多角的な分析ができるようにす
る。
２．犯罪や刑事制裁の現状について正確な認識をもてるようにする。
３．刑事政策と治安政策、福祉政策、教育政策など他の諸政策との関
わりを理解し、刑事政策と行為者の人権保障との調和について考える
ことができるようにする。
４．犯罪被害者と行為者および社会との相互関係を展望的に形成する
思考を身につける。

 授業の概要・計画 １．はじめに犯罪の原因やその学説についてアメリカ犯罪学を中心に
説明する。しかし、時間の関係上、講義は、犯罪や非行が生じた後の
処理の在り方や犯罪対策に重点が置かれる。統制機関の活動と犯罪統
計にも言及する。
２．死刑、自由刑、罰金刑など責任非難に基づく刑罰制度、将来の危
険性に対する保安処分、さらには少年に対する保護処分など、さまざ
まな刑事制裁およびその類似の制度について現状を分析し、理論的な
検討を行う。
３．刑務所制度の歴史、現状、課題を外国の制度と比較しながら分析
し、受刑者の権利義務について検討するとともに社会復帰を援助する
方策を探る。
４．犯罪や非行の行為者に対する社会内での保護観察や援助制度につ
いて現状を分析し、問題点と課題を明らかにする。とくに、市民の刑
事司法への関わりについて検討する。
５．犯罪の被害者に対する支援と犯罪者の社会復帰援助の相互の関係
を広い社会関係の中で分析し、行為者・被害者・社会について展望的
視点を提示する。
６．刑事政策、福祉政策、教育政策、治安政策など国家の行う諸政策
の相互関係と刑事司法への市民の自立的関与、ネットワーク形成につ
いて検討する。

 授業の進め方  １．講義形式ですすめる。時々ビデオを視聴し、その中で提起されて
いる論点を論じ合ったり、また感想文を提出してもらうこともある。
２．参考書の該当個所は事前に読んでおくこと。
３．講義のレジュメおよび必要な資料は適宜配布する。

教科書・参考書等 教科書及び参考図書等
１．教科書
特に指定はしない。
２．参考書
浜井浩一『実証的刑事政策論』岩波書店（2011）
日本犯罪社会学会編『持続可能な刑事政策とは』現代人文社（2012）
刑事立法研究会編『刑務所改革のゆくえ』現代人文社(2005) 
浜井浩一『刑務所の風景』日本評論社(2006)
刑事立法研究会編『更生保護制度改革のゆくえ』現代人文社 (2007) 
刑事立法研究会『非拘禁的措置と社会内処遇の課題と展望』現代人文
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社（2012）
川出敏裕・金光旭『刑事政策」成文堂（2012）
『犯罪白書』平成２７年度版
その他は講義の中で適宜指示する。

成績評価の方法・基準 １．定期試験（80%)
２．小レポート(20%)
１と２を総合的に評価する。

その他（質問・相談方法等） 質問は講義後随時受け付ける。または、事前にメール等にてアポをと
ること。

【科目コード：LAW-LAW3641J】

過去の授業評価アンケート
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 民事紛争処理論
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  民事紛争処理論  標準年次  2

 講義題目  民事紛争処理の可能性と限界 開講学期  後 期

 担当教員 上田（竹 志  単位数  2単位

 教 室 204  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3771J

 Course Title  civil dispute resolution

 Course Overview

 履修条件  特にないが、講義内では民事訴訟法の解釈論について言及することが
ある。

 授業の目的 （知識・理解）
民事紛争の法的処理における、基礎理論に関する理解
（態度・志向性）
法的紛争処理の「正しさ」を自ら批判的に吟味しつつ、その可能性や
限界を正当に評価する態度や志向性の醸成

 授業の概要・計画  民事訴訟をはじめとする各種紛争処理制度は、その解決内容や手続が
正統で、かつ社会にとって受け入れ可能なものである（正しくて役に
立つ）ことが必要だが、その正統性や妥当性はどうやって得られるの
か。
規範的正統性についていえば、解釈論の基本形である「解釈Ａは解釈
Ｂより良い」という場合の、その良いという判断はどのように得られ
るのか。社会的妥当性についていえば、判決や調停、和解などの紛争
解決手段は、どうして社会的紛争を解決する（ことになっている）の
か。
こうしたごく基礎的な疑問を、法解釈学と基礎法学の狭間で検討して
ゆきたい。講義で開陳されるのは、様々な考えの中のone of themに過ぎ
ないので、この講義が、各自で法の基礎的問題を引き受けて考える契
機となれば幸いである。
現時点で、講義は以下の順番で進むことを予定しているが、変更の可
能性がある。また、番号と講義回数は一致しない。
１ ガイダンス、問題の所在
２ 民事紛争処理はなぜ正義に適っているのか
３ 民事紛争処理はなぜ紛争を解決するのか
４ 応用問題 ―民事紛争処理プロセスにおける時間とは何か―
５ 民事紛争の当事者とは何か
６ （正義と技術の関係）

 授業の進め方  講義形式による。

教科書・参考書等 教科書はないので、読むべき文献はその都度指示する。一応の参考書
として、以下を挙げる。
和田仁孝『民事紛争処理論』（信山社・1994年）
和田仁孝『法社会学の解体と再生』（弘文堂・1996年）
レビン小林久子『調停者ハンドブック』（信山社・1998年）

成績評価の方法・基準 定期試験（レポートを含む）を課する。具体的な方法は、講義初回に
説明する。
民事紛争の法的処理における基礎理論を理解し、自分なりの観点から
（講義で紹介するのは、考え得る検討のごく一部に過ぎない）法的紛
争処理の「正しさ」を批判的に吟味しつつ、その可能性や限界を正当
に評価する態度や志向性を評価する。

その他（質問・相談方法等） メール（法学部ＨＰ参照）で、随時質問を受け付ける。
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 西日本新聞特殊講義Ⅰ
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  西日本新聞特殊講義Ⅰ  標準年次  3・4

 講義題目  現代社会論 開講学期  前 期

 担当教員 田端 良成  単位数  2単位

 教 室 202  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3991J

 Course Title  Modern day issues in society

 Course Overview  This lecture focuses on strengthening our overview towards society.By
 widening your knowledge, improving thinking abilities and developing global
 senses, I look forward to high intellectual performances.

 履修条件  特にありません。下記の授業概要や2015年度の授業評価アンケート等
を参考にしてください。

なお、授業の初回と最終回だけ出席して単位獲得を狙う猛者もいらっ
しゃるようです。その存在は嫌いではありませんし、その猛者ぶりは
卒業後の社会活動において一つの武器にもなり得ますが、今の皆さん
にとっては何の蓄積も成果ももたらしませんので、このような方は他
の授業を履修される方が賢明です。

 授業の目的 授業の目的を列記すれば、以下の素養を持つ学生諸君の養成です。皆
さんは日々、専門知識を自立的、主体的に学ばれていると思います
が、極端な言い方をすれば「現実社会を見る双眼鏡がヤフーニュース
だけではまずかろう」という思いが根底にあります。

①知のウイングを広げる(例えば今後の社会変革につながりそうな人工
知能の話、最先端医療の話、ドローンの話など)
②思考力を磨く(例えば上記の例が今後の社会や皆さんにどう影響を及
ぼすのか熟考する)
③国際感覚を身に付ける(留学がベストですが、とりあえずグローバル
化の実態を知る)
④明確に自己主張できる

世界の政財界関係者や識者が集う「ダボス会議」をご存じでしょう。
ワシントン支局時代、サミットだの国連総会だのＧ７だのと、各国の
シェルパ(官僚)たちが事前に作り上げた「案」を政治家が追認するだけ
のパフォーマンス的な国際会議には辟易させられましたが、ダボス会
議は唯一の例外で、「台本」なしで世界の諸課題が議論されていまし
た。今年のテーマは「第４次産業革命」。皆さんは今、テクノロジー
の加速度的な進展によって「経済」「社会」の大変革期に居合わせて
いることを自覚すべきでしょう。

この流れの中で出てくる、例えばIBMのコンピューター「Watson」
や、「ナノマシン」などという固有名詞に無関心でも、「今から１０
～２０年後、日本の労働人口の４９％が人工知能やロボット等で代替
可能に」なんていう昨年１２月の野村総研とオックスフォード大学と
の共同研究発表に接すると、心中穏やかではいられません。この中に
は「行政事務員」が入っていたりします。

法学部が「教育目的」の一文にも掲げていらっしゃる「急速に変転す
る現代社会」において、知のウイングを広げて得られる情報は皆さん
の足元を照らし、思考力を磨くことでその足取りを確かなものにして
戴きたい。国際感覚うんぬんについては「教育目標」の中で、「一層
の国際性を育成します」と書かれている通りです。
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上記①～④のほかに力を入れたいのは「職業感覚」の養成です。進路
は決まったでしょうか、業種はいかがでしょう。場合によっては大学
合格を目指したあの頃の情熱は薄れ、没頭するものが見つからずやき
もきしている人がいるかもしれません。別に猛烈サラリーマンを生み
出そうとしているのではなく、皆さんが「仕事」というものを具体的
にイメージしやすいように、様々な事例を現代社会論という枠組みの
中で紹介します。

 授業の概要・計画 概形的な授業方法は
Ａ映像資料＋口述解説(１０回程度)
Ｂさまざまなジャンルの実務家による講話(数回)
Ｃ会社訪問(１回)
の３パターンです。

Ｂについては１５年度、国連人間居住計画の福岡本部長、山崎拓・元
自民党副総裁、ラーメン店・一蘭の社長などに講話してもらいまし
た。１６年度も人選とスケジュール調整を進めています。１５年度の
会社訪問は「動きのある方がよかろう」との判断からテレビ局を選び
ました。１６年度は皆さんの希望を踏まえながら決定します。

Ａのラインナップは
①犯罪を予知するコンピューターの存在
②病気とナノマシンと若返り
③世界牛肉戦争
④日本の中枢が標的にされているサイバー攻撃の実態
⑤ファンドマネージャーと実態経済
⑥安倍一強時代の表裏
⑦若手証券マンの１日
などを取り上げる予定です。なお、「旬」な話を取り上げるため、内
容を変更することもあります。

 授業の進め方  この授業の性格上、知識の蓄積がなければ理解できなかったり、みん
なの前で恥をかいたり、ノートに書き写すことに追いまくられるなど
といったことはほぼないと思われます。その分、担当教員、外部ス
ピーカーと皆さんとの「キャッチボール」は物理的にも可能です。ピ
エロ役は担当教員が務めますので、安心して発言してください。

また、授業概要・授業計画のＡ、Ｂパターンの際、その日に学んだこ
とや感じたことなどを記述し、提出してもらいます。おそらく授業は
皆さんが初めて見聞きする、あるいはほとんど聞いたことがない内容
となります。論文チックに書く必要性は全くありませんが、成績評価
の判断材料になることを承知しておいてください。

教科書・参考書等 教科書は特にありません。
必要があればその都度、参考図書を紹介します。

成績評価の方法・基準 この授業は「一話完結」型です。しかし、縦軸が上記「授業の目的」
の①～④であることは言うまでもありません。成績評価は定期試験と
各回ごとの提出文を総合的に判断しますが、現代社会が直面する諸問
題を的確に理解しているか、それを自分の近未来にどう生かそうとす
るのか、地球を俯瞰する素養を持てたかなどを重点的に評価すること
とします。

その他（質問・相談方法等） 適宜、質問や相談に応じます。研究室は皆さんの足が重くなる旧工学
部本館１階です。メールアドレスはtabata.yoshinari.640@m.kyushu-
u.ac.jpです。

過去の授業評価アンケート
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 西日本新聞特殊講義Ⅱ
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  西日本新聞特殊講義Ⅱ  標準年次  3・4

 講義題目  現代社会論 開講学期  後 期

 担当教員 田端 良成  単位数  2単位

 教 室 202  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3992J

 Course Title  Modern day issues in society

 Course Overview  This lecture focuses on strengthening our overview towards society.By
 widening your knowledge, improving thinking abilities and developing global
 senses, I look forward to high intellectual performances.

 履修条件  (前期と同じです)
特にありません。下記の授業概要や2015年度の授業評価アンケート等
を参考にしてください。

なお、授業の初回と最終回だけ出席して単位獲得を狙う猛者もいらっ
しゃるようです。その存在は嫌いではありませんし、その猛者ぶりは
卒業後の社会活動において一つの武器にもなり得ますが、今の皆さん
にとっては何の蓄積も成果ももたらしませんので、このような方は他
の授業を履修される方が賢明です。

 授業の目的 (前期とほぼ同じです)
授業の目的を列記すれば、以下の素養を持つ学生諸君の養成です。皆
さんは日々、専門知識を自立的、主体的に学ばれていると思います
が、極端な言い方をすれば「現実社会を見る双眼鏡がヤフーニュース
だけではまずかろう」という思いが根底にあります。

①知のウイングを広げる(例えば今後の社会変革につながりそうな人工
知能の話、世界の地政学、海外ビジネスの話など)
②思考力を磨く(例えば上記の例が今後の社会や皆さんにどう影響を及
ぼすのか熟考する)
③国際感覚を身に付ける(留学がベストですが、とりあえずグローバル
化の実態を知る)
④明確に自己主張できる

世界の政財界関係者や識者が集う「ダボス会議」をご存じでしょう。
ワシントン支局時代、サミットだの国連総会だのＧ７だのと、各国の
シェルパ(官僚)たちが事前に作り上げた「案」を政治家が追認するだけ
のパフォーマンス的な国際会議には辟易させられましたが、ダボス会
議は唯一の例外で、「台本」なしで世界の諸課題が議論されていまし
た。今年のテーマは「第４次産業革命」。皆さんは今、テクノロジー
の加速度的な進展によって「経済」「社会」の大変革期に居合わせて
いることを自覚すべきでしょう。

この流れの中で出てくる、例えばIBMのコンピューター「Watson」
や、「ナノマシン」などという固有名詞に無関心でも、「今から１０
～２０年後、日本の労働人口の４９％が人工知能やロボット等で代替
可能に」なんていう昨年１２月の野村総研とオックスフォード大学と
の共同研究発表に接すると、心中穏やかではいられません。この中に
は「行政事務員」が入っていたりします。

法学部が「教育目的」の一文にも掲げていらっしゃる「急速に変転す
る現代社会」において、知のウイングを広げて得られる情報は皆さん
の足元を照らし、思考力を磨くことでその足取りを確かなものにして
戴きたい。国際感覚うんぬんについては「教育目標」の中で、「一層
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の国際性を育成します」と書かれている通りです。

上記①～④のほかに力を入れたいのは「職業感覚」の養成です。進路
は決まったでしょうか、業種はいかがでしょう。場合によっては大学
合格を目指したあの頃の情熱は薄れ、没頭するものが見つからずやき
もきしている人がいるかもしれません。別に猛烈サラリーマンを生み
出そうとしているのではなく、皆さんが「仕事」というものを具体的
にイメージしやすいように、様々な事例を現代社会論という枠組みの
中で紹介します。

 授業の概要・計画 (当然のことながら、授業の具体的な舞台回しとなる下記Ａのライン
ナップは前期と全て異なります)

概形的な授業方法は
Ａ映像資料＋口述解説(１０回程度)
Ｂさまざまなジャンルの実務家による講話(数回)
Ｃ会社訪問(１回)
の３パターンです。

Ｂについては１５年度、国連人間居住計画の福岡本部長、山崎拓・元
自民党副総裁、ラーメン店・一蘭の社長などに講話してもらいまし
た。１６年度後期も人選とスケジュール調整を進めています。１５年
度の会社訪問は「動きのある方がよかろう」との判断からテレビ局を
選びました。後期は皆さんの希望を踏まえながら決定します。

Ａのラインナップは
①「Watson」で独走するIBMの世界戦略
②Pepperが担うビジネスの現場
③ロシアに見る裏政治の実態
④日本式生活を輸出せよ
⑤女性コンシェルジュから学ぶ「仕事」
⑥火山列島の地下に潜むリスク
⑦海外ビジネスマンの悲哀
などを取り上げる予定です。なお、「旬」な話を取り上げるため内容
を変更することもあります。

 授業の進め方  この授業の性格上、知識の蓄積がなければ理解できなかったり、みん
なの前で恥をかいたり、ノートに書き写すことに追いまくられるなど
といったことはほぼないと思われます。その分、担当教員、外部ス
ピーカーと皆さんとの「キャッチボール」は物理的にも可能です。ピ
エロ役は担当教員が務めますので、安心して発言してください。

また、授業概要・授業計画のＡ、Ｂパターンの際、その日に学んだこ
とや感じたことなどを記述し、提出してもらいます。おそらく授業は
皆さんが初めて見聞きする、あるいはほとんど聞いたことがない内容
となります。論文チックに書く必要性は全くありませんが、成績評価
の判断材料になることを承知しておいてください。

教科書・参考書等 教科書は特にありません。
必要があればその都度、参考図書を紹介します。

成績評価の方法・基準 この授業は「一話完結」型です。しかし、縦軸が上記「授業の目的」
の①～④であることは言うまでもありません。成績評価は定期試験と
各回ごとの提出文を総合的に判断しますが、現代社会が直面する諸問
題を的確に理解しているか、それを自分の近未来にどう生かそうとす
るのか、地球を俯瞰する素養を持てたかなどを重点的に評価すること
とします。

その他（質問・相談方法等） 適宜、質問や相談に応じます。研究室は皆さんの足が重くなる旧工学
部本館１階です。メールアドレスはtabata.yoshinari.640@m.kyushu-
u.ac.jpです。

過去の授業評価アンケート
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授業情報表示

講義コード 12074017
授業番号
授業科目名 国際教育論Ⅰ
科目名(英題)
講義題目

授業科目区分 教育学系

開講年度 2012

開講学期 前期

曜日時限 木5

必修選択 選択

単位数 2.0

担当教員 ヴィッカーズ

対象学部等 教育学部

対象学年 学部2年 学部3年 学部4年

開講地区 箱崎地区
履修条件
授業概要 近代国民国家の形成と学校教育の関係： 欧米とアジアの比較

全体の教育目標 国民国家の形成と学校教育との関係を理解するようになる事； 
アジアと欧米の国々の教育制度の歴史を理解するようになる事。 

個別の学習目標

授業計画

第1回 近代国民国家時代以前の学校教育： 欧米とアジアの比較 
第2回 開化運動、革命時代とヨーロパの教育思想の関係 
第3回 学校教育の発展とドイツの国民国家の形成 (１９−２０世紀） 
第4回 学校教育の発展とフランスの国民国家の形成 (１９−２０世紀） 
第5回 イギリスの学校教育発展の遅さと社会階級の格差 
第6回 ヨーロパの国々の植民地学校教育と国民国家の形成の関係 
第7回 東アジアの国々の学校教育と近代国民国家の形成（１９世紀末と２０世紀初） 
第8回 米国の学校教育と国民アイデンティティの建設：理想と矛盾 
第9回 ソヴィエトの教育モデルとその影響 
第10回 女子教育と「現代化」の関係 
第11回 戦後ヨーロパの教育と国民国家役割の変化 
第12回 戦後東アジアの学校教育と経済高度成長の関係についての論争 
第13回 現代中国の教育と国民国家形成 
第14回 グローバル化、教育と21世紀の国民国家 
第15回 試験 

キーワード 国民国家の形成、学校教育、アジア、ヨーロッパ

授業の進め方 主として講義によって進めます。必要に応じて資料映像の視聴を組み込んだり、グループワークを取
り入れたりします。

テキスト ありません。必要な資料は適宜、配布します。

参考書

Andy Green (1990). Education and State Formation. London: Macmillan. 
Andy Green (1999). Globalization, Education and the Nation State. London: Palgrave
 Macmillan. 
Krishna Kumar (2005). Political Agenda of Education. New Delhi: Sage. 
Henrietta Harrison (2001). Inventing the Nation: China. London: Arnold 
Marie Lall and Edward Vickers (ed.) (2009). Education as a Political Tool in Asia. Routledge
 （その他は授業時に紹介する） 
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学習相談 随時、授業の前後、メールでの問い合わせにも応じる。

試験／成績評価
の方法等

試験：７０％ 
発表：３０％（発表の内容とやり方は第一回目授業に説明します） 

その他
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 政治学史【政治理論発展】
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  政治学史【政治理論発展】  標準年次  3・4

 講義題目  西洋政治思想史 開講学期  後 期

 担当教員 木村 俊道  単位数  4単位

 教 室 備考  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3831J

 Course Title  History of Western Political Thought

 Course Overview  This lecture deals with the history of Western political thought from ancient
 Greece to early modern Europe.

 履修条件  「政治」や「法」の基礎にあるもの、あるいはそれらの背後に潜むも
のを、思想・歴史・理論の観点から、じっくりと理解したい方を歓迎
します。

また、本科目はEU研究ディプロマプログラム（EU-DPs）に開放されて
います。http://www.euij-kyushu.com/jp/home/index.html
本科目では、歴史・思想・文化など、ＥＵに関連する内容の講義を行
います。

 授業の目的 （１）「型」の修得：「政治学史」あるいは「政治思想史」という
ディシプリンを通じて、一定水準の学問的な「型」や「わざ」を修得
することを目指します【専門的技能・態度】。
（２）政治学の「稽古」：政治学の歴史や古典に関する知識を学び、
西洋文明の思想的な基礎を理解するための力を養います【知識・理
解】。
（３）市民の「教養」：歴史や古典によって育まれる、これからの市
民に求められる政治的な教養を深めます【汎用的技能・志向性】。

※「アカデミーというのは、まさに、学問の型をしつける場所なんで
す」（丸山眞男『座談』7:122）。

 授業の概要・計画 古代ギリシア・ローマから初期近代（16-18世紀）までを中心に、西洋
政治思想の歴史を講義します。具体的には、プラトンやアリストテレ
ス、マキァヴェッリ、ホッブズなどの思想家やテクストに加え、「デ
モクラシー」や「国家」などをめぐる政治的な概念や言説の展開や、
政治と哲学、政治と倫理、政治と宗教などのテーマやコンテクストに
注目し、西洋文明の知的基盤を多面的かつ動態的に理解することを目
指します。

 授業の進め方  さしあたっての授業計画は以下のとおり。

第1部 政治思想史の方法
第1講 イントロダクション／「政治学史」とは何か
第2講 政治思想史の方法
第3講 デモクラシーの思想史
第2部 古代ギリシア・ローマ
第4講 政治と哲学－プラトン
第5講 ポリスの政治学－アリストテレス
第6講 「レス・プブリカ」－共和政ローマとキケロ
第7講 「帝国」の思想史
第3部 中世キリスト教
第8講 政治と非政治－古代の終焉とキリスト教
第9講 「神の国」・「地の国」－アウグスティヌス
第10講 キリスト教共同体－トマス・アクィナス
第4部 ルネサンスと宗教改革 
第11講 ルネサンスと人文主義
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第12講 統治の技術－マキアヴェッリ『君主論』
第13講 ローマの再生－マキァヴェッリ『リウィウス論』
第14講 「痴愚神」と「ユートピア」－エラスムスとトマス・モア
第15講 「宮廷」の思想史－『宮廷人』とジェントルマン教育
第16講 宗教改革－ルターとカルヴァン
第5部 17世紀の政治思想
第17講 フランシス・ベイコンと「近代」
第18講 政治と法－立憲主義と「古来の国制」
第19講 内乱の政治学－主権・思慮・国家理性
第20講 ホッブズ『リヴァイアサン』
第21講 ジョン・ロック『統治二論』
第6部 18世紀の政治思想
第23講 「文明社会」の政治思想①－モンテスキュー
第24講 「文明社会」の政治思想②－ルソー
第25講 「文明社会」の政治思想③－ヒュームとバーク
第26講 『ザ・フェデラリスト』

教科書・参考書等 ※いずれも参考文献です。
☆福田歓一『政治学史』東京大学出版会、1985年
・川出良枝、山岡龍一『西洋政治思想史－視座と論点』岩波書
店、2012年
☆山岡龍一『西洋政治理論の伝統』放送大学教育振興会、2009年
☆宇野重規『西洋政治思想史』有斐閣アルマ、2013年
年
・ウォーリン『西欧政治思想史－政治とヴィジョン』福村出
版、2007年
・渡辺浩『日本政治思想史－17～19世紀－』東京大学出版会、2010年

・小野紀明・川崎修編集代表『岩波講座 政治哲学』全6巻、岩波書
店、2014年
・古賀敬太編『政治概念の歴史的展開』全10巻（予定）、晃洋書
房、2004- 
 
・福田歓一『福田歓一著作集』全10巻、岩波書店、1998年
・丸山眞男『丸山眞男集』全16巻＋別巻、岩波書店、1995-7年
☆岡崎晴輝・木村俊道編『はじめて学ぶ政治学』ミネルヴァ書
房、2008年
☆木村俊道『文明と教養の＜政治＞』講談社選書メチエ、2013年

その他、たくさんの政治学の古典（授業の際に文献一覧を配布しま
す）。

成績評価の方法・基準 試験（70％）とレポート（30％）による。

試験では、論述や語句説明などの複数の観点から、「授業の目的」欄
にある【知識・理解】の到達度を測ります。

レポートでは、関心のある思想家やテクスト、あるいは主題や論点に
ついて調べてもらい、それによって【専門的技能・態度】の習熟度を
判定するとともに、卒業後も学びを続けるための【汎用的技能・志向
性】を確かなものとすることを目的としています。

その他（質問・相談方法等） 講義の役割は、あくまでも、西洋文明や古典の世界に分け入るための
ガイド・ブックに過ぎません。少しでも意欲を覚えた方は、講義の進
行に関わらず、難易度の高い原典や研究書にどんどんチャレンジして
下さい。「わからない」ことも大事です。歴史と格闘した思想家たち
や古典との対話は、学問的な能力を磨くだけでなく、人格的に大きく
成長するための原動力にもなるでしょう。
なお、さらに理解を深めたい方には、木村ゼミへの参加もおすすめし
ます。

過去の授業評価アンケート
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 政治学史基礎【政治理論入門】
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  政治学史基礎【政治理論入門】  標準年次  2

 講義題目  政治学の古典を読む 開講学期  前 期

 担当教員 関口 正司  単位数  2単位

 教 室 大講  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2831J

 Course Title  An Introduction to the History of Political Theory

 Course Overview  Reading a classic of political theory (Machiavelli, the Prince) particularly in
 the light of the author’s intention and the historical contexts.

 履修条件  下記の授業目的を達成するために、毎回の出席と指定テクストの予習
が必須です。

予習しながら自分で まず考えてみて、どこが理解でき理解できないか
を確認してから授業に出ることが、効果的学習のコツです。予習には
９０分程度が必要です。予習を促進するために、予習記録用紙をpdfで
配布し、毎回、授業開始時に提出してもらいます。

 授業の目的 【知識】実践知としての政治理論の特性、政治理論の基本的諸概念、
特に権力と権威の概念
【技能】複雑なテクストの総合的理解の技術
【態度】予習を前提とした自律的な学習の習慣、自己の判断に理由を
つける習慣、古典に立ち返る習慣

 授業の概要・計画 ●これまで何年にも及ぶ受講者の試験成績や授業評価から判断して、大
人数での授業であるにもかかわらず、じっくりと読み（きちんと予習
し）積極的に出席している受講者の場合は、読解力が確実に高まって
います。
●政治学の名著・古典中の名著・古典、マキアヴェリ『君主論』を徹底
的に精読・熟読します。

 授業の進め方  ★下記に指定しているテキストを早めに入手し、初回の授業までに、
『君主論』第４章まで読んで予習しておいてください（わからない語
句の意味や読みも調べ ておくこと）。もちろん、最後まで読み通して
おくのが理想です。自分なりの読みを、授業の中での私の読みと比べ
て、考えを 深めることができます。
●進め方としては、テクストにもとづいて、テクストを註解します。
●予習しないで授業に出席しても、読解力は全くつきません。まず、自
分で読んでみることが★絶対不可欠★です。音読は脳を刺激し効果的
なので、お勧めです。

教科書・参考書等 マキアヴェリ『君主論』（新訳）、池田廉訳、中公文庫（中央公論
社）、定価820円（生協価格：738円）。ISBN 9784122040120

他にも様々な翻訳がありますが、訳語や頁数が違っていて授業の進め
方の障害になるので、上記のものに限ります。

参考書は、授業中に、随時紹介します。
成績評価の方法・基準 ●学期末の試験により、成績評価を行ないます。

●試験では、テクストの著者の意図や歴史的コンテクストに関する理解
度を図る指標を手掛かりに、授業目的としている知識・技能・態度を
それぞれ測定した上で、総合的に評価します。
●授業に出席しないと、授業目的の達成は原理的に不可能です。また、
現実に、試験の際に答案が書けません。

その他（質問・相談方法等） 質問は、原則として、授業時間内に受け付ます。

なお、学期末の試験の際に、学生による授業評価を実施しますので、
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協力をお願いします。
【EU-DPs科目分類】
（B）歴史・思想・文化など、ＥＵに関連するものを扱う
*
本科目はEU研究ディプロマプログラム（EU-DPs）に開放されていま
す。
http://www.euij-kyushu.com/jp/home/index.html
本科目では、 歴史・思想・文化など、ＥＵに関連する内容の講義を行
います。

過去の授業評価アンケート
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 西洋法制史
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  西洋法制史  標準年次  3・4

 講義題目  西洋前近代法史 開講学期  後 期

 担当教員 直江 眞一  単位数  4単位

 教 室 104  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3241J

 Course Title  Western Legal History

 Course Overview  This Course provides students with a general view of the Western Legal
 History from the early medieval ages to the 16th century, focusing on the 12th
 century Renaissance.

 履修条件  とくになし。
他学部生も履修可。

 授業の目的 A. 専門的知識・技能の点では、近・現代法とは異なる西洋前近代法の
歴史的性格の理解、また法および法学の西洋的伝統の形成についての
考察
B. 汎用的技能の点では、コモン・ロー（イングランド法）とシヴィ
ル・ロー（ヨーロッパ大陸法）の比較。
C. 態度・志向性の点では、毎回の授業における質問カードを通しての
積極的な授業参加

 授業の概要・計画 転換期としての１２世紀（「１２世紀ルネサンス」）を中心に、学識
法（ローマ法および教会法）の形成と展開、イングランド法と大陸法
の比較の観点から見た法制度の変容等について講述する。具体的に
は、以下の章立を計画している。

序章：西洋法制史とはどのような学問か（２回）
第１章：ゲルマン部族法典――初期中世の法（３回）
第２章：ローマ法大全（１回）
第３章：中世ローマ法学――学識法（その１）(２回)
第４章：教会法――学識法（その２）（５回）
第５章：コモン・ローとシヴィル・ロー（２回）
第６章：イングランドにおけるコモン・ローの形成（１２回）
第７章：人文主義法学（１回）
第８章：ドイツにおけるローマ法の継受（１回）
第９章：フランス法の形成（１回）

 授業の進め方  担当教員作成のレジュメにしたがって授業を進める。史料および資料
についても適宜プリントを配布する。また、視覚的に理解を容易にす
るためにスライドを多用する。
基本的に講義形式で進めるが、質疑応答を通して、また質問カード
（出席カードを兼ねる）を用いて、できるだけ双方向の授業になるよ
うに努める。

教科書・参考書等 教科書は用いない。
参考書として、以下のものがある。
高山・池上編『西洋中世学入門』（東大出版会）
勝田・森・山内編『西洋法制史』（ミネルヴァ書房）
ヴァン・カネヘム著、小山貞夫訳『裁判官・立法者・大学教授』（ミ
ネルヴァ書房）等。
詳細な参考文献一覧は「序章」において紹介する。

成績評価の方法・基準 出席状況（３０点）と試験（７０点）により、総合的に判定する。
出席状況については、「授業の目的」の観点Cに照らして、質問カード
を通して評価する。試験においては、同観点AおよびBに基づいて、答
案を評価する。

その他（質問・相談方法等） オフィス・アワーあるいはメールでアポイントメントをとった上で、
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質問・相談に応じる。

過去の授業評価アンケート
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 日本法制史
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  日本法制史  標準年次  3・4

 講義題目  近世日本法制史 開講学期  前 期

 担当教員 和仁 かや  単位数  4単位

 教 室 102  科目区分  展開科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW3221J

 Course Title  Japanese Legal History

 Course Overview

 履修条件  多少なりとも歴史史料に触れる意欲があること。日本史の前提知識は
問いません。

 授業の目的  法システムが先行き不透明な激変の渦中に置かれている現在、却って
その原点を確認する作業は重要性を増しているといえます。現代に通
ずるものと通じないもの、そしてそこから学びうるものは何かについ
て、とりわけ江戸時代当時の法文や裁判記録等の歴史史料に直接触れ
つつ考えてみたいと思います。

以下、ご参考までに、昨今重視されつつある「ディプロマ・ポリ
シー」なるものとの関連に少々触れておきますと、

１．知識・理解及び態度・志向性の観点
単なる「知識」「情報」の類であれば各種検索手段の発達した今日に
おいていくらでも入手可能ですので、少なくともこの講義では重視し
ません（一般的な暗記の重要性は、もとより申すまでもないことです
けれど）。「何が理解できたか」よりも「何が理解できていないの
か」、ある歴史史料から何が読み取れるのかと同時に、読み取れない
ことは何か、すなわち対象の持つ制約と自分自身の限界とを自ら「正
確に」踏まえる姿勢こそ、―自戒も込めて―みなさんに身につけてい
ただきたいと思っています。

２．専門的・汎用的技能の観点
むろん専門性や汎用性を一概に否定するものでは毛頭ありませんが、
これを安易かつ徒に「お題目」とすることの弊害は、昨今の日本（に
限らないのかもしれませんけれど）における大学の現状が示している
といえます。虚心坦懐に歴史史料に浸る行為は、あるいはその解毒の
ひとつたりうるかもしれません。

 授業の概要・計画  明治時代以降のいわゆる西洋近代法継受の前提となったにもかかわら
ず、兎角誤解されがちな江戸時代を中心に、「法」「制度」「秩序」
がどのように構想され、いとなまれていたのかを、裁判制度をひとつ
の柱として論じます。また比較法史的な観点からもきわめて興味深い
対象である琉球法制史についても取り上げる予定です。

主なトピックスは以下の通りです（受講者の関心等により変更の可能
性もありえます）。 
（１）法制史の課題
（２）近世の「律系法典」─法の存在形態と継受の諸相
（３）刑事裁判手続とその位置づけ
（４）刑罰制度とその思想
（５）近世琉球の法制度と裁判
（６）民事裁判手続概観

 授業の進め方  基本的に通常の講義形式です。歴史史料（こちらで準備の上配付しま
す）にある程度じっくり触れ、史料の読解を通じて当時の人々の思考
を追体験する（恐らく現代の我々にとって、これはまさに一種の異文
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化体験といえるでしょう）ことが一つの大きな目的ですので、前近代
の文章など凡そ見たくもない、という方には少々苦痛かもしれませ
ん。ただ、「履修条件」でも示した通り、取り組む意欲さえあれば前
提知識は問いませんし、質問は大いに歓迎します。

教科書・参考書等  指定する教科書はありません。

参考書としては差し当たり以下の二冊を挙げておき、これ以外の参考
文献は授業中に紹介します。
平松義郎『江戸の罪と罰』（平凡社、2010年（初版は1988年））
旧事諮問会編『旧事諮問録（上）（下）』（岩波書店、1986年）

成績評価の方法・基準  試験により評価します。場合によっては講義中に小レポートを書いて
いただくこともありえます。
評価に際しては、「授業の目的」や「授業の進め方」で示したことと
連動しますが、史料が示すような当時の思考がどれだけ自らの言葉で
再構成できているか、また自分自身で追体験しようとしているかを重
視します。

その他（質問・相談方法等） 講義終了後、及びオフィスアワーに受け付けます。

過去の授業評価アンケート
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 法史学基礎
最終更新日：2016年3月16日

 授業科目名  法史学基礎  標準年次  2

 講義題目  比較法史入門 開講学期  前 期

 担当教員 直江・五十君・西・和仁 眞一、麻
里子、英昭、かや  単位数  2単位

 教 室 大講  科目区分  基盤科目

 使用言語  Japanese  科目コード LAW-LAW2211J

 Course Title  Basic Course on Legal History

 Course Overview  Four Professors specialized in Western Legal History, Roman Law, Chinese
 Legal History, Japanese Legal History will provide students with basic
 knowledge of the respective fields. The course is designed to serve as an
 introductory course for their further study in legal history.

 履修条件  特になし。

 授業の目的 Ａ．知識・理解
全体は、第１部「日本法制史入門」、第２部「東洋法制史入門」、第
３部「ローマ法入門」、第４部「西洋法制史入門」から構成されるの
で、それぞれの分野の概要を理解すること。
Ｂ．専門的技能
法史学的ものの見方に触れること。
Ｃ．汎用的技能
法学における歴史の重要性を理解すること。
Ｄ．態度・志向性
法史学への関心を呼び起こし、より専門的な講義への道標とするこ
と。

 授業の概要・計画 第１回：イントロダクション
第２回：前近代日本の「法」イメージ（日本法制史入門①）
第３回：日本裁判制度史概説―法と制度をめぐる思考（日本法制史入
門②）
第４回：西洋近代法のインパクト―法の継受（日本法制史入門③）
第５回：中国における法概念（東洋法制史入門①）
第６回：伝統中国における裁判と法（東洋法制史入門②）
第７回：近代中国における法継受（東洋法制史入門③）
第８回：ローマ法の法制史的意義（ローマ法入門①）
第９回：ローマ法史概説（ローマ法入門②）
第１０回：ローマ私法概説（ローマ法入門③）
第１１回：西洋における正義・法・権利（西洋法制史入門①）
第１２回：前近代西洋における裁判の特質（西洋法制史入門②）
第１３回：西洋における法典化と法の継受（西洋法制史入門③）
第１４回：定期試験
第１５回：予備日

 授業の進め方  基本的に講義形式で行う。

教科書・参考書等 適宜プリントを配布する。

成績評価の方法・基準 法史学的なものの見方や法学と歴史との関係が身についているか評価
し、展開科目への入門とするため、定期試験において、日本法制史、
東洋法制史、ローマ法、西洋法制史それぞれの知識、理解度を問う。

その他（質問・相談方法等） 五十君宛メールでアポイントメントをとった上、各教員がそれぞれ受
け付ける。
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15251807 （日）地球システム学概論

（英）Introduction to Earth System Engineering
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

地球システム学概論 専攻教育科目
開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)

2015 後期 月4 必修
単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)

2.0 渡邊 公一郎 地球環境工学科 地球システム工学
コース

対象学年 (Intended
 Year)

開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
地下から得られる様々な鉱物・エネルギー資源は人類が存続するために必要不可欠なものであるが、それらを見出すこ
とは困難を極めるようになっている。一方、これらの資源の開発には少なからず環境破壊を伴う。このような地球資源
問題と地球環境問題を理解し、対策を講じるには地球システムについての理解が必要である。また、地球を構成する物
質の最も小さな基本単元である鉱物や、その集合物である岩石についての理解が必要である。この授業では、資源の対
象としての鉱物、あるいは資源の"入れ物"としての岩石について、その構造や物理的・化学的な性質などを学ぶ。さら
に地球の構成、地質年代、テクトニクス、火山活動など地球資源や地球環境を理解するうえで欠かすことのできない地
球システムの各分野について学ぶ。

キーワード (Keywords)
地球資源、地球システム、地質年代、鉱物、地球内部構造、マグマ、火山、地震

履修条件等 (Pre-requisites)
出席状況（20点）、レポート（20点）、期末試験（60点）

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 イントロダクション、地球資源と地球システム ○

2 地質年代、放射年代測定法、Earth’s history ○

3 地球内部構造とダイナミクス、プレートテクトニクス ○

4 鉱物の概念、鉱物の物理的性質、化学結合、イオン半径、配
位など

○

5 Mineralogy ○
6 鉱物の生成：様々な生成過程と成因、鉱物各論 ○
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7 地球内部構造の探査法 ○

8 マグマの発生、結晶分化作用 ○

9 火山と噴火：火山の分布、噴火様式など ○

10 Mineralization ○

11 岩石の種類と地震・火山活動との関係 ○

12 地震：地震発生の条件と発生場、活断層 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

テキスト(Textbooks)
「地球学入門」酒井治孝（2003, 東海大学出版会）

参考書 (Reference Books)
「地球システム科学入門」鹿園直建（1992, 東京大学出版会）

授業資料(Course Handouts)
プリント

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point) 列
 (column)：成績評価
方法 (Evaluation

 Method)

評価観点（未記入）
備考( 欠格条件、割合等 ) (Grading

 Percentage, Disqualification etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎

小テスト (Class
 tests)

 -

レポート (Report) ○
発表（プレゼン、ス

ピーチ等）
 (Presentation)

○

授業への貢献度 (In-
class contribution)

○

授業態度（出席）
 (Attendance)

○

　 ○
成績評価基準に関わる
補足事項 (Additional

 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

レポートでは、どのような能力を測るためにどのような課題を出すか、期末テストでは、どの程
度の知識・理解が求められるか。出席は、期末試験を受ける要件のみに使う 
評価方法について：◎特に重視する

ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )

その他 (Others)

最終更新日時
2015-11-05 22:20:49
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード (Numbering

 Code)
15255111 環境地球科学

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
environmental geosciences 専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 前期 金2 その他（コース選択）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 渡邊 公一郎 地球環境工学科 地球システム工学コー

ス
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部3年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
環境地球科学environmental geosciencesに関わる下記のような講義を行う。ここでは火山噴火、地震、地すべりなど
の自然災害、環境汚染、放射性廃棄物の地層処分、アルカリ骨材反応によるコンクリート劣化の問題など、我々の生活
に身近な環境地球科学に関わる諸問題を取り上げる。これらに加えて資源開発と環境問題の関係についての講義を行
う。最後に資源枯渇と将来予測に関わる問題を資源地球科学の立場から概観する。 
We live on the earth, which has limited capacity to feed the humankind. We experienced the energy crisis
 called oil shock, and recently we had an extreme cost soaring of energy and mineral resources. Because of
 depletion of the earth resources, global environmental issues and explosion of human population, the
 humankind may not survive in the next century. This subject covers a broad range of topics related to
 environmental geology, including natural hazards, depletion of earth resources and their impact on human
 lives. The environmental effects of exploring earth resources are also an integral component of the course.
 The course will be evaluated as to impact on the supply and demand of energy and mineral commodities.
 Geochronology, geochemistry of hydrothermal ore deposits, fluid inclusions, and stable and radiogenic
 isotopes can be involved.

キーワード (Keywords)
環境地球科学 environmental geosciences, 自然災害 natural hazard, 斜面災害 slope failure, 環境汚染
 environmental polution, 放射性廃棄物の地層処分 geological disposal of radioactive waste, 資源開発と環境問題
 earth resource development and its environmental impact

履修条件等 (Pre-requisites)
地球科学や環境問題への関心

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
基礎的な物理・化学の知識 Basic knowledge of physics and chemistry

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

地球科学に関わる環境
問題への理解力

学んだ知識や理解を社会に活かすこと

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,
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 etc)
 preparation,
 review, etc.)

1 イントロダクション、環境と地球科学 Introduction to
 environmental geosciences 

○

2 自然災害 Natural hazards ○

3 地震と災害 Earthquakes and related hazards ○

4 火山活動と災害（１）Volcanic activity and hazard No.1 ○

5 火山活動と災害（２）Volcanic activity and hazard No.2 ○

6 地すべりと災害 Slope processes, landslides, and
 subsidence and hazards

○

7 コンクリートとアルカリ骨材反応（１） Concrete and
 Alkali aggregate reaction No.1

○

8 コンクリートとアルカリ骨材反応（２） Concrete and
 Alkali aggregate reaction No.2

○

9 放射性廃棄物と地層処分（１）Geological disposal of
 radioactive waste No.1

○

10 放射性廃棄物と地層処分（２）Geological disposal of
 radioactive waste No.2

○

11 資源開発と環境問題（１）Earth resource development
 and its environmental impact No.1

○

12 資源開発と環境問題（２）Earth resource development
 and its environmental impact No.2

○

13 資源経済と将来予測（１）Mineral economics and future
 No.1

○

14 資源経済と将来予測 （２）Mineral economics and future
 No.2 

○

15 総括 Summary ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

地球科学、地球環境、資源などに関して、日経新聞やウェブ情報に目を通す/Search information for geosciences,
 geological environments and earth resources through news paper and/or web

テキスト(Textbooks)
特になし

参考書 (Reference Books)
酒井治孝著「地球学入門」東海大学出版

授業資料(Course Handouts)
随時配布

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点 (Stand Point) 列

 (column)：成績評価方法
 (Evaluation Method)

地球科学に関わる環境問題への理解力
備考( 欠格条件、割合等 ) (Grading

 Percentage, Disqualification etc. )

学期末試験 (Final Exam) ◎ 60％

小テスト (Class tests)  -

レポート (Report) ◎ 20％
発表（プレゼン、スピーチ等）

 (Presentation)
○

授業への貢献度 (In-class ○
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 contribution)
授業態度（出席） (Attendance) ◎ 20％

　  -
成績評価基準に関わる補足事項
 (Additional Information

 regarding Evaluation Method)
ルーブリック (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
オフィスアワー：授業日

その他 (Others)

最終更新日時
2015-06-30 23:21:44
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講義科目名 応用地球物理学 

科目ナンバリングコード   

講義題目

授業科目区分 専攻教育科目 / Specialized Courses 

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 水曜日 ３時限

必修選択 コース必修 / Required for Earth System Engineering Course 

単位数  2.0 

担当教員 水永 秀樹

学部カテゴリ 工学部 

対象学部等 地球環境工学科（地シス） / Department of Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

対象学年  3 

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室   

その他
（自由記述欄）

授業概要

物理探査法は，人間の目には見えない地下構造を，目の替わりとなる種々のセンサーを用いて可視化する方法で
ある。物理探査法は，地下資源の探査を始め，海洋資源探査，遺跡探査，土木分野の基礎地盤調査，土壌・水質
汚染源の探査，地下環境のモニタリング等に広く利用されている。本授業では，物理探査法の基礎原理や特徴を
学ぶと共に，物理探査法の実際の適用例を学ぶ。 

 Geophysical exploration is the method which visualizes invisible subsurface structure using the various sensors
 instead of human eyes. Geophysical exploration method is widely used for surveys for earth and marine
 resources, archaeological prospection, subsurface investigation for civil engineering, soil and groundwater
 contamination survey, and environmental monitoring. Students learn the principles and the applications of
 geophysical exploration methods in this class. 

キーワード 物理探査，資源探査，遺跡探査，環境物理探査，電気探査，弾性波探査，電磁探査，重力探査，磁気探査，地中
レーダ探査，放射能探査，地温探査 

履修条件等 地球環境のイメージングを履修していることが望ましい。 

履修に必要な
知識・能力 基礎的な微分方程式が解けること。 

 No 観点 詳細

シラバス参照

PAGE TOP
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到達目標

 1.
 A 知識・理解 / Knowledge and
 Understanding 

物理探査の役割および探査手法を理解できる．
各種物理探査法の基礎となる物理現象および物性値の特徴が理解
できる． 

 2.  B 専門的技能 / Skills and Other
 Attributes 

各種物理探査法の長所と短所を理解し，探査対象に最適な探査法
を選択できる． 

 3.  c 汎用的技能 / Tranferable Skills 物理現象を支配する偏微分方程式に関する基礎事項が理解できる 

 4.  D 態度・志向性 / Status and Value
 to Society 

身近な地球科学的現象に興味を持ち，それを定性的に説明できる 

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講義 演習・その他 授業時間外学習

 1. 物理探査の概要
各種物理探査法の概説 

◯   レポート 

 2.
電気探査(1)
電気探査の基礎事項
比抵抗法 

◯   レポートと予習 

 3.

電気探査(2)
自然電位法(SP法)
強制分極法(IP法)
流電電位法 

◯   レポートと予習 

 4.
弾性波探査(1)
弾性波の基礎事項
弾性波探査・屈折法の基礎 

◯   レポートと予習 

 5.
弾性波探査(2)
弾性波探査・反射法の基礎
反射法データの処理 

◯   レポートと予習 

 6.
電磁探査(1)
電磁探査の基礎事項
 EM法，TEM法 

◯   レポートと予習 

 7.
電磁探査(2)
地磁気地電流法(MT法)
 CSAMT法 

◯   レポートと予習 

 8.
重力探査
引力と重力，重力計の原理
重力データの補正，重力異常 

◯   レポートと予習 

 9.
磁気探査
地磁気の3要素，磁力計の原理
誘導磁化，残留磁化，磁気異常 

◯   レポートと予習 

 10.
地中レーダ探査
電磁波の基礎事項
プロファイル測定，ワイドアングル測定 

◯   レポートと予習 

 11.
放射能探査
放射能の基礎事項，サーベイメータ，スペクトロメータ
放射能の測定，断層探査 

◯   レポートと予習 

 12.
地温探査
伝導・対流・輻射，温度計
地温勾配，水みち 

◯   レポートと予習 

 13.
物理探査の適用例(1)
地下資源探査
地熱探査 

◯   レポート 

 14.
物理探査の適用例(2)
環境物理探査
遺跡探査 

◯   レポート 

授業以外での
学習にあたって

次の授業のために配付する資料を用いた予習が必要となる。また毎回授業内容に関するレポートを課す。予習と
復習の時間を十分確保すること。 

テキスト なし 

参考書
 1)応用地球物理学の基礎，狐崎長埌，古今書院
2)建設・防災技術者のための物理探査，佐々宏一ほか，森北出版
3)地殻の物理工学，石井吉徳，東京大学出版会 
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Copyright FUJITSU LIMITED 2005-2014

授業資料 授業のための資料を毎回配布する 

成績評価

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠
格条
件・
割
合）

  ◎ ◎ ◎            60 

                    

  ◎ ◯ ◯ ◎          30 

                    

                    

                    

        ◯          10 

成績評価基準
に関わる補足
事項

期末試験の成績(60点)と毎回課す講義内容に関するレポートの成績(30点)及び出席点(10点)を総合して評価す
る．期末試験の受験には2/3以上の出席が必要． 

ルーブリック 応用地球物理学_ルーブリック.pdf

学習相談 講義内容に関する質問等は随時受け付けている．場所：ウエスト2号館4階432号室 

添付ファイル

その他

更新日付  2016-03-15 09:58:09.133
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授業科目コード 4625 授業科目名 環境地球物理学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 地球システム工学コース選択科目・通常授業 

履修年次 3 年後期 単位 2 単位 学習・教育目標 (d) 

担当教員 

水永 秀樹 キーワード 環境物理探査、浅層物理探査 

内線 3317 

E-mail:mizunaga@mine.kyushu-u.ac.jp 

履修条件 応用地球物理学を受講しておくことが

望ましい。 

授業テーマ 浅層物理探査の基礎を理解すると共に、環境・防災・考古学分野での適用例を学ぶ。 

授業の目的 

浅層物理探査法は，土壌や地下水に関連した環境分野，地震や地すべり等の防災分野，遺跡

などの考古学分野で広く利用されています。本授業では，浅層物理探査の基礎原理を学ぶと

ともに，様々な分野での応用例を学びます。 

 

授業の目標 

(到達目標) 

1.浅層物理探査の役割および探査手法の種類を理解できる。 

2.各種物理探査法の基礎となる物理現象および物性値の特徴が理解できる。 

3.様々な探査対象に応じた最適な探査法を判断できる。 

 

授業方法 
主に講義形式で授業を行ない、授業内容に関するレポートを毎回課す。必要に応じて，授業

中に講義内容に関する質問をしたり，講義内容についての小テストを課す。 

授業計画 

1 環境地球物理学の概要 

 

9 活断層の探査 

2 浅層物理探査法の基礎 10 地すべり面の探査 

 

3 土壌汚染の探査 11 遺跡の探査(1) 

 

4 地下水汚染の探査 12 遺跡の探査(2) 

 

5 漏水箇所の探査 13  

 

6 地下空洞の探査 

 

14  

7 地下埋設物の探査 

 

15  

8 不発弾および地雷の探査 

 

16  

成績評価の方法 
毎回課す講義内容に関するレポートの結果（20 点）と，上記の到達目標に関連した期末試験

の結果（80 点）を総合して評価し，60 点以上を合格とする。  

教科書・参考書 

参考書：地盤工学への物理探査技術の適用と事例、地盤工学会編、地盤工学会 

    考古学のための地下探査入門、アンソニー・クラーク著、古今書院 

地圏環境情報学，芦田 譲編著，山海堂 

学習相談 質問等は随時受け付けています。場所：ウエスト２号館 432 号室 
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード (Numbering

 Code)
15253510 （日）地球熱学

（英）Thermal Geophysics
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

専攻教育科目
開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)

2015 後期 水1 必修
単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)

2.0 藤光 康宏 地球環境工学科 地球システム工学コー
ス

対象学年 (Intended
 Year)

開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
（日）地球内部には巨大な地熱エネルギーが貯えられており、そのごく一部が地熱発電などとして利用されている。自
然の恵みである地球のエネルギーを環境と適合して利用して行くためには、地球の熱的状態をよく理解する必要があ
る。この授業では、特に地球内部の熱伝導に関する問題の理解を深めると共に、地球内部の構造と動きに関する基礎的
知識を習得する。なお、講義だけでなく、授業中に演習を兼ねた小テストを実施して理解を深める。 
（英）An enormous amount of geothermal energy was stored within the earth, and small portion of the
 energy is used as geothermal power generation, etc. In order to utilize geothermal energy in concord with
 the environment, we need to understand about the thermal condition of the earth’s interior. This class
 develop a better understanding about not only the internal structure and dynamics of the earth but also the
 thermal conduction of the earth’s interior. This class includes quizzes.

キーワード (Keywords)
（日）地球熱学、地熱エネルギー、地殻熱流量、熱伝導、地熱発電、マグマ 
（英）geothermics, geothermal energy, terrestrial heat flow, thermal conductivity, geothermal power
 generation, magma

履修条件等 (Pre-requisites)
特になし。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
ベクトル解析（特にgradとdiv）、伝熱学の知識

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

知識・理解 ・熱伝導に関する偏微分方程式の基礎的事項を理解できる。 
・地球の構造と動きに関する基礎的事項を理解できる。 
・地球内部の熱的構造及び熱の流れに関し、対象のスケールに応じて系統的に理解できる。 
・地熱系の形成するために必要な地下の熱的構造について具体的イメージを持つことができ
る。

態度・志向性 ・自力で考え、自分の言葉で記すことができる。

授業計画 (Course Plan)
授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習

 (Comments,
 suggestions演習・その他
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進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)
講義 (Lecture)  (Exercise,

 Field trip,
 etc)

 for course
 preparation,
 review, etc.)

1 ガイダンス ○

2 熱伝導の基礎 ○

3 地球の構造 ○

4 地球の熱学 ○

5 地殻の熱学 ○

6 地下の深度と温度との関係 ○ 小テスト（演
習）

7 地熱活動の原因としてのマグマ ○

8 マグマ冷却に伴う熱水系の発達 ○

9 非火山系地熱系 ○

10 地熱エネルギーの利用 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

なし

テキスト(Textbooks)
なし

参考書 (Reference Books)
江原幸雄（2010）日本列島は地熱エネルギーの宝庫，櫂歌書房 
杉村 新・中村保夫・井田喜明 編（1988）図説地球科学，岩波書店

授業資料(Course Handouts)
授業中に適宜プリントを配布する。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point)
 列 (column)：成

績評価方法
 (Evaluation

 Method)

知識・理解 態度・志向性
備考( 欠格条件、割合等 )
 (Grading Percentage,
 Disqualification etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎  - 85%

小テスト (Class
 tests)

○ ◎ 10%

レポート (Report)  -  -
発表（プレゼン、ス

ピーチ等）
 (Presentation)

 -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 - ○ 5%

　  -  -
成績評価基準に関わ

る補足事項
 (Additional

学期末試験では、授業で履修した各項目の理解度と定量的な取り扱いを問う。演習を兼ねた小テス
トは、正解であることよりも、自力で考えて、専門用語などを適切に用いながら自分の言葉で説明
できているかどうかを重視する。なお、出席回数を学期末試験の受験資格とはしない。
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 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

ルーブリック
 (Rubric)

ファイル名 (File name) 備考 (Remarks) 公開日時 (Release date)
地球熱学ルーブリッ
クVer2.pdf

2015-09-19 14:49:31

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
授業日の17時から18時に伊都ウエスト2号館435号室にて対応する。それ以外については、予めメールにより相談日時
を調整すること。

その他 (Others)
学期末試験では計算問題も出題するので、関数電卓（計算機能のみのもの。スマートフォンや電子辞書などでの代用は
不可）を持参すること。持参し忘れても貸与はしない。

最終更新日時
2015-09-21 13:14:37
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード (Numbering

 Code)
15254007 地熱工学

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 前期 木1 その他（コース必修）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 藤光 康宏、辻 健 地球環境工学科 地球システム工学コー

ス
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部3年 伊都地区 未設定

授業概要 (Course Overview)
地熱発電等によって、経済的に地球の熱エネルギーを利用することを可能にするためには、地下深部に存在する熱を水
の循環によって地表近くに集中的に集める機構、すなわち熱水系の存在が重要である。この授業では、まず地熱系及び
熱水系についての概論を導入部として、液相単相流の熱水系を現象論的・数学的に理解し、次に地熱系・熱水系の機構
の解明や地熱資源開発などのための地熱探査法を学び、最後に地熱資源評価のプロセスを学ぶ。なお、講義だけでな
く、授業中に演習を兼ねた小テストを適宜実施して理解を深める。

キーワード (Keywords)
地熱系，熱水系，地熱エネルギー，地熱探査，地熱資源量評価，地熱発電

履修条件等 (Pre-requisites)
地球熱学、流体力学第一を履修済みであることが望ましい。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
ベクトル解析（特にgradとdiv）、伝熱学、水理学の知識

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

知識・理解 ・複雑で多様な天然の熱水系を体系的に理解し、それを実際の熱水系の理解に適用できる。 
・地熱探査法における各種探査手法の役割を理解する。 
・地熱資源量評価の基礎的知識を理解する。 
・地熱資源量評価の基礎的知識を理解する。 
・複雑で多様な天然の熱水系を体系的に理解し、それを実際の熱水系の理解に適用できる。 
・地熱探査法における各種探査手法の役割を理解する。 
・地熱資源量評価の基礎的知識を理解する。

専門的技能 ・液相単相の熱水系における熱と水の流れの数学的取り扱いができる。

汎用的技能 ・専門用語を理解し、適切に用いることができる。

態度・志向性 ・自力で考え、自分の言葉で記すことができる。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)
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 review, etc.)
1 ガイダンス ○

2 熱水系の現象論 ○

3 ・地熱系の分類 ○

4 ・熱水系とは何か？ ○

5 ・熱水系の構成 ○

6 ・熱水の起源 ○

7 ・地熱系の種類 ○

8 熱水系の定量的扱い ○

9 ・液相単相流の基礎方程式 ○

10 ・基礎方程式の解法 ○

11 ・モデル計算 ○ 小テスト（演
習）

12 ・実際の熱水系の解析例 ○

13 地熱の探査法 ○

14 ・地熱探査の役割 ○

15 ・地熱探査法各論 ○

16  ・地質学的探査 ○

17  ・地球化学的探査 ○

18  ・地球物理学的探査 ○ 小テスト（演
習）

19 地熱資源の評価法 ○

20 ・資源量の定義 ○

21 ・地下熱量評価から発電に至るまで ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

なし

テキスト(Textbooks)
なし

参考書 (Reference Books)
江原幸雄（2010）日本列島は地熱エネルギーの宝庫，櫂歌書房 
江原幸雄・野田徹郎（2014）地熱工学入門，東京大学出版会 
杉村 新・中村保夫・井田喜明 編（1988）図説地球科学，岩波書店

授業資料(Course Handouts)
授業中に適宜プリントを配布する。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand
 Point) 列

 (column)：成
績評価方法

 (Evaluation
 Method)

知識・理解 専門的技能 汎用的技能 態度・志向性

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験
 (Final Exam)

◎ ◎  -  - 85%

小テスト (Class ○ ○ ◎ ◎ 10%
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 tests)
レポート

 (Report)
 -  -  -  -

発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 -  -  - ○ 5%

　  -  -  -  -
成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

学期末試験では、授業で履修した各項目の理解度と定量的な取り扱いを問う。演習を兼ねた小テスト
は、正解であることよりも、自力で考えて、専門用語などを適切に用いながら自分の言葉で説明でき
ているかどうかを重視する。なお、出席回数を学期末試験の受験資格とはしない。

ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
授業日の17時から18時に伊都ウエスト2号館435号室にて対応する。それ以外については、予めメールにより相談日時
を調整すること。

その他 (Others)
学期末試験では計算問題も出題するので、関数電卓（計算機能のみのもの。スマートフォンや電子辞書などでの代用は
不可）を持参すること。持参し忘れても貸与はしない。

最終更新日時
2015-04-04 12:01:05
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15255503 （日）資源開発生産工学

（英）Mineral Resources Exploration and Production
 Engineering

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required /
 Elective)

2015 後期 金1 必修
単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)

2.0 佐々木 久郎、菅井 裕一 地球環境工学科 地球システム工
学コース

対象学年 (Intended
 Year)

開講地区 (Taught Campus) 教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区 未設定

授業概要 (Course Overview)
資源開発・生産プロジェクトの概要を説明し，資源量評価，資源開発の要素技術である設計，掘削，破砕，運搬などの
資源生産における基本的な算定手法を主として露天採掘を対象として解説する。とくに，資源開発エンジニアとなるた
めの，資源開発に関する入門的内容や開発および生産手法を理解し，各要素技術についての数量的な解析手法とおよび
設計法を修得することを目標としている。

キーワード (Keywords)
鉱物資源，資源量評価，オープンピット，ベンチカット，掘削，運搬，サイクルタイム，生産レート，輸送レート

履修条件等 (Pre-requisites)
とくになし。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
基本となる力学などの物理学が理解できること。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

力学などの専門分野へ
の応用力

資源開発に先立って，基礎的な単位変換と力学的基礎を理解する。

資源量の数量的評価力 鉱物資源の品位分布に基づいて可採埋蔵量の数量的な把握手法を理解する。

生産レートの算定手法
の理解

掘削機械のバケット容量，サイクルタイムなどから掘削レートの算定法を理解する。

タイムスタディなどの
理解

積込機とダンプトラック数およびベルトコンベアによる輸送量の算定とそのシステムを理解す
る。

露天採掘におけるベン
チカットなどの資源開
発方法の修得

ベンチカットにおける爆薬を用いた掘削・破砕システムの理解と諸元の決定手法を理解する。

資源開発における最適
化手法の修得

露天採掘の最終ピット形状の最適化とスケジューリングおよび掘削・運搬の自動化を理解する

授業計画 (Course Plan)
授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
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進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)
講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

1 資源開発とは？（イントロダクションおよび資源開発用語の
解説

○

2 資源開発における費用と利益および開発プランニングの流れ
向

○

3 資源開発における鉱物資源量の算定方法（ポリゴン法） ○

4 オープンピット鉱山の採掘システムの概要 ○

5 オープンピット採掘におけるはく土比と経済性 ○

6 ドラッグラインとパワーショベルの仕様，サイクルタイムと
生産レート

○

7 ブルドーザーおよびスクレーパの仕様，サイクルタイムと掘
削生産レート

○

8 バケットホイールエキスカベータおよびフロントエンドロー
ダーの仕様，サイクルタイムと掘削生産レート

○

9 ショベルローダーとダンプトラックによる最適運搬システム
と輸送量の最低

○

10 ベンチカットにおける爆薬を用いた掘削・破砕，ロータリー
ドリル，発破工法のシステムとそれらの諸元の決定

○

11 クラッシャーなどによる破砕，ベルトコンベアによる輸送容
量および動力

○

12 露天採掘における最終ピット形状，ベンチ緒元，運搬路，最
終残壁

○

13 採掘・運搬システムの最適化と海外露天掘り鉱山の例 ○

14 採掘・運搬システムの自動化と新たな資源開発の動向 ○

15 講義全般に関する演習 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

テキスト(Textbooks)
教科書：資源開発生産工学（配布） 

参考書 (Reference Books)
参考書：H.L.Hartman and J.M.Mutmansky: Introduction to Mining Engineering, 2nd Ed. John Wiley & Sons,
 INC

授業資料(Course Handouts)
各講義時間に必要な資料、演習課題およびその解答などは、その都度配布する。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand
 Point) 列

 (column)：成
績評価方法

 (Evaluation
 Method)

力学などの専
門分野への応

用力

資源量の数量
的評価力

生産レートの
算定手法の理

解

タイムスタ
ディなどの理

解

露天採掘にお
けるベンチ
カットなどの
資源開発方法
の修得

資源開発にお
ける最適化手
法の修得

備考( 欠格条件、
割合等 )

 (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験 ◎  -  -  -  -  - 70
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 (Final Exam)
小テスト (Class

 tests)
○  -  -  -  -  - 25

レポート
 (Report)

○  -  -  -  -  - 5

発表（プレゼ
ン、スピーチ

等）
 (Presentation)

○  -  -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -  -  -

授業態度（出
席）

 (Attendance)

◎  -  -  -  -  - ⽋格条件

　  -  -  -  -  -  -
成績評価基準に
関わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

ルーブリック
 (Rubric)

ファイル名 (File name) 備考 (Remarks) 公開日時 (Release date)
H27-資源開発生産工学－ルーブ
リック.pdf

2015-09-18 18:43:24

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
講義日の午後５時までオフィスアワーとする。また、Eメールによる相談も受け付け 
る。

その他 (Others)

最終更新日時
2015-09-18 21:05:19
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード (Numbering

 Code)
15255618 （日）エンジニアリングエコノミー

（英）Engineering Economy
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

専攻教育科目
開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)

2015 後期 金2 選択
単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)

2.0 佐々木 久郎 地球環境工学科 地球システム工学
コース

対象学年 (Intended
 Year)

開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部3年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
鉱工業生産に携わるエンジニアのための生産計画，経済性評価や財務管理のための数理的あるいは計量的手法を解説す
る。とくに，開発および生産プロジェクトの立案に関る生産計画，経済性評価や財務などの手法を修得することを目標
としている。。 

キーワード (Keywords)
エンジニアリング，時間価値，キャッシュフロー，減価償却，損益分岐，在庫管理，感度分析，費用，収益，生産計画

履修条件等 (Pre-requisites)
なし。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
なし

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

手法および用語の説明
力

鉱業における開発・生産プジェクトに関わる経済的側面を考慮した選択と意思決定に関る手法
や用語を修得する。

数理的な手法の理解 工学分野における経済性評価を実施するための数理的な手法を利用できる。

優劣の評価力 具体的な代替案に関る例題について数量的に比較検討し，その優劣を評価できる。

生産計画の立案力 感度分析，線形計画やライフサイクルを考慮した生産計画を立て，理解できる。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 エンジニアリングとエコノミー，および鉱物資源の経営面に
おける特徴 

-

2 貨幣の時間的価値とキャッシュフロー分析 ○

3 現在価値法，年価法および将来価値法による経済価値の比較 ○
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4 初期投資と操業費用を考慮した総費用分析 ○

5 一定勾配年金，据え置き年金，複雑な時間価値の計算方法，
エクセルの利用

○

6 インフレーションと実質金利および実効金利と連続複利 ○

7 減価償却と税金。税額を考慮した定額法，定率法等による比
較分析

○

8 費用分析と損益分岐解析および供給と需要を考慮した損益分
岐解析 

○

9 在庫管理 (発注と費用および経済的発注量 ○

10 プロジェクトの不確実性と感度分析 ○

11 排反的分析，優劣分岐線分析 ○

12 線形計画法と生産計画およびゲームの理論による意思決定 ○

13 投資の利益率と回収期間および資源開発の経済性評価法 ○

14 財務管理と財務会計，ライフサイクルアセスメント(LCA)，
総合演習

○

15 全体の講義内容に関する演習 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

一般的なミクロ経済に関する本を参照することで、より多角的に理解できる。

テキスト(Textbooks)
教科書：エンジニアリングエコノミー（配布）

参考書 (Reference Books)
参考書：Engineering Economic Analysis, Donald G. Newnan, 6th edition, Engineering Press, ISBN 0-910554-
95-1, 1996.

授業資料(Course Handouts)
演習問題およびその解答などの資料は、その都度配布する。

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point)
 列 (column)：成

績評価方法
 (Evaluation

 Method)

手法および用語の
説明力

数理的な手法の理
解

優劣の評価力 生産計画の立案力

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎  -  -  - 75

小テスト (Class
 tests)

○  -  -  - 20

レポート
 (Report)

○  -  -  - 5

発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

◎  -  -  - ⽋格条件

　  -  -  -  -
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成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

ルーブリック
 (Rubric)

ファイル名 (File name) 備考 (Remarks) 公開日時 (Release
 date)

H27-エンジニアリングエコノ
ミー－ルーブリック.pdf

2015-09-18
 18:44:20

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
講義日の午後５時までオフィスアワーとする。また、Eメールによる相談も受け付ける。

その他 (Others)

最終更新日時
2015-09-18 21:05:28
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード (Numbering

 Code)
15251710 （日）岩盤工学

（英）Rock Engineering
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

専攻教育科目
開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)

2015 後期 月3 必修
単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)

2.0 島田 英樹 地球環境工学科 地球システム工学コー
ス

対象学年 (Intended
 Year)

開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
地殻中の有用鉱物やエネルギー資源を採取するためには、必要な大きさの空間を地殻中に設ける。この空間を安全で経
済的にかつ効率よく掘削し、維持管理する上で必要な、地殻を構成する「岩」の力学的な応答を理解するための基本的
な考え方を修得する。

キーワード (Keywords)
岩盤応力，岩盤の特性，斜面の安定性

履修条件等 (Pre-requisites)
固体力学を受講しておくこと。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
これまでに基幹教育科目で学んだ基本的な力学に加え、簡単な微積分が解ける必要である。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

 A 
知識・理解/
 Knowledge and
 Understanding 

 · 岩の構造や特性を理解するとともに，岩盤構造物に関する必要最小限の基本的事項を理解す
ることができる。

 B 
専門的技能/ Skills
 and other attributes
 

・岩の構造について理解できる。 
・岩に関する種々の特性について理解できる。 
・地山応力に関する計測法、解析法が理解できる。 
・岩盤構造物の設計と安定化について理解できる。 

 C 
汎用的技能/
 Transferable Skills 

 · 岩盤工学に関する必要最小限の基本的事項を露天掘り鉱山の斜面の設計へ展開することがで
きる。

 D 
態度・志向性/ Status
 and Value to
 Society 

 · 身近な力学現象に興味を持ち、それを定性的に説明できる。

授業計画 (Course Plan)
授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
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進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)
講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

1 岩盤工学とは 
岩の構造（不連続面） 

○ 演習 レポート（演習
問題）

2 岩の特性 
変形性 
強度 
透水性 
異方性・不均質性 

○ 演習 レポート（演習
問題）

3 地山応力 
岩盤内変位計測 
応力測定 
応力解析 

○ 演習 レポート（演習
問題）

4 岩盤斜面の安定性 
地下空洞周辺の応力 
地下空洞の設計と支保 

○ 演習 レポート（演習
問題）

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )
特記すべきことなし。

テキスト(Textbooks)
Rock Mechanics Principles in Engineering, J.A.Hudson, Butterworth-Heinemann, Pub., London, (1989)

参考書 (Reference Books)
岩石力学入門, 山口梅太郎・西松裕一,東京大学出版会（1991）

授業資料(Course Handouts)

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand
 Point) 列

 (column)：成績
評価方法

 (Evaluation
 Method)

A 
知識・理解/

 Knowledge and
 Understanding 

B 
専門的技能/ Skills

 and other
 attributes 

C 
汎用的技能/

 Transferable
 Skills 

D 
態度・志向性/
 Status and

 Value to Society
 

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験
 (Final Exam)

◎ ◎  -  - 80%

小テスト (Class
 tests)

 -  -  -  -

レポート
 (Report)

 -  - ○ ◎ 10%

発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 -  -  - ○ 10%

　  -  -  -  -
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成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

出席点（10点）と，毎週行う演習問題に対する小テスト（10点），上記の到達目標に関連した期末
試験の結果（80点）を総合して評価し，60点以上を合格とする。なお，講義を４回欠席したものに
ついては再履修とする。

ルーブリック
 (Rubric)

ファイル名 (File name) 備考 (Remarks) 公開日時 (Release date)
岩盤工学_ルーブリック.pdf 2015-08-17 09:18:11

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合には，講義日の１６時から１７時に教員室にて対応する。

その他 (Others)

最終更新日時
2015-08-19 13:24:08
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講義科目名 地下空洞設計法 

科目ナンバリングコード   

講義題目

授業科目区分 専攻教育科目 / Specialized Courses 

開講年度  2016 

開講学期 前期 

曜日時限 前期 月曜日 ２時限

必修選択 コース必修 / Required for Earth System Engineering Course 

単位数  2.0 

担当教員 島田 英樹

学部カテゴリ 工学部 

対象学部等 地球環境工学科（地シス） / Department of Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

対象学年  3 

開講地区 伊都地区

使用言語 日本語（J） 

使用言語
（自由記述欄）

教室   

その他
（自由記述欄）

授業概要

地殻中の有用鉱物やエネルギー資源を開発する上で必要な岩盤工学上の種々の問題を取り上げ、安全で経済的
な坑内採掘を行うための必要な岩盤工学的な手法を修得する。 

 Learn actual underground mining design and equipment. The purpose is to understand the underground mining
 design more deeply, and to make the best use of the method in practice. Actual application examples at mine
 site are given. Prerequisite condition: Solid Mechanics and Rock Engineering. 

キーワード 岩盤の力学特性，応力計測法，坑道支保システム，坑内採掘システム 

履修条件等 固体力学および岩盤工学を受講しておくこと。 

履修に必要な
知識・能力 これまでに基幹教育科目で学んだ基本的な力学に加え、簡単な微積分が解くことができる必要がある。 

 No 観点 詳細

 1.
 A：知
識・理
解 

地下空洞設計法の現場適用を目指して、基礎原理を再度理解するとともに、坑内支保及び採掘シ
ステムに関する必要最小限の基本的事項を理解することができる。 

シラバス参照

PAGE TOP
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到達目標
 2.  B：専門

的技能 

・岩盤の力学特性について理解できる。
・応力計測法について理解できる。
・支保システムについて理解できる。
・坑内採掘システムの設計法について理解できる。 

 3.  C：汎用
的技能 

地下空洞設計法に関する必要最小限の基本的事項を坑内掘り鉱山の支保システムや空洞設計
に対して展開することができる。 

 4.
 D：態
度・志向
性 

身近な力学現象に興味を持ち、それを定性的に説明できる。 

授業計画

 No 進度・内容・行動目標 講義 演習・その他 授業時間外学習

 1. 岩盤工学とは ◯ 演習 レポート（演習問題） 

 2. 岩盤の力学特性
１．一軸、二軸、三軸試験 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 3. 岩盤の力学特性
２．せん断試験 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 4. 岩盤の力学特性
３．簡易試験法 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 5. 岩盤分類法
１．テルツァギーの荷重分類 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 6. 岩盤分類法
２．RQD,RMR, Qシステム 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 7. 岩盤分類法
３．岩石の破壊基準 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 8. 原位置試験法
１．水圧破砕法、応力再現法 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 9. 原位置試験法
２．孔底ひずみ法 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 10. 原位置試験法
３．孔径変形法、AE法、DRA法 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 11. 地下空洞の設計法
１．隣接空洞の影響 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 12. 地下空洞の設計法
２．空洞形状の影響 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 13. 地下空洞の補強法
１．地下空洞の支保システム 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 14. 地下空洞の補強法
２．今後の坑内採掘システム 

◯ 演習 レポート（演習問題） 

 15. レオロジーモデル ◯ 演習 レポート（演習問題） 

授業以外での
学習にあたって 特記すべきことなし。 

テキスト  Rock Mechanics Principles in Engineering, J.A.Hudson, Butterworth-Heinemann, Pub., London, (1989) 

参考書 岩石力学入門, 山口梅太郎・西松裕一,東京大学出版会（1991） 

授業資料

成績評価

評価方
法・観
点

観点No.1 観点No.2 観点No.3 観点No.4 観点No.5 観点No.6 観点No.7 観点No.8

備考
（欠格
条件・
割合）

  ◎ ◎              80% 

                    

      ◯ ◎          10% 
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        ◯          10% 

成績評価基準
に関わる補足
事項

出席点（10点）と，毎週行う演習問題に対する小テスト（10点），上記の到達目標に関連した期末試験の結果
（80点）を総合して評価し，60点以上を合格とする。なお，講義を４回欠席したものについては再履修とする。 

ルーブリック 地下空洞設計法_ルーブリック.pdf

学習相談 質問等がある場合には，講義日の１６時から１７時に教員室にて対応する。 

添付ファイル

その他

更新日付  2016-03-18 10:15:41.993
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15251620 （日）地下利用システム工学

（英）Underground Utilization System Engineering
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

専攻教育科目
開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)

2015 後期 月2 選択
単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)

2.0 笹岡 孝司 地球環境工学科 地球システム工学
コース

対象学年 (Intended
 Year)

開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部3年 伊都地区 未設定

授業概要 (Course Overview)
地圏開発システム工学とは、岩盤構造物を設計、施工する上で必要な理論および数値解析の基礎を理解する学問であ
る。特に、数値解析の中でも応力解析における有限要素法は、地殻中の有用鉱物やエネルギー資源を開発する上で広く
利用されている。本授業では、地圏開発システムの基本概念や将来構想、最新技術とともに、地下空間の設計に利用さ
れる有限要素法の基礎原理や適用例を修得する。

キーワード (Keywords)
地圏開発，エネルギー原理，レオロジーモデル，有限要素法

履修条件等 (Pre-requisites)
固体力学、岩盤工学および地下空洞設計法を受講しておくこと。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
これまでに基幹教育科目で学んだ基本的な力学に加え、簡単な微積分が解ける必要である。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

 A 
知識・理解/
 Knowledge and
 Understanding 

 · 地圏開発システム工学の基礎原理や特徴を理解するととともに、実際の適用例に関する必要
最小限の基本的事項を理解することができる。

 B 
専門的技能/ Skills
 and other attributes
 

・地圏開発システム工学の基本概念や最新技術を理解できる。 
・有限要素法の基礎となるエネルギー原理や岩石の破壊基準が理解できる。 
・物体の挙動を模式的に表すレオロジーモデルが理解できる。 
・応力解析における有限要素法を理解できる。 

 C 
汎用的技能/
 Transferable Skills 

 · 地圏開発システム工学に関する必要最小限の基本的事項を種々の解析例に対して展開するこ
とができる。

 D 
態度・志向性/ Status
 and Value to
 Society 

 · 身近な力学現象に興味を持ち、それを定性的に説明できる。

授業計画 (Course Plan)
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進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 地圏開発システム工学とは ○ 演習 レポート（演習
問題）

2 地圏開発システム工学概論 
大深度地下利用の課題と展望 
地圏開発利用空間利用事例・将来構想 
地圏開発利用空間構築技術(NATM、シールド等) 

○ 演習 レポート（演習
問題）

3 エネルギー原理 
ひずみエネルギー 
仮想仕事の原理 
カスチリアーノの定理 
相反定理 

○ 演習 レポート（演習
問題）

4 岩石の破壊基準 
トレスカ・ミーゼスの降伏条件 
モール･クーロンの破壊基準 
フック・ブラウンの破壊基準 

○ 演習 レポート（演習
問題）

5 レオロジーモデル 
基本モデル、複合モデル 

○ 演習 レポート（演習
問題）

6 応力解析における有限要素法 
有限要素法の概要 
剛性マトリックスの作成 
計算例 
適用例 

○ 演習 レポート（演習
問題）

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )
特記すべきことなし。

テキスト(Textbooks)
配布する資料を用いる。

参考書 (Reference Books)
岩石力学入門, 山口梅太郎・西松裕一,東京大学出版会（1991） 
応力解析入門，G.N.スミス・瀬川富士訳，ブレイン図書（1985） 

授業資料(Course Handouts)

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand
 Point) 列

 (column)：成績
評価方法

 (Evaluation
 Method)

A 
知識・理解/

 Knowledge and
 Understanding 

B 
専門的技能/ Skills

 and other
 attributes 

C 
汎用的技能/

 Transferable
 Skills 

D 
態度・志向性/
 Status and

 Value to Society
 

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験
 (Final Exam)

◎ ◎  -  - 80%

小テスト (Class
 tests)

 -  -  -  -

レポート  -  - ○ ◎ 10%
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 (Report)
発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 -  -  - ○ 10%

　  -  -  -  -
成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

出席点（10点）と，毎週行う演習問題に対する小テスト（10点），上記の到達目標に関連した期末
試験の結果（80点）を総合して評価し，60点以上を合格とする。なお，講義を４回欠席したものに
ついては再履修とする。

ルーブリック
 (Rubric)

ファイル名 (File name) 備考 (Remarks) 公開日時 (Release date)
地圏開発システム工学_ルーブ
リック.pdf

2015-08-17 09:24:18

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合には，講義日の１６時から１７時に教員室にて対応する。

その他 (Others)

最終更新日時
2015-08-17 09:24:55
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15251507 （日）エネルギー資源工学

（英）Energy Resources Engineering
講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)

専攻教育科目
開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)

2015 後期 月1 必修
単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)

2.0 糸井 龍一 地球環境工学科 地球システム工学
コース

対象学年 (Intended
 Year)

開講地区 (Taught
 Campus)

教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
在来型エネルギー資源および新エネルギー資源の特徴を理解するとともにエネルギーの利用形態・利用方法を学ぶ

キーワード (Keywords)
石油、天然ガス、石炭、メタンハイドレート、自然エネルギー、エネルギー資源

履修条件等 (Pre-requisites)
特になし

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
特になし

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

各種エネルギー資源の種類と特性を理解する

エネルギーの利用形態と各種変換効率を理解する

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 現代社会とエネルギー ○

2 エネルギー資源の需要と供給 ○

3 エネルギー資源の埋蔵量と分布 ○

4 在来型化石燃料資源（石油、天然ガス）の開発と利用 ○

5 在来型化石燃料資源（石炭）の開発と利用 ○

6 非在来型化石燃料資源：メタンハイドレート ○

7 自然エネルギー資源：風力エネルギー ○

8 自然エネルギー資源資源の利用における問題点と解決方法、
グリーンエネルギー

○
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9 省エネルギー技術 ○

10 未利用エネルギー資源：ヒートポンプ、エネルギー変換効
率、エクセルギー

○

11 エネルギー保存則 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

テキスト(Textbooks)
教科書は使用せず、必要な資料を稿議事に配布する

参考書 (Reference Books)
私たちのエネルギー、内山洋司（培風館） 
自然エネルギーの可能性と限界、石川憲二（オーム社）

授業資料(Course Handouts)
BP Statistics2015

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point) 列
 (column)：成績評価
方法 (Evaluation

 Method)

評価観点（未記入） 評価観点（未記入）
備考( 欠格条件、割合等 )
 (Grading Percentage,
 Disqualification etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎  -

小テスト (Class
 tests)

 -  -

レポート (Report) ◎  -
発表（プレゼン、ス

ピーチ等）
 (Presentation)

 -  -

授業への貢献度 (In-
class contribution)

 -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

◎  -

　  -  -
成績評価基準に関わる
補足事項 (Additional

 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

出席状況、講義内容に関するレポートと演習問題の解答（20点）および到達目標に関連した期
末試験の結果（80点）を総合して評価する

ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合は、随時教員室（ウェスト2号館437号室）にて対応する

その他 (Others)

最終更新日時
2015-11-02 19:44:02

M4-32



授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード (Numbering

 Code)
15253008 地層内物質移動工学

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 前期 水1 その他（コース必修）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 糸井 龍一 地球環境工学科 地球システム工学コー

ス
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部3年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
地層内における物質移動は地下水から地熱流体、さらには石油・天然ガスまで様々成生対資源の開発利用の分野におい
て生じる。また、温度によって流体の物理的性状は大きく変化し、ダイナミックな流動を伴う。さらに、地層を構成す
る岩石・土壌との反応により、流体中には様々な元素が溶出し、流体とともに移動する。流体資源が存在する地下の貯
留層を適切に開発利用するためには、地層内における物質とエネルギーの移動現象を理解する必要がある。そのために
は、地層内の流路の特性、地層内における物質とエネルギーの時間的空間的挙動を表現する偏微分方程式の導出とその
解が必要である。

キーワード (Keywords)
物質輸送、ダルシー則、移流分散現象

履修条件等 (Pre-requisites)
特になし

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

地層内における流体の流れを支配するダルシー則を理解する。油層現象を記述する偏微分方程
式の導出方法を理解する。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 地層内における物質移動現象 ○

2 多孔質層内の流れとダルシー則 ○

3 フラクチャー内の流れ ○

4 浸透率と空隙率の関係 ○

5 地層内における物質輸送の基礎方程式の導出 ○

6 地層内におけるエネルギー輸送 ○
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7 流体の物性値と無次元数 ○

8 自然対流と強制対流 ○

9 溶存物質の移動現象、移流分散方程式の導出と解析解 ○

10 拡散現象と分散現象 ○

11 炭酸種の溶解 ○

12 鉱物の溶解と析出 ○

13 地層内における化学反応 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

テキスト(Textbooks)
教科書は使用せず、必要な資料を講義時に配布する。

参考書 (Reference Books)
Geochemistry, groundwater and pollution(Appelo and Postma, BALKEMA, 2005)

授業資料(Course Handouts)

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point) 列
 (column)：成績評価
方法 (Evaluation

 Method)

評価観点（未記入）
備考( 欠格条件、割合等 ) (Grading

 Percentage, Disqualification etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

○

小テスト (Class
 tests)

 -

レポート (Report) ○
発表（プレゼン、ス

ピーチ等）
 (Presentation)

 -

授業への貢献度 (In-
class contribution)

 -

授業態度（出席）
 (Attendance)

○

　  -
成績評価基準に関わる
補足事項 (Additional

 Information
 regarding

 Evaluation Method)

出席状況、講義に関するレポートと演習問題の解答（20点）および到達目標に関連した期末試
験の結果（80点）を総合して評価し、60点以上を合格とする。

ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合は教員室（ウェスト2号館437号室）にて対応する

その他 (Others)

最終更新日時
2015-03-30 16:57:08
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15253615 構造力学第一

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 後期 水2 その他（コース必修）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 園田佳巨 地球環境工学科 建設都市工学コース
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区 未設定

授業概要 (Course Overview)
市民生活を支えるインフラストラクチャー（橋梁，トンネルなど）を設計するには，構造物に作用する外力の影響に
よって発生する変位や応力・ひずみを正確に評価する必要がある。 
構造力学は，現実の構造物を簡易な骨組みモデルに置き換えて，外力による変位や応力を簡易な手計算で解けるように
するための実用的な学問であり，土木工学における最も重要な 
専攻基礎科目の一つである。 

キーワード (Keywords)
静定構造物と不静定構造物，はり・トラス、断面力（曲げモーメント，せん断力，軸力），応力とひずみ，座屈，影響
線

履修条件等 (Pre-requisites)

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
本講義を受ける前に，固体力学で弾性理論の基礎を習得しておくことが必要である。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

 A 知識・理解  1)構造力学で用いる部材（棒要素）の仮定を正確に理解し，力の釣り合いのもとに支点反力や
断面力を求めることができる。 
2)部材の断面諸量（断面１次・２次モーメント）が有する力学的意味を理解し，静定ばりのた
わみの求め方を理解している。 
3)長柱の座屈現象，短柱の曲げ圧縮状態を理解している。 
4)影響線の力学的意味を正確に理解している。 
5)静定トラスの特徴を理解し，部材断面力の求め方を把握している。 

 B 専門的技能  1)静定ばりの支点反力を求め，曲げモーメント図，せん断力図を書くことができる。 
2)断面２次モーメントを求め，静定ばりのたわみを計算することができる。 
3)はり断面内の応力分布を示すことができる。 
4)静定ばりの断面力の影響線図を書いた後に，それを用いて任意の荷重状態に対する断面力を
求めることができる。 
5)静定トラスの各部材の断面力を計算できる。 

 D 態度・志向性  1)現実の構造物を骨組モデルに理想化して簡易に断面力分布を求めることの意義を理解し，身
の回りの構造物がどのような考えで設計されているか興味を持つ。 

授業計画 (Course Plan)
授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習

 (Comments,
M4-35

1886590743
テキストボックス
<注意>2016年度のシラバスは準備中のため、過去のシラバスを参考までに載せています



進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)
講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

1 構造力学とは（骨組モデルの力学的意味），静定構造と不静
定構造，応力と断面力

○

2 静定ばりの支点反力の求め方（単純ばり，片持ちばり） ○

3 静定ばりの断面力（せん断力・曲げモーメント） ○

4 断面諸量（断面１次モーメント，断面２次モーメント） ○

5 はり断面内の応力分布 ○

6 静定ばりのたわみ ○

7 柱部材（その１：長柱の座屈現象） ○

8 柱部材（その２：短柱断面内の応力） ○

9 影響線とは ○

10 移動荷重と最大断面力（影響線図を用いた計算） ○

11 共役ばり法 ○

12 トラス構造とは ○

13 静定トラスの断面力 その１（節点法） ○

14 静定トラスの断面力 その２（断面法） ○

15 学期末試験 -
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

各項目毎に演習問題を提示する（構造解析学研究室のホームページに掲載）ので，必ず復習すること。

テキスト(Textbooks)
土木系 大学講義シリーズ５ 構造力学（青木徹彦 著）

参考書 (Reference Books)

授業資料(Course Handouts)

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point) 列
 (column)：成績評価
方法 (Evaluation

 Method)

A　知識・理解 B　専門的技能 D　態度・志向性

備考( 欠格条件、割合等
 ) (Grading

 Percentage,
 Disqualification etc.

 )
学期末試験 (Final

 Exam)
◎  -  -

小テスト (Class
 tests)

○  -  -

レポート (Report)  -  -  -
発表（プレゼン、ス

ピーチ等）
 (Presentation)

 -  -  -

授業への貢献度 (In-
class contribution)

 -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 -  - ○

　  -  -  -
成績評価基準に関わる

M4-36



補足事項 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

ルーブリック
 (Rubric)

ファイル名 (File name) 備考 (Remarks) 公開日時 (Release date)
構力第一のルーブリッ
ク.pdf

2015-11-08 23:35:44

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合には，メールもしくは教員室にて直接対応する。

その他 (Others)

最終更新日時
2015-04-07 12:56:56
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15252313 情報処理概論 COM2231J

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 前期 火4 その他（学科必修）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 浅井 光輝 地球環境工学科 建設都市工学コース
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部3年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
工学系全般の業務において、パソコンの使用は必至です。また、科学技術の進歩には、スパコンなどの大型計算機の利
用が必要不可欠です。この講義では、まずはパソコンからスパコンまでのコンピュータの仕組みとその基本的な利用方
法を学びます。その後に、プログラミング言語(Fortran)を使って、自分たちで大型計算機に入り込み(ログインし)、計
算機を動かす演習をしていきます。大事なのはプログラミング言語などの特定の専門知識の深い理解ではなく、システ
ム全般を把握した上で、理屈を理解して正しくパソコン・計算機を使うことです。

キーワード (Keywords)
プログラミング、Fortran、Unix、大型計算機

履修条件等 (Pre-requisites)
特になし

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
特になし

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

知識・理解 計算機に入り(ログインし)、プログラムを書き(コーディング)、実行できる状態にし(コンパイ
ルする)、プログラムを修正する(バグを探す)、実行するまでの一連の操作を理解し、プログラ
ムを自分で実行できる。 

専門的技能 １．Linux(あるいはUnix)の基本操作方法を理解する。 
２．プログラム言語（Fortran）の基本的なルールを理解する。 
１．Linux(あるいはUnix)の基本操作方法を理解する。 
２．プログラム言語（Fortran）の基本的なルールを理解する。

汎用的技能 マイクロソフトExcelを使って、計算結果をグラフにまとめることができる。

態度・志向性 自分でプログラミングし、自分で計算機を動かし、自分で結果をまとめ、レポートとしてまと
めることができる。 
講義時間中には、私語を慎み、不明な点は教員あるいはTAに積極的に質問する。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)
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 review, etc.)
1 Unixシステムを使い、計算機サーバにログインし、フォル

ダ・ファイルの作成・削除・コピーなどの基本的な操作方法
を学ぶ。

○

2 Fortranの基本ルールを学ぶ。 ○

3 Fortranを使って、四則演算、組み込み関数などの数式処理
の方法を理解し、実践する。

○

4 Fortranを使い、関数を自分で定義する（副プログラム、
ユーザ定義関数の定義および使用方法を学ぶ）。

○

5 Fortranを使い、行列・ベクトルなどの演算方法を理解し、
実践する。

○

6 与えられた課題に対して、Fortranにてプログラムを完成さ
せ、その結果をExcelにより整理する。

○

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

テキスト(Textbooks)
講義中に配布します。

参考書 (Reference Books)

授業資料(Course Handouts)

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point)
 列 (column)：成

績評価方法
 (Evaluation

 Method)

知識・理解 専門的技能 汎用的技能 態度・志向性

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎ ◎  -  -

小テスト (Class
 tests)

○ ○ ○  -

レポート (Report) ○ ○ ○  -
発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

 -  -  - ◎

　  -  -  -  -
成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)
ルーブリック
 (Rubric)
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学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )

その他 (Others)

最終更新日時
2015-07-23 21:16:10
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15252614 鋼構造工学

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
鋼構造工学 専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 後期 火2 その他（コース選択 限定選択科目）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 貝沼重信 地球環境工学科 建設都市工学コース
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部3年 伊都地区 未設定

授業概要 (Course Overview)
鋼構造物の設計に際して，必要な材料，部材や接合の基礎知識を修得する。

キーワード (Keywords)
鋼材，鋼橋の構成，荷重，部材強度と設計(引張，圧縮，曲げ)，接合(高力ボルト，溶接)

履修条件等 (Pre-requisites)
｢構造力学第一｣を履修済であること。

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
鋼構造部材の基本設計の講義内容も含まれるため，構造力学第一の基礎事項について十分に理解していること。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

 A知識・理解/
 Knowledge and
 Understanding

様々な鋼橋の形式の違いを構造力学的視点から的確に説明できる。

 B専門的技能/ Skills
 and other attributes

引張，圧縮，曲げが作用する鋼橋の構造部材の設計を的確に行うことができる．

 C汎用的技能/
 Transferable Skills

与えられた問題の意味を良く理解し，それを解決するために文献検索システムやインターネッ
トを用いて情報を収集することができる。

 D態度・志向性/
 Status and Value to
 Society

土木技術者の倫理綱領について理解し，土木技術者の社会的役割と責任について説明できる。

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 概説 ○

2 鋼橋の分類と構造（各部の名称，構造的特徴，実例の紹介） ○

3 鋼材の製造と性質 ○
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4 荷重の種類と大きさ ○

5 部材の強度と設計(1) 
引張を受ける部材（演習）

- 演習

6 部材の強度と設計(2) 
圧縮を受ける部材（演習）

- 演習

7 部材の強度と設計(3) 
曲げを受ける部材（演習） 

- 演習

8 部材の接合 ○

9 部材の接合(1) 
溶接継手（演習） 

- 演習

10 部材の接合(2) 
高力ボルト（演習） 

- 演習

11 期末試験 ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

演習の内容，考え方を講義で学び，それらを実際に自分で演習を解くことで復習する．

テキスト(Textbooks)
教科書：三木千壽：鋼構造，共立出版(株)

参考書 (Reference Books)

授業資料(Course Handouts)
コースの電子掲示板に掲示したHPアドレスから授業資料を入手する．

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point)
 列 (column)：成

績評価方法
 (Evaluation

 Method)

A知識・理解/
 Knowledge and
 Understanding

B専門的技能/
 Skills and other

 attributes

C汎用的技能/
 Transferable

 Skills

D態度・志向性/
 Status and

 Value to Society

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎  -  -  - 70

小テスト (Class
 tests)

 -  -  -  -

レポート
 (Report)

○  -  -  - 20

発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -

授業態度（出席）
 (Attendance)

○  -  -  - 10

　  -  -  -  -
成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation

レポートでは，講義中に説明した演習で求めている専門知識の理解度や基本的な設計計算の方法を
理解しているかを判断する．
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 Method)
ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合には，講義日に教員室にて対応する．それ以外の日については，Eメールにて別途調整する．

その他 (Others)

最終更新日時
2015-03-19 13:02:50
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授業科目コード 4221 授業科目名 構造解析学 

授業科目区分 専攻教育科目 科目の種別 限定選択科目・通常授業 

履修年次 3 年後期 単位 ２単位 学習・教育目標 (D) 

担当教員 

梶田 幸秀 キーワード 有限要素法 

Tel:092-802-3377 

E-mail:ykajita@doc.kyushu-u.ac.jp 履修条件 

「固体力学」「構造力学第一」「構造力学

第ニ」を履修していること 

「線形代数」を履修していること 

授業テーマ 平面トラス・骨組構造物のマトリックス構造解析法と有限要素解析法 

授業の目的 

「構造力学第ニ」で学習するエネルギーの諸原理（仮想仕事の原理，最小ポテンシャルエネ

ルギーの原理など）を用いて，弾性構造物を数値的に解くための基礎を修得することを目的

とする． 

授業の目標 

(到達目標) 

１．簡単なトラス構造の剛性方程式を導くことができる． 

２．エネルギー原理に基づく弾性境界値問題の近似解法を修得する． 

３．有限要素法における剛性マトリックスを導くことができる． 

４．簡単な境界条件での平面構造物（トラス・ラーメン）の弾性問題を解析的に解くことが

できる． 

授業方法 教科書をベースとした講義とする。 

授業計画 

(授業内容) 

1 

マトリックス構造解析の基礎（５回） 

・つり合い式・変位適合条件式のマトリックス表示 

・平面トラス構造物の解析演習 

2 

エネルギー原理入門（４回） 

・仮想仕事の原理および最小ポテンシャルエネルギーの原理 

・エネルギー原理と弾性基礎式 

・エネルギー原理に基づく弾性境界値問題の近似解法 

3 

有限要素解析法（５回） 

・有限要素法・差分法などの数値応力解析法の概要説明 

・エネルギー原理に基づく有限要素法の定式化 

・有限要素法による剛性マトリックスの構築法，境界条件の導入法 

・具体的な応力解析演習 

4 中間テスト・定期テスト（２回） 

成績評価の方法 

出席・授業態度，レポート・小テスト，定期試験の 3 つの項目にわけ，それぞれの項目に対

し合格基準点を満足しなければ単位認定は行わない．最終的な成績評価については，評価の

割合を定期試験（80%），その他（20%）程度とする． 

教科書・参考書 
未定 

学習相談 
質問等がある場合には，講義終了後に講義室または教員室にて対応する。また，在室であれ

ば随時受け付ける。 
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15252205 流体力学基礎

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 前期 火3 その他（コース必修）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 矢野 真一郎 地球環境工学科 建設都市工学コース
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区

授業概要 (Course Overview)
地表および地下の流体流動の特性を理解し，安全かつ環境に配慮した地球環境を保持・創造するためには，流体運動の
メカニズムに対する知識は不可欠となってくる。以上のような問題を取り扱える工学者を生育するために，本授業で
は，流体力学の基礎を学習する。

キーワード (Keywords)
流体，静水圧，次元解析，管路流，ベルヌーイの定理，運動量の定理

履修条件等 (Pre-requisites)
特になし．

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
数学（特に微分・積分と微分方程式に関する知識）と力学の基礎的知識（質点系力学）が必要．

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

 A 
知識・理解/
 Knowledge and
 Understanding

 1. 流体の性質に関する基礎的な内容を説明できる． 
2. 流体の運動，圧力等に関する基礎的な内容を説明できる． 
3. 次元解析の理論を説明できる． 
4. 管路流の理論を説明できる．

 B 
専門的技能/ Skills
 and other attributes

 1. 流体力学の理論から，エネルギー方程式や運動量方程式を誘導できる． 
2. 静止流体力学の理論から静水圧などの求め方を導出できる． 
3. 次元解析の理論から物理現象を無次元式で表現できる． 
4. 管路流の理論から，管路のエネルギーの関係などを表現できる．

 C 
汎用的技能/
 Transferable Skills

 1. エネルギー方程式や運動量方程式を用いて，流体運動を記述できる． 
2. 具体的な場について静水圧などを計算できる． 
3. 次元解析を物理実験に用いる方法を説明できる． 
4. 管路流の理論から，具体的な管路の流れを表現できる．

 D 
態度・志向性/ Status
 and Value to
 Society

 1. 管路水理学の意味を理解し，管路の設計などに寄与する意欲を持つ． 
2. 水環境問題における流体運動の意味を理解し，水環境保全に寄与する意欲を持つ．

授業計画 (Course Plan)
授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習

 (Comments,
演習・その他
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進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)
講義 (Lecture)  (Exercise,

 Field trip,
 etc)

 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

1 流体力学・水理学をなぜ学ぶか？ -

2 流体の性質 ○

3 静水圧（１） ○

4 静水圧（２） ○

5 次元解析（１） ○

6 次元解析（２） ○

7 一次元流れの基礎（１） ○

8 一次元流れの基礎（２） ○

9 管路流の理論（１） ○

10 管路流の理論（２） ○

11 管路流の理論（３） ○

12 単線管路流（１） ○

13 単線管路流（２） ○

14 複雑な管路流 ○

15 期末試験 - ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

予習：指定された教科書の該当ページを通読しておく． 
復習：指定された教科書，ならびに配布される演習用資料について演習問題などを学習する． 

テキスト(Textbooks)
新編水理学（小松利光・矢野真一郎監修，理工図書）

参考書 (Reference Books)
水理学I（椿東一郎著），明解水理学（日野幹雄著）

授業資料(Course Handouts)
必要に応じて配布する．

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点

 (Stand Point)
 列 (column)：成

績評価方法
 (Evaluation

 Method)

A 
知識・理解/

 Knowledge and
 Understanding

B 
専門的技能/ Skills

 and other
 attributes

C 
汎用的技能/

 Transferable
 Skills

D 
態度・志向性/
 Status and
 Value to
 Society

備考( 欠格条件、割
合等 ) (Grading
 Percentage,

 Disqualification
 etc. )

学期末試験 (Final
 Exam)

◎ ◎ ◎  - 80％

小テスト (Class
 tests)

 -  -  -  -

レポート
 (Report)

 -  -  -  -

発表（プレゼン、
スピーチ等）

 (Presentation)

 -  -  -  -

授業への貢献度
 (In-class

 contribution)

 -  -  -  -
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授業態度（出席）
 (Attendance)

 -  -  - ◎ 20％

　  -  -  -  -
成績評価基準に関
わる補足事項
 (Additional
 Information
 regarding
 Evaluation
 Method)

出席点（２０％）と期末試験（８０％）により総合的に評価する．

ルーブリック
 (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合には，随時，教員室にて対応する。質問はeメールでも受け付ける。ただし，試験の成績や合否につ
いてはメールでは受け付けない．

その他 (Others)
その他の注意事項、確認事項 
 特になし． 
＜更新日＞ 
 2015/3/31

最終更新日時
2015-04-09 12:36:49
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15251712 水理学第一

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 後期 月3 その他（コース必修）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 矢野真一郎 地球環境工学科 建設都市工学コース
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区 未設定

授業概要 (Course Overview)
地表および地下の流体流動の特性を理解し，安全かつ環境に配慮した地球環境を保持・創造するためには，流体運動の
メカニズムに対する知識は不可欠となってくる。以上のような問題を取り扱える工学者を生育するために，本授業で
は，水理学の基礎を学習する。

キーワード (Keywords)
開水路流れ，ナビア・ストークスの方程式，連続の式

履修条件等 (Pre-requisites)
流体力学基礎を受講済みであること．

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
流体力学基礎で学んだ内容を理解していること．

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

知識・理解  1. 開水路流れに関する基礎的な内容を説明できる． 
2. 開水路流れの水面形を説明できる． 
3. 基礎方程式の導出について説明できる． 
4. 層流の理論と基本解の導出を説明できる．

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 開水路流れの理論（１） -

2 開水路流れの理論（２） ○

3 開水路流れの理論（３） ○

4 開水路流れの理論（４） ○

5 開水路流れの理論（５） ○

6 開水路流れの理論（６） ○

7 開水路流れの理論（７） ○
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8 中間試験 - ○

9 堰と水門の水理 ○

10 流体力学の基礎方程式（１） ○

11 流体力学の基礎方程式（２） ○

12 流体力学の基礎方程式（３） ○

13 流体力学の基礎方程式（１） ○

14 層流 ○

15 期末試験 - ○
授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )

予習：指定された教科書の該当ページを通読しておく． 
復習：指定された教科書，ならびに配布される演習用資料について演習問題などを学習する．

テキスト(Textbooks)
新編水理学（小松利光・矢野真一郎監修，理工図書）

参考書 (Reference Books)
水理学I（椿東一郎著），明解水理学（日野幹雄著）

授業資料(Course Handouts)
必要に応じて配布する．

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点 (Stand

 Point) 列 (column)：成
績評価方法 (Evaluation

 Method)

知識・理解 備考( 欠格条件、割合等 ) (Grading
 Percentage, Disqualification etc. )

学期末試験 (Final Exam) ◎

小テスト (Class tests)  -

レポート (Report)  -
発表（プレゼン、スピーチ
等） (Presentation)

 -

授業への貢献度 (In-class
 contribution)

 -

授業態度（出席）
 (Attendance)

◎

　  -
成績評価基準に関わる補足事

項 (Additional
 Information regarding

 Evaluation Method)

出席点（２０％）と期末試験（８０％）により総合的に評価する．

ルーブリック (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )
質問等がある場合には，随時，教員室にて対応する。質問はeメールでも受け付ける。ただし，試験の成績や合否につ
いてはメールでは受け付けない．

その他 (Others)

最終更新日時
2015-08-31 15:42:44
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授業情報表示
講義コード (Course

 Code)
授業科目名 (Course Title) 科目ナンバリングコード

 (Numbering Code)
15254615 生態工学

講義題目 (Sub Title) 授業科目区分 (Course Subject Classification)
専攻教育科目

開講年度 (Year) 開講学期 (Term) 曜日時限 (Class Day) 必修選択 (Required / Elective)
2015 後期 木2 その他（コース選択）

単位数 (Credit) 担当教員 (Course Instructor) 対象学部等 (Intended School)
2.0 清野聡子 地球環境工学科 建設都市工学コース
対象学年 (Intended

 Year)
開講地区 (Taught

 Campus)
教室 (Classroom) 使用言語 (Taught Language)

学部2年 伊都地区 未設定

授業概要 (Course Overview)
人類はこれまでに自らの手で多くの自然環境を消失させ、その勢いは現在も止まっていない。自然資源の持続可能な利
用のためには、現状把握や原因究明を進める必要がある。特に、生物多様性の保全策や生物生息地の自然再生は重要な
解決手段である。授業では、特に生態学の基礎、生物多様性の考え方、生態工学的視点による自然再生について学ぶ。

キーワード (Keywords)
生物多様性，自然再生，生態学，汚染，気候変動, 自然資源, 持続可能な利用

履修条件等 (Pre-requisites)
特になし

履修に必要な知識・能力 (Required Ability)
フィールドワーク等に真摯にのぞむ姿勢。

到達目標 (Course Objectives)
観点 (Stand Point) 詳細 (Specify in Detail)

授業計画 (Course Plan)

進度・内容・行動目標 (Tentative Weekly Schedule)

授業形態 (Teaching Style) 授業時間外学習
 (Comments,
 suggestions
 for course

 preparation,
 review, etc.)

講義 (Lecture)

演習・その他
 (Exercise,
 Field trip,

 etc)

1 生態工学とは？生態系と人間社会 

生物多様性と工学 
自然再生事業の展開：環境問題から自然再生の時代へ 

基礎生態学１： 生態系における生物の役割 

基礎生態学２：生物間や生態系間の相互作用 

生物多様性の危機１：人為的インパクトと生物多様性、里山
管理など 

生物多様性の危機２：農林水産業と生物多様性 

○ 野外作業 里
山・海岸
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生物多様性の危機３：気候変動 

生物多様性の危機４：環境汚染 

水環境の再生１：：河川・山間地における自然再生 

授業以外での学習にあたって (Suggestions for success(Specific) )
ふだんから身の回りの動植物、自然景観、文化財などに関心をもつこと。 
九大伊都キャンパスは、この分野の学習には最高の場所である！

テキスト(Textbooks)

参考書 (Reference Books)
適宜紹介する。

授業資料(Course Handouts)

成績評価 (Evaluation)
行(row)：観点 (Stand Point) 列

 (column)：成績評価方法
 (Evaluation Method)

評価観点（未記入）
備考( 欠格条件、割合等 ) (Grading

 Percentage, Disqualification etc. )

学期末試験 (Final Exam)  -

小テスト (Class tests)  -

レポート (Report) ◎
発表（プレゼン、スピーチ等）

 (Presentation)
 -

授業への貢献度 (In-class
 contribution)

 -

授業態度（出席） (Attendance) ◎

　  -
成績評価基準に関わる補足事項
 (Additional Information

 regarding Evaluation Method)
ルーブリック (Rubric)

学習相談 (Study Consultation (Office Hour) )

その他 (Others)

最終更新日時
2015-11-05 20:24:06
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授業科目名 アグリフードシステムと農学 

講義題目   
授業科目区分 低年次専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 矢部 光保 
対象学部等 各コース共通  
対象学年 学部 2 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 特になし  
授業概要 広範な農学分野の技術進歩の農林水産業及び関連産業への適用、その企業形態の

変化、第一次産業の持つ多面的機能、食品産業の台頭と貿易の拡大を伴った食料消費の多

様化とその結果における食料自給率、アジアの農業・食糧・生物・森林資源問題等につい

て概説する。  
全体の教育目標 グロバール化した現代社会の中において、第一次産業の持つ特質を理解し

た上で、第二次、第三次産業との関連でトータルとしての「アグリフードシステム」とい

う概念で把握するとともに農林水産業に係る食料・資源問題を説明できるようにする。  
個別の学習目標 農林水産業をとりまく社会経済情勢を概観し、多様な問題について自分な

りの意見を持てるようにする。  
授業計画 １．食料の消費とフードシステム （流通）       
２．食料流通の特質とマーケティング（流通）  
３．アグリフードシステムと農業経営（流通）     
４．環境保全と農業経営（経営）  
５．農業の経営形態と経営問題（経営）        
６．食料産業と自給率（システム）  
７．食料貿易と WTO 農業交渉 （システム）     
８．農業環境プログラムの国際比較（環境）  
９．水産業の特質と海洋資源管理（海洋生物学）   
１０．協同セクターと日本の農協（農政）  
１１．日本の食料・農業政策（仮）（農政）     
１２．世界の食料需給と食料安全保障政策（農政）  
１３．林業の特質と森林資源管理（森林政策）    
１４．農業の多面的機能と現代の食生活（環境）  
１５．テスト  
  
キーワード アグリフードシステム、技術進歩、企業形態、自給率、多面的機能  
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授業の進め方 教員の配布する資料をもとに講義形式で行う。  
テキスト 講義資料の配布と参考書の紹介  
参考書   
学習相談 開講学期の木曜日 12：15～13：00  
試験／成績評価の方法等 学期末の筆記試験の成績により90％、出席10％により評価する。  
その他 
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授業科目名 生物生産生態学（旧生態学） 

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 必修  
単位数 2.0  
担当教員 上野修  
対象学部等 農学分野  
対象学年 学部 2 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 特になし．受講を希望する学生であれば，誰でも本講義に参加することを許可す

る．  
授業概要 植物分野では、植物の遷移、農業生産と環境保護、物質生産と成長解析について

解説する。また、動物分野では、動物の増殖や種内・種間の相互作用を中心に害虫管理と

環境保護について解説する。  
全体の教育目標 農林業の生産現場における動植物の生態及び生態系について、基礎的な理

解を深める。  
個別の学習目標   
授業計画 １. 動物生態学の研究方法および歴史 
２. 動物の生存と繁殖 
３. 動物の競争と捕食 
４. 植物生態学の研究方法および歴史 
５. 植物の遷移、農業生産と環境保護 
６. 植物の物質生産と成長解析  
キーワード 生態系、植物遷移、物質生産、個体群増殖  
授業の進め方   
テキスト 植物実験生態学—気候と土壌（ルンデゴールド 、門司他訳、岩波書店）生態学（ベ

ゴン、ハーパー、タウンゼンド、堀監訳、京大出版会）  
参考書   
学習相談 毎週月曜日１２時から１３時  
試験／成績評価の方法等 単位の認定は，出席と筆記試験の結果によって判断する．  
その他 
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授業科目名 灌漑工学 

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 凌 祥之  
対象学部等 生物資源生産科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 地域環境工学分野を主とする。  
授業概要   灌漑は様々な文明の発展をもたらしてきた。すべての古代文明は精巧な灌漑

システムを構築していた。現代文明も灌漑無くしては維持できない。この意味で灌漑は人

類が生存を続けるために必須の技術であると言える。 
灌漑は人為的に農地の水環境をコントロールすることであり，そのために必要な土壌・大

気系の水移動に関する物理的・生物的なメカニズムを説明する。 
つぎに日本における畑地よび水田の灌漑計画・設計を解説し，デザイン能力を修得させる。 
さらに世界における畑地灌漑・水田灌漑システムを解説し，海外に通用する灌漑技術者と

して基礎能力を修得させる。  
全体の教育目標 １．畑地および水田灌漑の意義・目的を理解する。 
２．畑地および水田における水分消費メカニズムを理解する。 
３．畑地および水田の灌漑システムを理解する。 
４．畑地および水田の用水量の算定方法と用水計画を理解する。  
個別の学習目標   
授業計画 第１回 灌漑の目的と灌漑の歴史 
第２回 日本の水資源と水利権 
第３回 水田灌漑の意義・役割と灌漑方法 
第４回 水温と水質 
第５回 水田用水量の構成要素と純用水量 
第６回 水田浸透量 
第７回 水田における有効雨量と管理用水 
第８回 反復利用と広域用水量 
第９回 水田用水計画 
第 10 回 畑地灌漑の意義 
第 11 回 畑地の水分消費メカニズムと用水量 
第 12 回 畑地灌漑方式と灌漑効率 
第 13 回 畑地灌漑末端施設計画 
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第 14 回 畑地用水計画 
第 15 回 学期末試験  
キーワード 水資源，農業水利，水利権，水田灌漑，畑地灌漑，蒸発散量，浸透量，管理用

水，反復利用，用水量，有効水分，灌漑効率，灌漑方式，灌漑システム，末端施設，用水

計画  
授業の進め方 教科書を中心に授業を行い，毎回の授業内容の理解度確認のため小テスト，

レポートを課す。  
テキスト 新編潅漑排水 上巻（丸山利輔他著，養賢堂），農業土木ハンドブック（農業土木

学会），かんがい（コロナ社）  
参考書   
学習相談 オフィスアワーをつぎのように設定しているので，気軽にご相談下さい。 
火曜日 16:00～17:00  農学部 2 号館 308 号室  電話(内線) 2910  
試験／成績評価の方法等 出席日数が 2/3 以上の受講者に対して，学期末試験およびレポー

ト内容を考慮し，総合的に判定する。  
その他 
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授業科目名 土壌学 

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 和田信一郎  
対象学部等 応用生物科学コース  
対象学年 学部 2 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 なし  
授業概要 地球表層における土の機能，土の構成などについて解説する．  
全体の教育目標 土による保水，植物養分の保持や供給の機構に基づいて，地球表層におけ

る土の機能を理解すること．  
個別の学習目標   
授業計画 第一回 農業と土，地球環境問題と土，いくつかの問題提起 
第二回 土とはどのようなものか．-土の構成概観- 
第三回 土の中での物質のダイナミクス 
第四回 土はどのようにしてできるか 1 -岩石の風化と粘土鉱物の生成- 
第五回 土はどのようにしてできるか 2 -腐植物質の生成- 
第六回 土を構成する物質の性質と土の機能 1 
第七回 土を構成する物質の性質と土の機能 2 
第八回 土の中での主要元素のダイナミクス 
第九回 土の分類第 
十一回 森林，草地，畑の土 
第十二回 水田の土 
第十三回 土の劣化と修復 1 
第十四回 土の劣化と修復 2 
第十五回 土の劣化と修復 3  
キーワード 土壌，地球環境，酸性雨，温暖化，粘土鉱物，腐植物質  
授業の進め方   
テキスト 教科書：土壌サイエンス入門，文永堂出版，2005 年，ISBN 4-8300-4107-2 参考

書：土壌圏と地球温暖化，名古屋大学出版会 ：最新土壌学，朝倉書店  
参考書   
学習相談 毎週火曜日 12：00-13：00  
試験／成績評価の方法等 出席と授業中の質疑応答への対応を重視する．また何度か小テス

トあるいは宿題を課す．おおよそ,出席 30％，小テストあるいは宿題 20％，期末試験 50％
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の割合で評価する  
その他 
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授業科目名 気象学  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 必修  
単位数 2.0  
担当教員 北野雅治  
対象学部等 生物資源生産科学コース  
対象学年 学部 2 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 なし  
授業概要 日々の生活にもっとも身近な自然現象である気象現象に含まれる多様な素過程

（放射過程、大気の熱力学過程、雲物理学および降水過程、大気の力学過程など）および

気象観測等について概説するとともに、人間および生物の活動に重大な影響を及ぼしてい

る気候変動、環境問題、気象災害等の発生のメカニズムや影響について講義と討論を行う。  
全体の教育目標 気象現象に含まれる多様な素過程（放射過程、大気の熱力学過程、雲物理

学および降水過程、大気の力学過程など）を支配する自然の法則の基礎知識を習得すると

ともに、人間および生物の活動に重大な影響を及ぼしている気候変動、環境問題、気象災

害等の発生のメカニズムや影響について理解する。  
個別の学習目標   
授業計画 第 1 回：大気の構造と気象現象第 2 回：放射と放射収支第 3 回：大気の熱力学第

4 回：水蒸気、雲および降水の物理第 5 回：大気の力学と風第 6 回：大気境界層と中・小規

模の現象第 7 回：大規模な現象第 8 回：日本の気候第 9 回～第 11 回：気候変動第 12 回：

気象災害第 13 回：生物および農業と気象第 14 回：気象観測と天気予報第 15 回：試験  
キーワード 気象、大気、放射、エネルギー収支、大気の熱力学、降水現象、局地気象、微

気象、気候、気候変動、異常気象、環境問題、地球温暖化、大気汚染、オゾン層破壊、エ

ルニーニョ、酸性雨、砂漠化、黄砂、森林破壊、気象観測、天気予報  
授業の進め方   
テキスト 大気環境学（朝倉書店）、気象利用学（森北出版）、基礎気象学（朝倉書店）、気

象の基礎知識（オーム社）  
参考書   
学習相談 本講義終了後 1 時間  
試験／成績評価の方法等 期末テスト 50％、小テスト 20％、レポート 20％、出席状況 10％  
その他 
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講義コード
授業科目名 農地環境工学

講義題目

授業科目区分 専攻教育科目（コース選択必修科目）
必修選択 選択（JABEEコース（農業土木プログラム）では指定科目）
単位数 ２単位

担当教員
大坪政美（内線：2920，E-mail:ohtsubo@bpes.kyushu-u.ac.jp）
東　孝寛（内線：2919，E-mail:higashi@bpes.kyushu-u.ac.jp）

対象学部等 主として農学部 生物資源環境学科 生物資源生産科学コース 生物生産環境工学分
対象学年 ３年次学生
開講地区 箱崎地区

履修条件

　農地環境工学は，裾の広い科学と技術を包括した技術学であり，自然科学に加え
て社会科学の知識も必要とする。受講を希望する人は，２年次後期に開講される土
質理工学Ⅰなどの専門基礎科目，および灌漑工学や土壌学などの専門技術科目を
履修しておくことが望ましい。また，３年次前期に開講される専門基礎科目の土質理
工学Ⅱ，土壌物理学ならびに専門技術科目の排水工学，農業気象学，３年次後期
に開講される専門技術科目の農地保全学，利水工学，水環境工学なども農地環境

授業概要

  農地環境工学は，高生産性であると同時に環境保全条件を備えている優良農地
や快適な生活空間としての農村環境をつくるための技術工学であり，かつ土地利用
についての科学である。その取り扱う分野は広範多岐にわたるが，本授業では，農
地（水田）の整備・造成・保全に関するトピックスを中心に，我が国の食料・農業・農
村の現状と問題点，および農地の役割（多面的機能など）や地球環境問題（砂漠
化，土壌の塩類化など）などについても解説する。

全体の教育目標

　本授業では，自然環境と調和し，かつ高い生産性を有する農地（主に水田）の整
備・造成技術や保全技術を修得するだけでなく，農地の多面的機能や地球環境問
題についての理解を深めることにより，豊かな国土，快適な農村空間をつくり出す農
業土木技術者として必要な農地環境工学に関する知識・技術を身につけさせること

個別の学習目標

１．開発と環境保全，地球規模の環境問題について理解する。
２．我が国の食料・農業・農村の現状と問題点，農地の役割について理解する。
３．水田の土壌・構造，農地の多面的機能について理解する。
４．水田の地耐力，汎用化について理解する。
５．水田の圃場整備，換地処分，土層改良について理解する。

授業計画

＜授業で扱うトピックス＞
１．開発と環境保全　　　２．地球環境問題　　　３．農地の役割　　　４．水田の土壌と
構造　　　５．農地の多面的機能　　　６．水田の地耐力，汎用化　　　７．水田の圃場
整備　　　８．換地処分　　　９．水田の土層改良
＜授業のスケジュール＞
第　１回　農地環境工学とは，授業日程・授業内容の説明，我が国の食料・農業・農
村の現状(概説)，環境問題への認識の変遷
第　２回　開発と環境保全，持続的農業
第　３回　地球環境問題と農地工学（砂漠化）
第　４回　地球環境問題と農地工学（土壌の塩類化）
第　５回　農地の役割（人口と食料，農地の歴史・現状，耕作放棄，よい農地の条
件，今後の農地の整備方向）
第　６回　水田の構造（水田に求められる条件，湛水機能と排水機能，これを支える
土層条件），水田の土壌（水田土壌の特徴，断面形態と分類）
第　７回　農地の多面的機能，農地と水文・水質環境
第　８回　水田の地耐力（地耐力とその測定法，コーン指数による走行性の判定）
第　９回　水田の汎用化（汎用農地の意義，水田と畑の圃場機能の違い，汎用農地
化と土壌の変化）
第１０回　水田の農地組織（区画の標準的形状，用排水，農道，畦畔）
第１１回　水田の農地組織（区画計画の考え方）
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キーワード

食料・農村・農業の現状と問題点，開発と環境保全，持続的農業，地球環境問題，
農地の役割，農地の多面的機能，水田の土壌，水田の地耐力，汎用農地，水田の
圃場整備，換地処分，水田の土層改良

授業の進め方

　授業では，テキストとして「農地環境工学」（山路永司・塩沢　昌編，文永堂出版，
2008）を使用し，板書を中心に解説する。予習はテキスト・資料に目を通す程度でよ
いが，復習は確実に行い，系統立てて理解することが重要である。
　授業内容の理解度を深めるため，あるいは課題を探求し，組み立て，解決する能
力を向上させるために，特定の課題についてのレポート（３～５回程度）を課す。レ
ポートは，添削して返却する。

テキスト
　「農地環境工学」（山路永司・塩沢　昌編，文永堂出版，2008）をテキストとして使
用するので，各自購入のこと。また，補足資料などは，授業ごとに適宜配布する。

参考書
　参考書としては，農業農村工学ハンドブック（農業農村工学会編，農業農村工学
会，2010）を推奨する。

学習相談

オフィスアワーは，以下の通りです。
　大坪：月曜日 16:30～17:30 (農学部2号館204号室)
　東　：金曜日 12:00～13:00 (農学部2号館206号室)
　在室中は，いつでも受け付けます。気軽においで下さい。

試験／成績評価の方法
等

　出席日数が2/3以上の受講者に対して，学期末試験および課題レポート（３～5回
程度），到達目標・達成度チェック表の提出状況，受講状況により総合的に判定す
る。学期末試験と課題レポート，到達目標・達成度チェック表の提出状況，受講状況
の配点比率は7:3とする。
　ただし，学期末試験の得点が基準点（60点）に満たない者へは，再試験（１回のみ
実施）を課す。

その他

　所定の授業回数に達しない場合は補講に努めるが，補講が不可能な場合もあり
得る。
　学期末試験は必ず実施する。なお，学期末試験については，解答例を配布すると
ともに，答案は採点後返却する。

　　　 　　　 　　　
　　　 　　　 　　　
　　　 　　　

　 　

　 　
　 　
　 　
　 　

　 　

　 　
　 　
　 　

　
　

第１２回　換地処分（換地処分とは何か，換地処分の意義，換地処分の基本構造と
換地手法）
第１３回　水田の圃場整備：開田の土工（工事の手順，主な作業工程，表土扱い，道
路工）
第１４回　低平地での水田の圃場整備（水田の大区画化）
第１５回　水田の土層改良（締固め，客土）
第１６回　学期末試験
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授業科目名 水環境工学  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 平松和昭  
対象学部等 生物資源生産科学コース  
対象学年 学部 2 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件  水環境工学では水と物質の移動についての基礎理論，水質の数理モデルと解析，

生物個体数の動態等を学習する．授業では微分方程式が多用されるため応用数学 I を履修し

ておくことが望ましい．  
授業概要  水環境工学は自然と調和した地域環境の創出と持続的開発に関する基礎学の

一つであり，水環境調査について概説したのち，水環境工学の基礎となる環境水理学を修

得させる．さらに，河川・湖沼・沿岸域における集水域の水質動態，水質環境の解析とモ

デル及び環境との調和に配慮した事業の計画と設計について解説する．  
全体の教育目標  農業農村地域の水と物質の循環について理解を深めさせ，環境問題解決

策の手法を教授することによってグローバルな問題にも適用できる能力を育成する．  
個別の学習目標 １．環境への影響を科学的に判断する基礎数理を理解する．  
２．集水域の水物質循環を理解し，数理モデル解析ができる．  
３．水辺環境の工学的評価手法を修得する．  
４．データ解析能力を養う．  
授業計画 第 １回 水環境の現状，水環境調査，水質関連法規  
第 ２回 水環境調査（水質項目と調査法，水位流量曲線）  
第 ３回 環境水理１（浮遊性物質の挙動，生態系の数理）  
第 ４回 環境水理２（河川の水環境）  
第 ５回   〃  
第 ６回 環境水理４（貯水池の水環境）  
第 ７回   〃  
第 ８回 環境水理５（沿岸域・内湾の水環境）  
第 ９回   〃  
第１０回 集水域の水質環境１（発生源）  
第１１回   〃  
第１２回 集水域の水質環境２（自然浄化）  
第１３回 水質モデルと解析手法（水域モデル，生態系モデル）  
第１４回 環境との調和に配慮した事業の計画と設計１  
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第１５回 環境との調和に配慮した事業の計画と設計２  
第１６回 学期末試験  
キーワード 環境水理，汚濁負荷量，物質の移流拡散，水質解析モデル，環境との調和  
授業の進め方 教科書と配付資料，板書を併用して授業を進める．理解度（学習目標の達成

度）の確認のため，ほぼ毎回，小テストもしくは宿題を課す．小テスト，宿題，期末テス

トは解答例を配布する．  
テキスト 担当教員作成のテキストを配布する．  
参考書 有田正光編，「水圏の環境」，東京電気大学出版局  
水質環境学編集委員会編，「水質環境学」，農業土木学会  
学習相談 担当教員のオフィスアワーは毎週水曜日の１６時３０分から１７時３０分．  
試験／成績評価の方法等  出席日数が 2/3 に満たない場合は単位認定しない．  
成績は，授業中に毎回行う小テスト（あるいは宿題）と学期末試験により総合的に判定す

る．評価比率は小テスト 20%，期末試験 80%とする．  
達成目標の達成度は小テスト（あるいは宿題）と学期末試験により総合的に評価する．  
その他 特になし 
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授業科目名 熱帯作物・環境学概論  
講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択  
単位数 2.0  
担当教員 緒方 一夫  
対象学部等 生物資源生産科学コース  
対象学年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 とくになし。  
授業概要 熱帯の自然環境と農業生産の関係を概括し，熱帯で栽培される種々の作物および

農業形態について説明する。とくに東南アジアの農業について、歴史的背景、自然条件、

社会条件、現状と展望について概要を述べ、我が国との関わりについて考える。また、国

際協力についても概説する。  
全体の教育目標 熱帯農業とその研究の意義について理解し、熱帯の環境、熱帯の農業と主

要作物、国際協力について概要を説明することができる。  
個別の学習目標   
授業計画 第１回 １．熱帯の環境（気候と地理） 
第２回 １．熱帯の環境（地水環境） 
第３回 １．熱帯の環境（生物環境） 
第４回 ２．熱帯の作物（禾穀類） 
第５回 ２．熱帯の作物（畑作物） 
第６回 ２．熱帯の作物（蔬菜類・花卉類） 
第７回 ２．熱帯の作物（果樹類） 
第８回 ３．熱帯農業の形態（土地利用） 
第９回 ３．熱帯農業の形態（熱帯アジアの農業） 
第１０回 ４．熱帯農業と「緑の革命」 
第１１回 ５．熱帯の作物保護（害虫とその防除） 
第１２回 ５．熱帯の作物保護（病害とその防除） 
第１３回 ６．国際協力（歴史と動向） 
第１４回 ６．国際協力（農業開発） 
第１５回 試験  
キーワード 環境、熱帯農業、国際協力  
授業の進め方 スライド・配布資料等を用いて授業を行う。課題を示し，レポートの提出を

求める場合もある。担当教員以外にも熱研センターの他の教員等により熱帯農業について

多様な視点から紹介する  
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テキスト 教科書は指定しないが以下の書籍が参考となる。 
熱帯農学（渡辺浩之ら著 朝倉書店） 
熱帯農業概論（田中明編著 築地書館） 
熱帯雨林総論（T.C.ホイットモア著、熊崎実・小林繁男監訳、築地書館） 
ODA(政府開発援助)－日本に何ができるか（渡辺利夫・三浦有史、中公新書） 
詳細は第１回の講義の際に参考図書の資料を配布する。  
参考書   
学習相談 毎週金曜日 10:30～12:30  
試験／成績評価の方法等 出席状況と学期末に行う筆記試験の結果により判定する。出席状

況 10％, 筆記試験 90％(レポート 20％を配慮する場合あり）。  
その他 スライド等による熱帯の各国事情を説明する。所定の授業回数に達しない場合、補

講を行うこともある。 
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授業科目名 農業気象学 
講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 必修  
単位数 2.0  
担当教員 北野雅治  
対象学部等 地域環境工学分野  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 気象学を受講していることが望ましい．  
授業概要 農業生産は，気象環境に大きく左右されている．農業生産場（耕地，園芸施設）

での気象環境の動態および生物と気象環境との関係に関する物理的および生理生態的基礎

を習得すると共に，地球温暖化などの気候変動・変化下での持続的・環境保全的高収益農

業生産を目指す農業気象学的方法論について学ぶ．  
全体の教育目標 １．農業生産場の気象環境の物理的基礎を習得する 
２．生産対象の生物と気象環境との関係に関する生理生態的基礎を習得する． 
３．農業生産場における植物‐環境系の輸送現象に関する物理的および生理生態的基礎を

習得する． 
４．農業に対する気候変動・変化の影響とそれに対する対策について理解する． 
５．持続的・環境保全的農業に向けた農業気象学的戦略について理解する．  
個別の学習目標   
授業計画 第１回 農業気象学概要（分野，沿革，使命，内容） 
第２回 農業生産場の放射１－放射の種類と法則－ 
第３回 農業生産場の放射２－放射収支，放射と植物，放射の計測－ 
第４回 農業生産場における植物－環境系の輸送現象１－物理的基礎と生理的基礎－ 
第５回 農業生産場の温度環境１－温度の定義，計測法，温度と植物－ 
第６回 農業生産場の温度環境２－気温，地温，植物体温の動態－ 
第７回 農業生産場の気流環境－風，湿度，炭酸ガス，その他－ 
第８回 農業生産場における植物－環境系の輸送現象２－フラックス，熱収支，物質収支

－ 
第９回 園芸施設の環境－熱収支，物質収支および環境動態－ 
第１０回 園芸施設の環境調節－方法論および効果－ 
第１１回 農業気象災害－メカニズムと対策の概要－ 
第１２回 気候変動・変化と農業１－温暖化のメカニズムおよび影響評価－ 
第１３回 気候変動・変化と農業２－温暖化と食料生産－ 
第１４回 気候変動・変化と農業３－砂漠化，異常気象，オゾン層破壊，酸性雨，大気汚
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染－ 
第１５回 持続的・環境保全的農業にむけた農業気象学的戦略  
キーワード 農業気象，生物環境物理，植物-環境系輸送現象，作物気象，微気象，施設園芸，

温室，熱収支，物質収支，環境計測，環境調節，局地気象，気候変動・変化，地球温暖化，

異常気象，砂漠化，農業気象災害  
授業の進め方   
テキスト 生物環境物理学の基礎（森北出版），地球温暖化と農業（成山堂）  
参考書   
学習相談 本講義終了後１時間  
試験／成績評価の方法等 期末テスト６０％，小テスト２０％，レポート２０％  
その他 
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授業科目名 食料流通経済学 
講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 必修  
単位数 2.0  
担当教員 福田晋  
対象学部等 農政経済学分野  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 上記対象学生・学年以上の年次の学生。ミクロ経済学履修していることが望まし

い。  
授業概要 農産物の流通形態は国によって異なり、さらに社会・経済の発展段階によっても

異なるが、今日，資本主義社会の農産物流通では「卸売市場制度」が確立しており、国家

の市場経済を支える基本的で重要なインフラ・ストラクチュアを構成している。  
本講義では、流通の諸概念を説明し、公正で合理的な取引条件が「卸売市場制度」の中に

どのように組み込まれ、運営されているか、わが国の卸売市場制度の変遷と問題点及び今

後の課題を、市場外流通や産直と関連させながら、豊富な資料やスライドを用いて講義す

る。  
全体の教育目標 現代フードシステムにおける流通の重要性を理解することを目的とする。  
個別の学習目標   
授業計画 １．今日の食料流通の見方・とらえ方  
２．食品の流通機構  
３．米の流通  
４．卸売市場流通  
５．青果物の流通  
６．食肉の流通  
７．牛乳・乳製品の流通  
８．花きの流通  
９．小麦、大豆、飼料の輸入と流通  
10．農水産物の輸出入の仕組み  
11．食品の安全性・安心性  
12．食品の物流管理  
13．食品の流通と環境問題  
14．試験  
キーワード 産地集出荷施設、卸売市場、卸売業者、セリ、相対取引、価格形成、量販店  
授業の進め方   

M4-68



テキスト 日本農業市場学会編『食料・農産物の流通と市場Ⅱ』筑波書房（2008 年）  
参考書   
学習相談 オフィスアワーは講義開講日の昼休みとする。  
試験／成績評価の方法等 プレゼンテーション点 20 点、レポートに対する質問点 20 点、試

験：60 点  
その他 

M4-69



授業科目名 環境経済学  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 必修  
単位数 2.0  
担当教員 矢部 光保  
対象学部等 農政経済学分野  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 ミクロ経済学を履修しておくことが望ましい  
授業概要 食料・環境・エネルギー問題が発生する制度的社会的理由について経済学的視点

から明らかにするとともに、これらの諸問題を解決するための政策手法、及びそのための

資源・環境・エネルギーの効率的利用・配分についての考え方を講義する。  
全体の教育目標 食料・環境・エネルギー政策の研究や政策立案に不可欠な理論と分析手法

の理解を目的とする。食料・環境・エネルギーに関する諸問題について基礎的な経済学の

知識を用いて説明できるようにする。  
個別の学習目標 環境経済学の基礎理論と環境評価の手法を学び、現実の問題に適用できる

ようになることを目標とする。  
授業計画 第１回：環境と倫理   
第２回：市場の失敗と政府の失敗  
第３回：農業環境政策と多面的機能  
第４回：自然に対する関心の経済評価  
第５回：仮想評価法による分析（１）  
第６回：仮想評価法による分析（２）  
第７回：費用便益と不確実性  
第８回：環境政策と経済的手法  
第９回：環境保全のための市場利用  
第１０回：環境税と環境補助金  
第１１回：環境許可証の取引  
第１２回：環境基準と直接規制  
第１３回：生可能資源の管理  
第１４回：廃棄物処理とデポジット制  
第１５回：まとめと試験  
  
キーワード 環境資源、農業の多面的機能、持続可能な開発、農業環境政策  
授業の進め方 テキストを中心に行う。  
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テキスト Ｒ．Ｋ．ターナー他著、大沼訳 『環境経済学入門』 東洋経済新報社  
参考書 鷲田豊明『環境評価入門』勁草書房  
学習相談 オフィースアワーは、平日 12：30-13：00  
試験／成績評価の方法等 出席 10％、レポート 30％、試験 60％で成績評価を行う。  
その他 
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授業科目名 土壌・環境微生物学（旧 土壌微生物学）  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 酒井 謙二  
対象学部等 応用生物科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 基礎微生物学の履修を前提として講義を行う。  
授業概要 地球は化学物質に関してほぼ閉じた系であり, その中で擬化学平衡が生物により

維持されているが, その物質循環の主役は微生物である。特に生物生産の場として重要な土

壌中では動植物との相互作用の上に元素と物質の変換が行われている。本講では微生物学

の重要事項を土壌中に焦点を当てて学んだ後, 環境保全，土壌微生物利用，これからの土壌

微生物学の展開について講述する。  
全体の教育目標 以下の重要点について理解し説明できることが必要である。 
1) 土壌微生物と土壌生態系の特徴 
2) 土壌微生物分析・研究法 
3) 物質循環系において重要な微生物活動 
4）農業生産と環境保全の場で重要な微生物作用  
個別の学習目標   
授業計画 授業計画： 
第一回 履修ガイダンス、基礎微生物学の復習と土壌微生物学の歴史 
第二回 土壌微生物の特徴---分類，系統進化，小動物，植物，原生動物，菌類，細菌 
第三回 土壌微生物生態系の特徴---地圏，水圏，腸内細菌における分布，動植物との相互

作用 
第四回 土壌微生物分析法---直接観察と間接検出法，培養法と非培養法 
第五回 土壌微生物の代謝生理と増殖---生育環境因子と栄養因子 
第六回 土壌微生物の生化学と物質循環---特殊な生理と化合物変換系，主要元素循環 
第七回 中間試験 
第八回 微生物による有機物分解---嫌気分解，好気分解 
第九回 微生物による窒素化合物変換---硝化，脱窒，窒素固定，アンモニア化 
第十回 その他の元素循環と微生物---イオウ、リン、重金属 
第十一回 農業生産と微生物---根圏微生物，根粒菌，菌根菌 病害虫コントロール， 
第十二回 微生物と環境保全---農薬分解，排水・廃棄物処理，生物資源利用 生物修復 
第十三回 土壌微生物利用---生物化学・食品工業，微生物資材，組換体利用 
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第十四回 難培養微生物と複合微生物系---新たな分子微生物学の展開 
第十五回 期末試験  
キーワード 土壌微生物 生態 分解・変換，物質循環 農業生産，環境保全  
授業の進め方 主にパワーポイントと配布資料を用いて講述する。受講後，毎回の重要事項

を学習し，レポート（Ａ４用紙１枚程度）として次回の授業開始時に提出する。  
テキスト 配布プリント，応用微生物学（文永堂出版），土壌微生物生態学（朝倉書店）  
参考書   
学習相談 火曜日 3，4 限  
試験／成績評価の方法等 各回レポート（出席点を含む）４０％ 期末試験６０％  
その他 
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授業科目名 農薬化学（旧 農薬学）  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 平島明法  
対象学部等 応用生物科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 有機化学と生化学の基礎知識が必要  
授業概要 農薬の歴史、定義、必要性を説明し、殺虫剤、殺菌剤、除草剤、植物生長調節剤

等の主な薬剤について、化学構造と作用機構を詳説する。また、農薬の選択毒性、代謝、

抵抗性発現、安全性評価、環境に及ぼす影響などのほか、化学生態学やバイオテクノロジ

ーを利用した植物保護の新技術について解説する。  
全体の教育目標 農薬を含む化学物質の毒性（安全性）について正しく理解できる。農薬は

昆虫、植物及び微生物等に対して生理作用を示す化学物質であり、それらの構造と活性の

関係及び作用機構等を学習することにより、生命科学の理解を深める。また、化学物質の

毒性や環境中における挙動について学び、生態系と人類生存との調和を考える基礎知識を

習得する。  
個別の学習目標 農薬を含む化学物質の生理活性と構造相関について正しく理解できる。ま

た、創薬について学び、その研究手法についての基礎知識を習得する。  
授業計画 第一回  農薬の歴史、定義、必要性  
第二回  化学物質の毒性とは  
第三回  殺虫剤の構造と作用機構 I  
第四回  殺虫剤の構造と作用機構 II  
第五回  昆虫成育制御剤  
第六回  殺菌剤の構造と作用機構 I  
第七回  殺菌剤の構造と作用機構 II  
第八回  植物病害抵抗性と薬剤  
第九回  除草剤の構造と作用機構 I  
第十回  除草剤の構造と作用機構 II  
第十一回 植物生長調節剤  
第十二回 選択毒性、代謝解毒  
第十三回 環境中の挙動、毒性評価と安全性  
第十四回 製剤、遺伝子組み換え植物、フェロモン剤  
第十五回 生態化学物質、今後の植物保護  
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キーワード 農薬、植物保護、作用機構、選択毒性、代謝、薬剤抵抗性、安全性、環境問題  
授業の進め方 プリントとパワーポイントにより説明。  
テキスト 農薬の科学 –生物制御と植物保護-（桑野栄一ら編著、朝倉書店、2004）農薬の

科学（山下恭平ら著、文永堂、1996）新しい農薬の科学（宮本純之著、廣川書店、1994）  
参考書   
学習相談 前期木曜日午後５時～６時  
試験／成績評価の方法等 出席状況１０％、筆記試験９０％農薬の安全性、選択毒性、作用

機構、代謝等に関する理解度を評価する。  
その他 
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授業科目名 食品衛生化学  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 宮本敬久、本城賢一  
対象学部等 応用生物科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 なし  
授業概要 各種の食中毒とその原因ならびに予防法、食品の加工・保存のために使用される

食品添加物、食品衛生対策について解説する。また，種々の食品汚染物質の毒性，汚染実

態とその対策，食品産業における衛生管理等についても講義する。  
全体の教育目標 飲食物および飲食に関係する器具などにより引き起こされる健康上の危

害を未然に防ぎ、食生活を安全に保つために必要な基礎知識を習得し、実社会において直

面する食品衛生問題の発生を未然に防ぐ措置を講じることができ、また、問題発生時には

に適切に対応できる応用力も身につける。  
個別の学習目標   
授業計画 第１回： 食品衛生と食品衛生行政の概要  
第２回： 食品腐敗・変敗と微生物  
第３回： 細菌性食中毒 1  
第４回： 細菌性食中毒 2  
第５回： 細菌性食中毒 3  
第６回： ウイルス性食中毒  
第７回： 化学性食中毒  
第８回： 食品と寄生虫、害虫  
第９回： 有害物質による食品汚染 1  
第 10 回： 有害物質による食品汚染 2  
第 11 回： 食品とアレルギー  
第 12 回： 食品添加物１  
第 13 回： 食品添加物２  
第 14 回： 食品衛生対策  
第 15 回：総合評価試験  
キーワード 食中毒、細菌、食品添加物、有毒有害化学物質、対策  
授業の進め方 教科書を中心に授業を行う。パワーポイントファイル，ビデオ，ＤＶＤを用

いて実際の食品衛生行政や対策について解説する。  
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テキスト 教科書として「スタンダード栄養・食物シリーズ８「食品衛生学」第 3 版 一色

賢司編，東京化学同人」を使用する  
参考書   
学習相談 前期毎週木曜日午後 3 時から午後 5 時  
試験／成績評価の方法等 評価方法：毎回授業で提出させる質問内容と期末試験により評価

する  
評価比率：出席状況・１０％；質問状況・１０％；筆記試験・８０％  
達成目標との関連：総合評価試験においては，応用力を，質問においては，講義に取り組

む姿勢を評価する。  
その他 食糧化学工学分野の学生は履修が望まれる 
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授業科目名 食品保蔵学  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 本城賢一・宮本敬久  
対象学部等 応用生物科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 特になし  
授業概要 食品の保蔵方法、保蔵中の食品の品質変化とその要因、貯蔵変化の防止法などに

ついて講義する。  
全体の教育目標 食品の栄養・嗜好・機能性の高度・長期保持、流通過程の品質低下防止な

どに関する諸問題解決のための基礎知識を修得できる。  
個別の学習目標 食品保蔵ならびに加工の分野において高い専門知識・技術を醸成するため、

本講義では基礎的な知識を習得することを目標とする。  
授業計画 第１回：食品保蔵学の概要  
第２回：食品の品質劣化因子（微生物、酵素）  
第３回：食品の品質劣化因子（酸素、光）  
第４回：食品の保蔵と水  
第５回：食品保蔵法（乾燥、塩蔵、糖蔵）  
第６回：食品保蔵法（燻煙、酸、発酵）  
第７回：食品保蔵法（高温）  
第８回：食品保蔵法（低温）  
第９回：食品保蔵法（化学物質）  
第 10 回：保蔵中の変化（タンパク質：乳・卵・食肉）  
第 11 回：保蔵中の変化（タンパク質：魚介類・植物）  
第 12 回：保蔵中の変化（油脂）  
第 13 回：保蔵中の変化（糖質）  
第 14 回：保蔵中の変化（青果物）  
第 15 回：包装  
キーワード 食品、品質、保蔵法、食品成分  
授業の進め方 重要な内容について解説し、講義中に生じた疑問点を質問として授業終了時

に提出させる。その質問に対する回答書を次回の講義時に配布し、理解度を高める。また、

回答書の作成は毎回担当者に行ってもらう。  
テキスト 自作の「食品保蔵学」2010 テキストを使用する  
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参考書 日本食品保蔵科学会「食品保蔵・流通技術ハンドブック」建帛社 2006  
本間・村田 編「食品加工貯蔵学」東京化学同人 2004  
加藤・倉田 編「食品保蔵学」文永堂出版 1999  
  
学習相談 後期毎週金曜日午後 3 時から午後 5 時  
試験／成績評価の方法等 出席状況・・・３０％（４回以上欠席の場合、受験資格なし）  
質問状況・・・２０％  
筆記試験・・・５０％  
その他 
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授業科目名 環境地学  
講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択必修  
単位数 2.0  
担当教員 大槻恭一，久保田哲也  
対象学部等 地球森林科学コース  
対象学年 学部 2 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 特になし．  
授業概要  環境地学では，山地・森林における気候・気象（第 1～4 回），地形と地質（第

5～8 回），土と水（第 9～10 回），環境モニタリング（第 11～13 回）に関して学習します．  
全体の教育目標  日本では森林の大半が山地に分布しています．本講義では，森林の基盤

となる山地の環境を地学的な側面（気候・気象・地形・地質・土壌・水文）から学習する

とともに，そのモニタリング方法を学び，流域圏において山地・森林が果たす役割と，実

施すべき環境モニタリングについて学習します．  
個別の学習目標   
授業計画 第 1～2 回 山地・森林における気象 
第 1 回 森林における微気象（大槻） 
森林における微気象環境（降水，放射，風，温度，湿度，CO2）を学んだ上で，山地・森

林における放射収支，熱収支，水収支，物質収支を学習． 
第 2 回 山地の局地気象（久保田） 
地球上の大規模な気象現象を学んだ上で，山地における局地気象を学習．  
第 3～7 回 山地・森林における土壌・地質と地形 
第 3 回 山地・森林における土壌（大槻） 
土壌の理化学性を学んだ上で，森林土壌の形成メカニズムとその特徴について学習．  
第 4 回 山地・森林に関係する地形要素（久保田） 
山地森林の地表環境評価に欠かせない勾配、谷密度、起伏量などについて学習。 
第 5 回 山地の地形発達（久保田） 
森林の基盤となる山地地形の形成過程と地形史について学習。 
第 6 回 山地・森林と地質（久保田）森林の形成に大きく影響する山地の地質、岩質、地質

構造等について学習。 
第 7 回 火山・地震と森林（久保田） 
九州に多く見られる火山および地震と森林形成・森林災害との関連について学ぶ。 
第 8～10 回 山地・森林における土と水 
第 8 回 太陽系の中の地球（大槻） 
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天文の基礎を学んだ上で，山地・森林の放射環境評価に欠かせない太陽の位置，可照時間，

大気外水平面日射量等算定方法を学習． 
第 9 回 気候と森林の成因（大槻） 
気候区分法を学んだ上で，砂漠や森林の成因と環境について学習． 
第 10 回 山地・森林における水循環（大槻） 
森林に到達した降水が，林内・林床における雨水配分を経た後に，河川に流出あるいは地

下水を涵養し，その後蒸散あるいは蒸発によって大気に戻るメカニズムを学習． 
第 11～13 回 山地・森林の環境モニタリング 
第 11 回 森林リモートセンシング（大槻） 
リモートセンシング基礎と，森林におけるリモートセンシングの適用方法について学習． 
第 12 回 森林 GIS（大槻） 
地理情報システム（GIS）の基礎と，森林における GIS の適用方法について学習． 
第 13 回 流域環境モニタリング（大槻） 
山地を流域圏の 1 システムとして捉え，山地・森林における環境モニタリングの役割につ

いて学習．  
キーワード 環境，地学，山地，森林，気候，気象，地形，地質，土壌，リモートセンシン

グ，GIS  
授業の進め方   
テキスト 堀口郁夫等編：局地気象学，森北出版，2004 森林水文学編集委員会：森林水文学，

森北出版，2007 加藤正人 編著：改訂森林リモートセンシング，日本林業調査会，2007  
参考書   
学習相談 日時：講義日の昼食時 12:00～12:40，場所：未定  
試験／成績評価の方法等 出席状況…20%レポート …80%  
その他 Microsoft Excel を使用した演習を行います． 
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授業科目名：環境経営学 単位数：２単位 
担当教員名： 

佐藤宣子、吉田茂二郎、溝上展也 

授業の到達目標及びテーマ 

① 環境問題を社会経済的視野から学ぶための基礎的な概念を説明できる。 

② 1992年の地球環境サミット以降の持続可能な開発概念と世界的な取り組みを説明でき、我が国の

循環型社会に向けた課題を議論できる。 

③ 環境管理・経営技術としての計測やゾーニングの基礎概念について説明できる。 

授業の概要 

 21世紀は環境の世紀と言われ、地球温暖化や熱帯林の減少などグローバルな環境問題への対策と同

時に地域レベルでの環境管理・経営に関する合意形成と制度設計が求められる。本授業のねらいは、

第１に、環境問題を社会経済的視点から把握しうるような、環境経済学の基礎理論を学ぶことである。

第２に、持続可能な開発への取り組みと循環型社会形成の課題について、特に森林資源の役割につい

て学ぶことである。第三に、環境管理・経営技術の基礎として環境計測やゾーニング手法の基礎を学

ぶことである。 

授業計画 

第１回：授業ガイダンス 環境管理・経営に向けた合意形成の難しさ 

第２回：「環境」とは何か、「市場の失敗」「政府の失敗」について 

第３回：資本の蓄積構造と環境問題～日本からアジアへ～ 

第４回：ＳＤ（Sustainable Development）の基礎概念と論点 

第５回：環境政策の手段、循環型社会の制度と政策 

第６回：貧困問題と環境問題の関連と 

第７回：1992年国連環境開発会議の意義と森林原則声明 

第８回：持続可能な森林経営に向けた制度の展開１（温暖化対策と排出権取引） 

第９回：持続可能な森林経営に向けた制度の展開２（森林認証とREDD＋） 

第10回：環境管理・経営のための基準と指標 

第11回：基準と指標を評価するための制度と方法 

第12回：環境経営のための多段的な計画 

第13回：環境管理・経営のためのゾーニング 

第14回：熱帯林の減少と劣化 

第15回：まとめ 

定期試験 

テキスト 

講義ごとに資料を配付する 

参考書・参考資料等 

環境の経済理論（佐和隆光他編、岩波書店、2002年） 

地球温暖化と森林ビジネス第３版（小林紀之、日本林業調査会、2005 年） 

アジアにおける森林の消失と保全（井上真編著、中央法規、2003 年） 

森林科学（佐々木惠彦・木平勇吉・鈴木和夫、文永堂出版、2007年） 

学生に対する評価 

 出席状況（30％）：講義毎、出欠表を兼ねて質問と感想の記載を求める。 

期末試験（70％）：期末試験においては森林経営に関する基本概念の習得、現在の環境問題と資源

計画、持続可能な森林管理・経営の理解度を評価する。 
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授業科目名 森林資源環境モニタリング論  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択  
単位数 2.0  
担当教員 溝上展也  
対象学部等 地球森林科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 特になし  
授業概要 次世代によい状態の森林を残すための「持続可能な森林経営」のあり方とそのた

めに不可欠なモニタリングの方法と実践を習得させる。  
全体の教育目標 ：「持続可能な森林経営」の概念と国内外における実践，森林モニタリン

グに関するレベル概念，国内外における事例と品質保証の重要性，および，地理情報シス

テムとリモートセンシングの高度利用によるモニタリング手法について具体的・批判的に

論じることができる。  
個別の学習目標   
授業計画 第一回  はじめに―持続可能な森林経営 
第二回  持続可能な森林経営を支援する国内外の取り組み 
第三回  森林モニタリングの３つのレベル 
第四回  森林モニタリングの国内外における事例 
第五回  森林モニタリングにおける品質保証 
第六回  森林蓄積（バイオマス）調査法―単木レベル 
第七回  森林蓄積（バイオマス）調査法―森林レベル 
第八回  プロットレスサンプリング 
第九回  森林成長モデル 
第十回  地理情報システム 
第十一回 リモートセンシング 
第十二回 グループ討議 
配布資料を中心に講義をすすめる。  
キーワード 持続可能な森林経営，モニタリング，品質保証、森林調査法，地理情報システ

ム，リモートセンシング  
授業の進め方   
テキスト ：「測樹学」1990 年，地球社 
「森林ビジネス革命」2002 年，築地書館  
参考書   
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学習相談 毎週月曜日 12:00～13:00 もしくは 16:00～17:00  
試験／成績評価の方法等 ◇成績評価の基準を明示する。 
評価比率 
 期末試験 70％，出席状況 30％ 
達成目標との関連 
期末試験においては，モニタリングの具体的な手法についての理解度を評価するだけでな

く，国内外の「持続可能な森林経営」に向けた国内外の取り組みについて批判的に論じる

ことが可能かどうかを評価する。  
その他 
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講義コード   
授業科目名 森林水文・水資源学  

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択  
単位数 2.0  
担当教員 笠原玉青  
対象学部等 地球森林科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 環境地学を履修していることが望ましい。  
授業概要 本講義では、森林圏を通じて水が循環する過程（降水、土壌面蒸発、遮断、蒸発、

蒸散、浸透、地表流出、地下水流出、渓流、河川）のメカニズムとそれを表現するモデル

を学習します。その上で、森林生態系において物質（炭素や窒素等）やエネルギーが水を

介してどのように循環あるいは移動するのかをプロセスを踏まえて学習し、森林管理が水

資源や地域・地球環境に与える影響について学習します。  
全体の教育目標 日本では国土の約 68%を森林が占め、その大半が水源地としての役割を果

たしています。本講義では，森林圏における水循環過程の学習を基盤として、森林生態系

において物質やエネルギーが水を介してどのように循環あるいは移動するのかを総合的に

理解し、水資源管理のためにはどのような森林管理を行えば良いかを検討・考察できる素

養を身に付ける事を目標とします。  
個別の学習目標   
授業計画 第 1 回 水循環とエネルギー  
第 2 回 降水  
第 3 回 蒸発  
第 4 回 蒸散  
第 5 回 流体力学の基礎  
第 6 回 開水路の水の流れ  
第 7 回 渓流・河川の水の流れ  
第 8 回 地下水水理学  
第 9 回 地下水水文学  
第 10 回 土壌水文学  
第 11 回 流出モデル  
第 12 回 水循環と物質循環  
第 13 回 生態プロセスモデル  
第 14 回 森林と水資源  
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キーワード 水循環、物質循環、降水、蒸発散、流出、地下水、水資源、生態系モデル  
授業の進め方   
テキスト   
参考書  Hornberger et al. : ""Elements of Physical Hydrology", Jhons Hopkins 
University Press、1998  
丸山利輔・三野 徹編：『地域環境水文学』、朝倉出版、1999  
新井 正：地域分析のための熱・水収支水文学、古今書院、2004  
池淵周一他：エース水文学、朝倉書店、2006  
森林水文学編集委員会：『森林水文学』、森北出版、2007  
永井昭博他：『ダム管理の水文学』、森北出版、2003  
学習相談 日時：講義日の 12:00～12:40、場所：未定  
試験／成績評価の方法等 出席   20%  
レポート 40%  
テスト   40%  
その他 エクセル（Microsoft の表計算ソフト）を使用した演習問題を行う。 
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授業科目名 景観管理学 

講義題目   
授業科目区分 専攻教育科目  
必修選択 選択  
単位数 2.0  
担当教員 大槻 恭一  
対象学部等 地球森林科学コース  
対象学年 学部 3 年   
開講地区 箱崎地区  
履修条件 特にないが、「造園学」を受講しておくことが望ましい。特に、造園職の公務員

や緑地関係への就職を目指している人は両者を受講してほしい。  
授業概要 人と自然の長い関わりの歴史の中で形作られてきた快い景観が生産様式や生活

様式の変化によって身の回りから失われつつある。人による土地利用の結果として生じる

景観を中心に、景観に関する基礎知識および植生誘導の技術に基づく景観管理(landscape 
management)の考え方について伝える。   
全体の教育目標 景観という視点で身近な環境を見ることにより、望ましい自然の取り扱い

や土地利用のあり方に気づく市民になってもらうこと。  
個別の学習目標   
授業計画 第１回 景観の考え方と研究史  
第２回 景観に関する用語  
第３回 植生管理と景観誘導  
第４回・第５回 里地里山の景観問題  
第６回～第８回 自然地域の景観問題と自然保全  
第９回～第 11 回 九州の風土と景観に関する基本的な話題  
第 12 回～第 14 回 都市景観と景観行政  
キーワード ランドスケープ、自然景観、植生管理、都市景観、景観行政  
授業の進め方   
テキスト   
参考書 京都造形芸術大学編「ランドスケープデザインと環境保全」角川書店(1999)  
学習相談 同講義室で講義開始前および終了後の時間  
試験／成績評価の方法等 毎回のミニレポートおよび期末試験  
その他 配布する資料を中心に授業を行い、毎回、こちらの意図が伝わったかどうかの確認

と、若いセンスを学ばせてもらうためのミニレポートをお願いする。特殊な用語の文字や

必要な図解以外、丁寧な板書はしない予定であるから、話の要点を自分の言葉でメモして

いく要領を身につけていただきたい。 
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